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この部室は帰宅しない部が占拠しました。３
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プロローグ



　保健医女の騒動後、一気に賑にぎやかになった六畳ほどの部室で、また夜が明けた。

　いかに朝が苦手な柊木ひいらぎ夕ゆう也やでも、その日は妙な寝苦しさに自発的に目を覚ました。半覚かく醒せい状態の頭で、なんでこんなに寝苦しいんだろう、と考える。

　――なんだ……？

　まるで左右から拘こう束そくされているようで動きにくいが、不快ではない。むしろ、心地ここちよいとさえ思える柔らかい感触があった。

　暑いとも感じるが、夏に感じるような感覚とも違っていた。それどころか、優しい温かさがじんわりと両腕から伝わってくる。

　重いまぶたを開けて左右を確認すると、右側には可愛かわいい可愛い妹の耶や宵よいが、左側には学園一の美人と名高いが色々はた迷惑な従姉いとこの琴こと音ねが、夕也の腕をがっちりと押さえ込むように抱きしめて寝息を立てていた。

「な――っ!?」

　腕に感じる温かさと柔らかさは、片方は目に入れても痛くない妹の、最近急成長を見せている女の子特有のふくらみ。もう一方は学園内で知らぬ者はいないくらい評判の高い、大きく美しく咲き誇ほこった高たか嶺ねの花はな的な超絶バスト。

　まして琴こと音ねのシルクのネグリジェや、耶や宵よいの腰まで隠かくれるロング丈のＴシャツ一枚という姿がますますアレな煩ぼん悩のうを加速させていく。

　――ら、ラッキーだし超幸せだけど、これは色々まずい……っ！　主に僕の理性が！

　夕ゆう也やはなんとか二人から逃れられないかと試みるが、琴音も耶宵もがっちりと抱きしめていて、抜くどころか曲げることも難しそうだった。

　それどころか、ちょっと腕を動かしただけで返ってくるのは極上の弾力。それとセットになった、悩ましげな吐息。

　――うわあ、まずいまずいまずいまずい！　っていうか、いったいどうしろと……。

　困り果てて夕也が部室内を見回すと、タンクトップ姿でぺたんと座った黒髪少女の桜さくら江えゆすらが、左右の手で各一つずつブラジャーを持ち上げ、交互に見つめていた。

「ちょ、ゆすら、何やってんの!?」

「……見てる」

「いや、なんでそんなモノを見てるのかって訊きいてるんだけど」

「……この前見た恋れん子このとはだいぶ違う。さすがおっぱいさん」

「おっぱいさんって……ちょ、それ琴こと姉ねえの!?」

「……がう。さっきこっそり外はずした」



    

  
    
      



    

  
    
      「な……。え、っていうことは、今琴こと姉ねえは……」

　腕に感じるマシュマロのような柔らかさは、ネグリジェの薄い生地一枚を隔へだてただけの超触感。

「……ユウの妹もかなりのもの」

　そう言いながら、ゆすらはもう一方のブラジャーに視線を移した。

「やっぱり――――ッ!?」

　急速に鼓動が激しくなり、顔が熱くなっていく。

「ねえ、ちょっと、琴姉も耶や宵よいも起きて――――ッ！　お願いだから、早く起きて僕を解放して！」

　しかし、琴こと音ねも耶宵もわざとらしく寝息を立てるのみ。

　腕を抜こうにも、少しでも動かせばむにっとした柔らかさが伝わってきて、すぐに動けなくなってしまう。

　と、そこへ、ガチャッとドアを開けて、すでに制服姿に着替えた木き滝たき恋れん子こがコンビニ袋を提さげて部室に戻ってきた。

　そして恋子は部室内の状態を――主に強制的両手に花状態の夕ゆう也やを見て、口元を引きつらせた。

「いや、ちょ、待った！　これは僕の意志とか関係なくて――」

「問答無用です――――ッ！　このシスコン野郎はッ、受動添い寝を何回やらかせば気が済むんですか――――ッ！」

　恋子はコンビニ袋を落とすと、二歩ほど助走をつけて跳んだ。

　どういうわけか、寝ていたはずの琴音と耶宵はサッと夕也の腕から離れてゴロゴロと転がって避難する。

　短め尻尾しつぽのポニーテールとスカートを翻ひるがえして宙に舞った恋子は、盛大にピンクと白の縞しまパンを夕也の目に披露しつつ、華麗なジャンピング・ニードロップを夕也に見舞った。

「ぐはあっ」

　クリーンヒットをもらって、夕也はのたうち回る。

「ふんっ、おっぱいに挟まれてデレデレしてるからそういう目に遭あうんです！　そんなに大きいおっぱいがいいんですかッ！　シスコンのくせにおっぱい星人とか、どんだけアレなんですかッ！」

「あうう……理不尽だ……。でも、ある意味助かったかも……」

「……恋子。夕也に酷ひどいことするな。いくら胸がないからって、ひがむのよくない」

「だっ、誰がひがんでるんですか！　あたしは……ええと、共同生活を送る上でのルールとかモラルの話をしてるんです！　っていうか、常じよう習しゆう犯はんのゆすら先輩が言うなって話ですよ！　生徒会長も、神聖な学まなび舎や発言はどこに行ったんですかッ！」

　琴こと音ねは髪をかき上げながら物憂げに身を起こし、

「あらあら、でも、寝ていて偶然近づいたりくっついたりしちゃうのは仕方ないと思うわ。それより貴女あなた、わたくしのブラを返してくださらない？」

　ネグリジェの上から手で豊かな胸を隠かくしつつ、ゆすらに言った。

「私のブラもですの。もう、いつの間に取りましたの……？」

　耶や宵よいも琴音に倣ならう。

「がう」

　うなずいて、ゆすらは素直に両手に持っていたブラを返した。

「もう、どうしてわたくしたちのブラを取ったりしたの？」

　自分の迫力満点なブラを受け取りながら、琴音が訊きいた。

「……珍しかった」

「あ、そういえばこの前あたしのブラを見たのが初めてだったとか言ってましたよね」

「その歳としまでブラを知らないなんて、どうかしてますの」

「まあ、ゆすら先輩は生い立ちがちょっと特とく殊しゆですから」

「まあ、そうなの？　……あ、そうだわ！　じゃあ、今度、下着やお洋服を買いに行きましょうか。やっぱりゴールデンウィーク中かしら。そのあとは体育祭の準備が始まって忙しくなっちゃうし」

　さも名案、という顔で、琴音が言った。

「……がう？」

　首を傾かしげたゆすらの脇で、

「そういえば、家に来たときも制服でしたの。休日ですのに」

「確かに、ゆすら先輩はもう少しおしゃれとかファッションに気を遣った方がいいかもですねー。肌は白いし、長い黒髪は綺き麗れいだし、素材はいいんですから」

「うふふ、楽しそうね。桜さくら江えさんは可愛かわいいから、色んなお洋服を着せてみたくなるわ」

「っていうか、なんで生徒会長も一緒に来る感じなんです？　ここで寝て、一緒に買い物に来るって、帰宅しない部の一員みたいじゃないですか。まさか、驚きよう愕がくの超展開的に入部しちゃうんですか？」

「まさか。さすがにそれはないわ」

「ですよねー。だったらもうちょっと距離置きましょうよ。敵同士なんですから」

「木き滝たきさんは冷たいのね。悲しいわ」

「意味がわかんないです」

「細かいことは気にしちゃダメよ？　それより、夕ゆうくん。身もだえ中申し訳ないのだけれど」

「……え？」

「そろそろブラを……というか、着替えたいと思うの」

「え、あ、うん。ええと、じゃあ、僕は外に出てるから……」

　よろよろと立ち上がって、夕ゆう也やはドアへと向かった。

「……っていうか、そもそも僕、他の部屋で寝る案を出したよね？　そうしてれば着替えのたびに部室を出る必要もなかったし、他にも色々と問題は回避できたよね……？」

「……それはダメ」

「それはダメです」

「それはダメよ？」

「それはダメですの」

　異い口く同どう音おんの答えが間髪容いれずに返ってきた。

「……なんで？」

　首を傾かしげながらも、夕也は部室から出てドアを閉めたのだった。



　夕也が部室の前で所しよ在ざいなくぼんやりと待つことしばし。

　ガチャリとドアが開いて、ショートボブの耶や宵よいの顔がひょこっと出てきた。

「兄にい様さま、着替えが終わりましたの。もう入っても大丈夫ですの」

「あ、うん」

　夕也がドアノブに手をかけようとすると、

「あら？」

　と、耶宵が通路の角の方を見やって首を傾げた。

「え？　何？」

「あ、いえ……。なんでもありませんの。きっと気のせいですの」

「そうなの……？」

「はいですの。それより、早く朝ご飯にしようって皆さんお待ちかねですの」

　中等部の制服姿の耶宵はドアを大きく開けて、兄の夕也を急せかすように部室へと招き入れた。

　そしてもう一度通路の角を見つめ、兄に見せる清せい楚そな微笑ほほえみとはかけ離れた不敵な笑みを口元に浮かべた。



    

  
    
      
第一章　学園インヴィテイション



　登校時間になって夕ゆう也やとゆすらが教室に赴おもむくと、サラサラヘアーに眼鏡のロリコン優等生、桐きり谷や雅まさ紀きが待ってましたとばかり歩み寄ってきた。

「昨日は武道系の部活を全部休止にするよう生徒会長に掛け合ったそうじゃないか。生徒会に手伝いに行ってる佳か奈なちゃんから聞いたよ」

「あ、うん。色々あってね」

「それで、効果のほどは？　今日は短期失しつ踪そうの話は聞いていないが」

　先日まで、この私立秋あき月つき学がく園えん高等部では、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいという生徒会長・琴こと音ねの親しん衛えい隊たいのような連中が入れ替わり立ち替わり無断外泊をするというおかしな事件が起きていた。そのことで、夕也は雅紀に情報を集めてきてもらったりしていたのだった。

「今日は被害はないはずだよ。実は、犯人にも会ってきたんだ。逃がしちゃったけどね」

「へえ！　凄すごい進展じゃないか！　で、犯人はどんな奴やつだった？」

「……変態さん」

　ゆすらが唐突に口を挟んだ。

「はあ？」

「……変態さんだとみんな言っていた」

　困った顔で、雅紀が夕也に目で説明を求める。

「あー、うん、治ち療りようフェチだった」

「すまない、話が見えないんだが」

「だから、治療が好きで好きでたまらないって女の子だったんだ。普段は保健室で消毒液の匂においとかを嗅かいで我慢してたんだけど、ホラ、例の僕らと武装風紀委員部隊との戦いで怪け我が人にんがいっぱい出たじゃない。それで辛しん抱ぼうできなくなって、何人か拉ら致ちしては夜な夜な治療してたんだって」

「そ……そりゃまた凄い犯人がいたもんだな」

「だね。ええと、目元にほくろがあって、長い髪の毛が肩の辺りからウェーブがかかっていて、琴こと姉ねえ並みのインパクトボディで、胸ははだけるわ、スカートは短いわの露ろ出しゆつ過か多たな格好に白衣を羽織って、高校生とは思えないくらいケバいメイクの色っぽい美人だったんだけど、心当たりない？　だわぁん、みたいな喋しやべり方かたをする子だったんだけど」

　夕也に問われて、雅紀は肩をすくめた。

「さてな。そんな特徴的な女の子なら、もう評判になってると思うんだが。色んな意味で」

「あ、うん、確かに」

「まあ、探せって言うなら当たってみるよ。ま、顔を見てるなら、時間の問題だとは思うが。明確に対立した以上は、素す性じようくらい押さえておくべきだってのには賛さん同どうするよ」

「え？　別に対立してるつもりはないよ」

「はあ？　いや、だって、夕ゆう也やはその犯人を捕まえようとしてるんじゃないのか？」

　夕也は首を横に振って、

「そんな必要ないでしょ。あっちの目的ははっきりしてて、利害は対立しないからね。むしろ夜な夜な保健室で何かやってるんなら、帰宅しない部に入部してもらおうかなって思ってるくらいで。まあ、これ以上はもう部室に入らない感じだけどね。僕らを監かん視しするとか内情を探るとか言って琴こと姉ねえまで泊まり込んでるし」

「はあ!?　ちょ、なんで敵をあっさり引き入れてるんだよ！」

「え、いや、なんか流れでさ……」

　雅まさ紀きは目をしばたたかせて、しばし沈ちん黙もくした。

「うーむ。我が親友ながら、俺おれはたまにお前の度胸というか懐ふところの深さみたいなものに度ど肝ぎもを抜かれるよ……」

「それ、褒ほめてるように見せかけて変なヤツだって言ってない？」

「いやいや、心から賞しよう賛さんしてるんだがな。まあ、勧誘するにしても相手のことを知っておく必要はあるか。ええと……」

　雅紀は教室を見回して、

「あ、御み子こ神がみさん」

　と、一人自分の席に座っていた三つ編みお下げに眼鏡の、地味で大人しそうな女の子に声をかけた。

「え、え？　は、は、はいっ!?」

　ビクッと身体からだを震わせて、御子神さんはオドオドしながら雅紀の方を振り返った。

「なんか変な女子生徒が保健室に出入りしてるみたいなんだけど、何か聞いてない？　保健委員として」

「あ、あの、わかりません……」

　御子神さんはうつむいて黙り込んでしまった。

「それはそうか。その辺の情報があれば、もう耳に入ってるだろうしな。うん、変なことを訊きいてゴメンね、御子神さん」

「いえ……」

「もし何か聞いたら教えてほしい」

　雅紀はそう言って御子神さんとの会話を切り上げて、

「できればゴールデンウィークに入る前にケリをつけたいな。ゴールデンウィークが明けると中間テストが近くなったりしてバタバタするし」

「雅紀が？　テストなんて、いつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくなのに」

「俺おれはな。問題は情報の仕入れ先の女の子たちだよ。話題がテストにばっかり集中して、他のネタが仕入れにくくなる。勉強教えて、とかばっかりになるし」

「あ、なるほど」

「俺としては、試験の後にある体育祭の方がよっぽど憂ゆう鬱うつだよ。何が楽しくて日がな一日グラウンドで走り回るんだ……」

「あー、それは同感。お互い、体育は得意じゃないしね」

　夕ゆう也やはそう言って苦笑した。

　体育祭の準備自体は、ゴールデンウィークが明けた頃から生徒会が始める。一般生徒である夕也たちが忙しくなるのはその少し後だ。そして五月半ばのテスト期間を挟んで、五月末か六月頭くらいが体育祭の本番となる。秋あき月つき学がく園えんの五月は、何かと慌ただしい月でもあるのだ。

「ともかく、体育祭の準備にまでもつれ込んだりすると、いよいよ面倒になる」

「もう何日もないけどね、ゴールデンウィークまで」

　そうだな、と雅まさ紀きがうなずいた瞬間、始業を告げるチャイムが鳴った。



　　　＊



　結局、雅紀のモテモテ情報網をもってしても謎の保健医女について何も掴つかめないまま放課後を迎え、やがて閉門時間になった。

　そして。

「よし、琴こと姉ねえが来る前に保健室に行ってみよう！」

　そう、夕也は堂々と宣言した。

　先日、露ろ出しゆつ過か多たの保健医女に拉ら致ちされかけたゆすらと恋れん子こは露骨にイヤそうな顔をした。

「保健室に何をしにいくんですの？」

　放課後になって早々夕也たちと合流した耶や宵よいが訊きいた。

「もちろん、昨日の彼女を勧誘しにいくんだよ。琴姉が来たら絶対邪魔するだろうからね」

　帰宅しない部が占せん拠きよした部室で一緒にお泊まりしたりしていても、生徒会長の琴こと音ね率いる武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいは夕也たちに『閉門時間までに生徒は帰宅すること』という規則を守らせようとしているのだ。夕也たちの学校での寝泊まりを正当化する『正式な部活動への昇格』の条件であるメンバー集めを見過ごすはずはない。

「うーん、数を揃そろえるために誰彼かまわずっていうのはどうかと思いますよ？」

　渋い顔で恋子が言った。

　ゆすらも「がう」とうなずいた。

「私も、変態さんとはお近づきにならない方がいいと思いますの」

　やれやれ、と夕ゆう也やは苦笑して、

「何もいきなり親友にまで急接近する必要はないでしょ。一致する利害もあるんだから、同盟を結ぶだけでも充分意味はあるし。大丈夫、きっとわかり合えるって」

「怪け我が人にん見てハアハア言ってる人とわかり合いたくないです」

「でも、部員集めも難なん航こうしてるしさ。他に当てもないんだから。恋れん子こだって、ネクロマンサーを中二病って言われてムキになって反論してたじゃない。先入観で人を判断するのはよくないよ？　端から見れば、僕らも充分変わり者なんだから」

「うっ……。確かに、それはそうですけど……」

「ねくろまんさー？　なんの話ですの？」

「あ、そうか。耶や宵よいには話してなかったっけ。実はね……」

「わ――――ッ！　言わなくていいですっ！　言ったらどーせまた信じてもらえない上にバカにされるに決まってますからっ！」

「そう言われると、余計に聞きたくなりますの」

「……恋子は死んだ熊を動かした」

「あっさり言っちゃうし！　ゆすら先輩のバカ――――ッ！」

「恋子ちゃん、うるさいですの。それより、死んだ熊って……あの邪魔なボロボロの剥はく製せいのことですの？」

「がう。あの熊でおっぱいさんたちをやっつけた」

　怪け訝げんな顔で、耶宵は首を傾かしげた。

「意味がわかりませんの」

「そりゃわからないよねえ」

　と夕也は苦笑して、

「恋子は魔法使いなんだよ」

「……何かの比ひ喩ゆですの？」

「いや、言葉通りの意味だよ。そういえば、耶宵は地下の発掘現場も見てないんだっけ。まあ、僕も実際に目にするまではなかなか信じられなかったんだけどね」

　なおも腑ふに落ちないという顔の耶宵に、夕也は優しく微笑ほほえみかけた。

「別に今すぐ納得しなくてもいいと思うよ。僕らと一緒にいれば、そのうち直接見る機会もあるだろうから。さ、それより早く行こう」

　夕也は未いまだ逡しゆん巡じゆんする仲間たちを急せかすように、保健室に向けて歩き始めた。



　ノックをしても返事がない上に、引き戸の磨すりガラス越しに見る限り保健室には明かりさえ点ともっていなかった。

「いないみたいですの」

「そうだね。中で待たせてもらおうか」

「えー。別にそこまでして勧誘しなくてもいいんじゃないですか」

「まあまあ、そう言わずに。せっかく来たんだから」

　言いながら夕ゆう也やは保健室の戸を開けた。そして一歩踏み込んで、手探りで照明のスイッチを探し、明かりを点ともした。

　やはり、保健室内には誰もいない。

　夕也の後から保健室に入って、室内を見回した恋れん子こはハッとしたように、

「保健室といえば、少女マンガとかでは定番のドキドキイベント発生ポイントじゃないですかッ！　ベッドとかあるし！　ま、ま、まさか、それを狙ねらって……!?　言葉巧たくみにベッドの側そばまで誘い込んで、あわよくばあんなことやこんなことまでしてやろうとか考えてるんですか!?　き、汚い！　なんて卑ひ劣れつな……！」

「は……？　ええと、あんなことやこんなことって何……？」

　夕也が訊きいた途と端たん、恋子は顔を真っ赤に染めた。

「そ、そ、それをあたしの口から言わせる気なんですか!?　よもや女の子にエッチな言葉を言わせて楽しむような趣味まであるなんて、変態！　このシスコン変態ッ！」

「ごめん、恋子。言ってる意味がわからないんだけど」

「兄にい様さま、気にする必要はありませんの。客観的に聞いていても意味不明ですの」

「……ベッド」

　ぽつりとつぶやいて、ゆすらはベッドを囲うカーテンをシャッと開けて、ベッドにダイビングした。

「ちょ、ゆすら、遊びにきたんじゃないんだから」

「……ユウの家のベッドの方が柔らかい」

　ゆすらの発言に、休日の夕也の部屋での朝を思い出したのか、恋子と耶や宵よいがピキッと苛いらついたように口元を引きつらせた。

「……寝ね心地ごこちを比べたい」

　ゆすらはベッドの自分のとなりのスペースをポンポンと叩たたいた。

「え、何そのここに来い的な身振り」

「……ユウがとなりにいないと同じ条件にならない」

「うが――――ッ！　はしたないにもほどがありますっ！　あたしたちの面前で何誘ってるんですか、この雌めす犬いぬは――――ッ！」

「そうですの！　そもそも比べる必要はありませんのっ！」

「うん、まあ、さすがにそれはどうかと思うよ、ゆすら」

　夕也は困り顔で後あと退ずさった。が、ゆすらはガバッと上体を起こして、夕也の手を逃がすまいとガシッと握った。

「え、ちょ……」

「……いいからここに寝る」

　そして、ゆすらは夕ゆう也やをグッと引っ張った。

「うわっ」

「ああもう、ゆすら先輩は言ってる側そばからっ！」

「私の兄にい様さまに何をしてるんですのッ!?」

　恋れん子こはさせまいと夕也を掴つかむが、すでに夕也は大きくバランスを崩くずした後だった。そしてゆすらの野生の膂りよ力りよくによって生み出された勢いを打ち消すには、恋子だけではいささかパワーが足りなかった。

「きゃあっ」

　恋子は想定以上の力に引っ張られて体勢を崩して、そのまま夕也とともにベッドの上に雪な崩だれ込こんだ。

「むぎゅう」

　目を回した夕也の下から、

「……重い」

　という声が聞こえてきた。かなり近いところから。

「え」

　慌てて目を開けると、目の前三センチの距離に桜色の可愛かわいらしい唇くちびるがあった。

　自分の下敷きになった、ゆすらの唇が。

「ええっ!?」

　あまりの近さに、夕也の顔が急速に発熱し始めた。

　いつか教室でキスされたときの感触が、脳裏にフラッシュバックする。

「あ、いや、その……」

　まっすぐに見つめるゆすらの視線。

　そして、艶つややかな唇からときおり漏もれる微かすかな吐息。

　――うあ……。

　唇から目が離せなかった。

　と、その瞬間、

「重いですッ！　何人を下敷きにして変な雰ふん囲い気き作ってるんですかっ！」

　ドスッと脇腹にパンチがめりこんだ。

「痛っ！」

　堪たまらず悲鳴を上げて、そして気がついた。

　朝にも見た記憶がある白とピンクのストライプも目の前にあることに。

　雪崩れ込む過程で何がどうなってそうなったのか、恋子は夕也とゆすらに挟まれていた。どういうわけか、頭と脚あしの位置が夕ゆう也やたちとは逆になっていたが。

　つまり、夕也は盛大にスカートがまくれて丸見えになった恋れん子このパンツ越しにゆすらを見ていたのだった。

「ぶっ！　な、ちょ、何がどうなってるの!?」

「それはこっちが聞きたいです！　……って、ま、まさかあたしのパンツ見えてます!?」

「見えてるっていうか、その……目の前に」

「ぎゃ――――ッ！　見ないでくださいです――っ！」

「いや、その、わざとじゃ……って、痛い痛い！　腕をそっちに引っ張らないでー！」

「くっ、そんな姑こ息そくな手で兄にい様さまをたぶらかそうなんて、させませんの！」

　言うなり、耶や宵よいは夕也の上に勢いよく飛び乗った。

　ごきっと音を立てて、恋子に引っ張られていた腕が悲鳴を上げる。

　そして直後、背中に柔らかいふにょっとした感触が降ってきた。

　が、それよりも。

　耶宵に押された形になって、夕也の顔は白とピンクのストライプに押しつけられていた。

「ひっ――」

　ビクッと身を震わせて、恋子が声を上げた。

　その反応が、温かく柔らかい感触と一緒になって密着した夕也の顔に伝わってくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　否いや応おうなく鼻び孔こうに流れ込んでくるミルクのような香りは、恋れん子この匂においなのだろうか、それともパンツに残った洗剤か何かの香りなのだろうか。

「な、ちょ……、まさか、顔!?　何やってんですかバカ――――ッ！」

「ふもふもっ」

　ごめん、と言おうとするが、口がパンツに密着した状態では言葉など出るはずもなく。

「あ、やんっ、もう、もごもごしないでくださいです――――ッ！」

　恋子は足をバタバタさせて、なんとか現状を打破しようとしたのか、夕ゆう也やの頭をがっちりと挟み込んだ。引き締まった、それでいて柔らかい太ふと股ももが夕也の顔を左右から圧迫する。

「ふも――――ッ！」

　もはや収拾がつかなくなり始めた頃になって、少し離れたところからコホンと咳せき払ばらいが聞こえてきた。

「別に保健室を使うのは構わないけど、エッチな目的でっていうのはやめてほしいわぁん」

　待ち人の登場に、夕也が慌ててそちらを見ようと身体からだを動かすと、また各所で「痛い」という声や甘い声が上がる。

「――っ」

　声さえ出ない状況では弁明もできず、そしてもがくこと数分。

　どうにかこうにか絡まった身体を解ほどいて、夕也はようやく人ひと心地ごこちついた。

「で、わざわざこんなところまで見せつけにきたのかしらぁん？」

　白衣の保健医女は待ちくたびれた様子で言った。

　白衣の下には琴こと音ねに匹敵するサイズの胸が形作る谷間を黒の下着ごと惜しげもなく晒さらし、さらにミニスカートから太股さえもあらわにしている。足下は当然のようにハイヒール。

　胸のみならず、鮮やかに赤いルージュと目元のほくろがとても大人っぽい。

「ええと、とにかく、攻撃したりしないでくれてありがとう」

「あらぁん、仲間に誘うくらいなんだから、敵対の意志はないんでしょ？　やり合う気なら、わざわざこっちのテリトリーに来て乳繰り合ったりしないだろうし」

「ち、違いますっ！　あれは不幸な事故であって、決してそういうのじゃねーです！」

「あら、そうなのぉん？　別にどっちでもいいけど」

「だから、よくないです――――ッ！」

「それより、なんの用なのかしら？　治ち療りようを受けにきたのなら大歓迎よ？」

「軽く流されました!?」

「……恋子、うるさい。話が進まない」

「ぐっ……。事実とはいえ、ゆすら先輩に話の進行に関して突っ込まれるのは納得がいかねーです……」

　肩を落とす恋子を見て、夕也はやれやれと苦笑した。

「ええとね、勧誘にきたんだよ。昨日も言ったけど、別にいきなりべったり馴なれ合あえとかってつもりはないからさ。何かあったときには協力するし、タダ飯食べにくるだけでもいいし。だから、名前だけでも貸してもらえないかな。部の設立には五人のメンバーが必要で、この耶や宵よいはまだ中等部だし、実質僕らは三人しかいないんだ」

「いやよ」

　即答だった。

「えっと、せめて考えるとかしてほしかったなあ、なんて思うんだけど」

「考える余地なんかないわよぉん」

「そう言わずに。あ、昨日の体育のときの傷でよければ、看みてくれてかまわないから」

　そう言って、夕ゆう也やは袖そでをまくり上げて包帯の巻かれた肘ひじをあらわにした。

　途と端たんに、保健医女は目を輝かせた。

「じゃあ、そこに座ってちょうだいね。うふふ、まずは消毒から……」

　恍こう惚こつとした顔でいそいそと準備を始めた保健医女を、恋れん子こと耶宵は気味悪そうな目で見つめていた。

「本気で治ち療りよう受けるんですか……？」

「やめた方がいいと思いますの」

　不安そうな顔で、恋子と耶宵が言った。無言ではあるものの、ゆすらも同様に心配そうな目で夕也を見つめている。

「信用してもらいたいなら、信用しなきゃ。まあ、ちょっとテンションがアレになるだけで治療そのものはちゃんとしてるっぽいから、大丈夫でしょ。……たぶん」

　言いながら、夕也は指示通り椅い子すに座った。

「さあ、いよいよ……！　うふ、うふふふふふふふふふふ」

　まるでプレゼントのリボンを解ほどくような表情と手つきで、保健医女は夕也の肘に巻かれた包帯を解き始めた。

　そして包帯の下、患部に貼はられたガーゼを息を荒くしながら剥はがしにかかる。

　少し身をかがめただけで目に入ってくる豊かすぎる胸の谷間にドキドキしつつも、夕也は少し驚いていた。

　治療にハアハアしたりするアレな部分ばかりが目立ちがちだが、その手の動きは迷いもよどみもなく、惚ほれ惚ぼれするほどの手際だったのだ。

　――好きこそものの上手なれとは言うけど……これって、実はかなり凄すごいスキルなんじゃないかなあ。

　夕也が感心している間に保健医女は消毒を終え、切なげにため息をついた。

「ああん、もうこんなに治って……。かさぶたはかさぶたで萌もえるけど……残念だわぁ」

「治って残念って……。まあ、擦すりむいた程度の傷だしね」

「この際だから、完全に治るまでここで徹底的に治ち療りようを受けていくのはどうかしら？　もちろんここに、泊・ま・り・で」

「えーと」

　しかし、困った夕ゆう也やより早く、

「……ダメ」

「ダメに決まってます！」

「そんなのダメですの！」

　異い口く同どう音おんに答えが返ってきた。

「だそうです」

「たいした色男ぶりねぇ。じゃあ、名残惜しいけど」

　保健医女はささっと夕也の肘ひじにガーゼを貼はり付け、卓たく抜ばつした早業で包帯を巻いた。

「あのー、もうかさぶたになってるんなら包帯とかいらないんじゃ……？　っていうか、最初から包帯とか大おお袈げ裟さだったわけで」

「そうね。別に邪魔なら後で取っちゃってもいいわよぉん？」

「は？　じゃあなんで巻くんです？」

「も・ち・ろ・ん、あたしが巻きたいからよ！　だって、この程度の傷じゃあほとんどやることがないんだもの！　物足りないでしょう？」

「そうですか……」

　呆あきれかけた夕也だったが、気を取り直して、

「で、入部の件なんですけど」

「いやだって何度も言ってるでしょ？」

「そこはギブ・アンド・テイクってことでなんとか」

「あらぁん、あたしは交換条件を提示された覚えも、それを呑のんだ覚えもないわよ？」

「そりゃ確かに言わなかったけど」

「じゃあこの話はもう終わりね」

「えー。なんでそんなにいやがるの？」

「馴なれ合あう気はないのよん」

「だから、別にベタベタ馴れ合わなくたっていいって言ってるのに。同盟か何かだと思ってもらえれば」

「しつこいわよ。さあ、治療は終わり。用件がそれだけならお帰りは、あ・ち・ら・よ」

　そう急せき立たてられて、夕也たちは保健室を追い出されたのだった。
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　夕ゆう也やたちを見送って、保健室に一人残った白衣の女は小さくため息をついた。

　――名前を貸せ、ですって？　できるはずないじゃない。

　名前を貸すということは、自分の名前を彼らに告げるということだ。

　この、治ち療りよう行為に興奮するという奇異な人間が誰であるかを。

　これまで必死にそれが露ろ呈ていしないように隠かくし通してきたというのに。

　それを、自分から放棄しろというのか。

　クラスのみんなから、冷たい目で見られろというのか。

「冗談じゃないわぁん」

　とぼけた口調とは裏腹に不機嫌そうに口元を歪ゆがめて、保健医女は治療に使った道具を片付け始める。

「……」

　ふと、自分の豊かな胸を、それを包む大人っぽい黒の下着を見下ろして、保健医女は動きを止めた。

「万が一、ということもあるかしら……？」

　正体は隠し通さなければならない。

　しかし、この色っぽい下着は、高校生が着けるには特徴的すぎる。何かの拍子にこの下着を見られてしまったら、バレるまではいかなくても疑われることにはなるかもしれない。

「……下着、買いに行った方がよさそうねぇ。もう少し、地味な高校生っぽいヤツを」



　　　＊



　翌日の放課後。

　耶や宵よいはすぐには帰宅しない部に合流せず、一度家に帰った。

　――きっと兄にい様さまは、またあの白衣の女を勧誘しにいきますの。

　帰宅しない部の成立のためのメンバー集めは、どうやら難なん航こうしているらしい。最低五人必要なところ、夕也、ゆすら、恋れん子この三人から増えていないのだ。

　あの女は、ようやく見つけた『自分たち以外の学校夜間生活者』なのだという。

　――ふふふ、させませんの。兄様に帰ってきてもらうためには、帰宅しない部なんてものを成立させるわけにはいきませんの。部の成立を邪魔して、さらに人間関係もメチャクチャにしてケンカ別れさせてやりますの。

　しかし、一昨日は兄に二者択一を迫せまって、挙げ句に向こうを選ばれるという大失態をやってしまった。

　――もっと、慎しん重ちようになる必要がありますの。兄様に嫌われるなんて我慢がならないし、何よりそんなことになっては本末転倒ですの。

　じっくりと、真ま綿わたで首を絞しめるように。

　気づかれることなく、じわじわと獲物をいたぶるように。

　――協力的な態度を装って、常に間接的に、幾人もの人を経由して干渉してやりますの。私にならそれができる……！

　お願いすれば、たいていの頼みは聞いてもらえる愛らしさを持っている自分になら。

　――とりあえず、具体的にどうするかはおいおい考えますの。今は、あの女の引き込み妨害を……。いずれにしても、あの白衣の女の勧誘には恋れん子こちゃんも雌めす犬いぬさんも乗り気じゃなさそうですし、何か別のことを、楽しいことをやろうと提案すればそっちのけで乗ってくる可能性はきっとありますの……！

　しばし思案して、耶や宵よいは学校へ持っていく荷物をまとめ始めた。
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　閉門後。

　耶宵は秋あき月つき学がく園えんに戻るなり、帰宅しない部が占せん拠きよしている部室へと向かった。

　ドアを開けてみるが、中には誰もいない。

　と、そこへ。

「あらあら、耶宵ちゃんじゃない。夕ゆうくんたちはいないの？」

　後ろから琴こと音ねが歩み寄ってきた。

「はい、いないみたいですの。琴こと姉ねえ様も今来たんですの？」

「ええ。体育祭の準備とか、色々仕事があるのよ。本格的に準備を始めるのはもう少し先だけど、少しずつ手を付けておいた方が後々楽になるでしょう？」

　琴音はその豊かな胸をすくい上げるように腕を組んで、

「それにしても、夕くんたちはどこへ行ったのかしら。昨日もしばらく待たないと戻ってこなかったし、どこに行っていたかも教えてくれないし」

　昨日は保健室から追い出された後、耶宵は夕ゆう也やから「このことは琴姉にはナイショにしてね」と念を押されていた。

　一時的に押しかけてきてはいるが、本来琴音は帰宅しない部に規則を守らせようとしている生徒会のトップなのだ。当然、仲間集めを妨害されると考えて言ったのだろう。

　――部の成立を阻はばみたい、という点では、琴姉様と私の利害は一致しているはずですの。でも、この前は恋子ちゃんや雌犬さんと一緒に家に来たりしましたし……一回負けたくらいで手を緩めて、何を目もく論ろんでいますの？　やっぱり兄にい様さまを狙ねらって……？　ここはあえて情報をリークした方が色々見極められそうですの。

「保健室だと思いますの」

「え？」

「昨日は、例の保健医女を勧誘しに保健室に行きましたの。でも、断られたから今日も行ってるんだと思いますの」

「本当に？　もう、夕ゆうくんったらなりふり構わないのね。本気であんな変な人を仲間に引き入れるつもりなの……？　あ、でも、耶や宵よいちゃんはそれをわたくしに言っちゃってよかったのかしら？　口止めされていたんじゃないの？」

「あ、口が滑すべりましたの」

　耶宵は可愛かわいい舌をぺろりと出した。

「……。あらあら、わざとらしいわね」

　琴こと音ねがにっこりと微笑ほほえんだ。

　耶宵も、同様に清せい楚そな微笑みを返す。

「とにかく、私は保健室に行ってみるので、琴こと姉ねえ様はここで待っていてほしいですの」

「あら、そんなことを言って、わたくしを除のけ者ものにする気？」

「そんな性悪じゃありませんの。行き違いになっても面倒ですし。兄にい様さまたちに会えたら電話しますから」

「うふふ、まあ、そんな短絡的な意地悪をしてもメリットは薄いものね。わかったわ、行き違いになってこっちに戻ってきたらわたくしから電話するわ」

「わかってもらえて何よりですの。では、行ってきますの」

　耶宵は家から持ってきた大きなバッグを抱えたまま部室棟を後にした。

　そのまま、急ぎ足で保健室へと向かう。

　昨日とは違って、保健室の窓からは明かりが漏もれていた。

　耶宵が保健室の引き戸を開けると、中にいたのは保健医女ではなく夕ゆう也やとゆすらと恋れん子この三人だった。

「なんだ、耶宵か」

「兄様、なんだは酷ひどいですの」

「あ、ごめん。ほら、例の保健医的な人を待ってたからさ」

「まだ来てませんの？」

「……がう」

「そうなんですよ。待ちぼうけなんです」

　耶宵は小首を捻ひねりながら腕時計に目をやった。荷物をまとめるのに手間取ったせいか、琴音と化かし合いをする羽目になったせいか、昨日保健医女が姿を現した時間はとっくに過ぎていた。

「もしかしたら、来ないかもしれませんの」

「え？」

「がう？」

「なんでです？」

　三人が揃そろって首を傾かしげた。

「だって、あんなにキッパリ兄にい様さまの誘いを断っていたでしょう？　自分が来るより先に保健室に明かりが点ついていたら、当然今日もまたゴチャゴチャしつこく誘われると思いますの。私ならその時点で回れ右して保健室には近づきませんの」

「……一理ある」

「確かにね。うーん、なんでそこまでいやがるんだろう？」

「まあ、人それぞれ事情もありますしねー」

「ねえ、兄様。焦る気持ちはわかりますけど、時間をおくことも必要だと思いますの」

「そういうもんかなあ」

「一回戻ってから出直すのも手かもしれませんよ。もしあたしたちがいるから寄りつかないっていう耶や宵よいちゃんの推測が当たってたら、何時間いたって無駄ですし」

「なるほど。確かにそうかもね」

「琴こと姉ねえ様も部室で待ってますの。それと、兄様。どうせ夜通し学校にいるなら、やってみたいことがありますの」

　耶宵は手にしていた荷物を一度見やって、にっこりと微笑ほほえんだ。
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　琴こと音ねも合流後、夕ゆう也やたちが耶宵に連れていかれたのは視聴覚室だった。言うまでもなく、映像や音声を使った学習に使用される特別教室である。

　中高一貫の私立秋あき月つき学がく園えんは、ぶっちゃけて言ってしまえば金持ち学校である。プールは開閉型ドーム付きの全天候型だし、グラウンドも高等部用だけでも野球用、サッカー用、テニスコートが三〇面、トラック競技用が二つに多目的用が二つある。

　そんな学校の視聴覚室だから、その設備たるやちょっとした映画館並みだった。

　壁一面のスクリーンは背丈より遥はるかに高く、プロジェクタも超高画質を約束する折り紙付きの最新型だ。

「で、耶宵ちゃんはここで何をしたいんです？」

　恋れん子この問いに、耶宵は大きな鞄かばんを高々と掲げた。

「これですの！」

「いや、中身出さないとわかんないでしょ。なんとなく見当はついたけど」

　苦笑しつつ、夕也が言った。

「……何をしようとしてる？」

　ゆすらが夕ゆう也やの袖そでを引っ張って訊きいた。

「ゲームだと思うよ。視聴覚室に来たってことは映像か音響を使いたいってことだろうし、映画を観みるとかならあんなに荷物はいらないだろうし、何より耶や宵よいはゲームが好きだし」

「……？」

　ゆすらはなおも首を傾かしげて、わからないという顔をしていた。

「あらあら、じゃああの中身って全部ゲーム機なの？」

「たぶん。あとソフトかな」

「さすが兄にい様さまですの」

　耶宵はいそいそと鞄かばんを開けて、中からゲーム機の本体やらアダプタやらコード類を取り出した。そしてそれを手際よくプロジェクタに接続し、室内の照明を暗めに設定して、

「じゃじゃーん！　ですの」

　と言いながら電源を入れた。

　大きなスクリーンに、デカデカとメーカーロゴが浮かび上がる。

「うわ、デカッ！　さすがにこのサイズだと大迫力です！」

「……感心しないわ。学校でゲームなんて」

　琴こと音ねが眉まゆ根ねを寄せてつぶやいた。

「っていうか、だったら生徒会長は一緒にいなきゃいいじゃないですか」

「あらあら、木き滝たきさん、冷たいのね。悲しいわ」

「いや、だって、元々敵ですから」

「そうね。でも、だからっておめおめと引き下がれないわよ？　貴女あなたたちが無む茶ちやをしないように見張る必要もあるし、敵情視察の意味もあるし」

「一緒に遊んでほしいなら素直にそう言えばいいじゃないですか」

「一番素直じゃない木滝さんらしからぬ発言ね？　なんなら、わたくしから伝えてあげましょうか？」

　ちらりと夕也の方を見やって、琴音はイタズラっぽく言った。

「な、な、な……ッ！」

　途と端たんに恋れん子この顔は真っ赤に染まり、怒りとも焦りともつかないあわあわ感を発し始めた。

「何言ってやがるんですか――――ッ！」

「うふふ、わかりやすいわねえ」

「まあまあ、恋子ちゃん、落ち着いてですの。琴こと姉ねえ様も固いことは言いっこなしですの。この迫力は家庭じゃ味わえませんし」

　耶宵は今度は鞄から一本のソフトを取り出した。

「これが私のオススメですの！」

　スクリーンからの照り返しの光に見えるそのタイトルは――、

「ええと……『お姉ねえチャンバラ』？　どんなゲームなんですか、それ」

　恋れん子こがタイトルを読み上げて、苦笑混じりに言った。

「日本刀を持った水着の女の子が、迫せまりくるゾンビをこれでもかと斬きり倒していくアクションゲームですの」

　それを聞くなり恋子は白い目を夕ゆう也やに向けた。

「それ、水着の意味ないですし。っていうか、別に水着が好きでもいいですけど、なんで耶や宵よいちゃんにやらせるんですか、変態！　このシスコン！」

「違う！　それ、僕が買ったゲームじゃないから！　耶宵が買ってきたヤツだから！」

「え、マジですか？」

「マジですの。店頭で流されてたデモ画面見て、一ひと目め惚ぼれしましたの」

　耶宵は『お姉チャンバラ』をゲーム機にセットした。

「一目惚れって……明らかに出オチの色物ゲーじゃないですか」

「あら、色物ゲーに惚れて何がいけませんの？　それに、お色気だけのバカゲーと侮あなどるなかれ、ですの」

　スクリーンにゲームのタイトルが映し出され、おどろおどろしい音楽が無駄に良質の音響で流れ始めた。

「まあ見てくださいですの」

　コントローラーを手に、耶宵はゲームをスタートさせた。

　大迫力のスクリーンに現れる水着少女ウィズ日本刀。

　そして迫りくるゾンビたち。

　ゆすらはあんぐりと口を開けて、興味津々のまなざしをスクリーンに向けている。

　琴こと音ねも不満そうな顔をしながらも、規格外の大画面で繰り広げられるゲームの迫力に少なからず惹ひかれているようだった。

　そして、おそらく大画面や音響にまったく関係ないところで――主にゾンビの怖さに、恋子の顔からは血の気が引き始めていた。

　スクリーンの水着少女は胸を揺らしたりお尻をくねらせたりしながら華麗に駆かけて、ためらいもなしにゾンビに日本刀を振り下ろした。

　血しぶきが飛び、ゾンビの首がごろんと落ちた。

「ひぃ、首が――」

　恋子の顔がさらに青ざめる。

　首を落とされたゾンビも、一度怯ひるんだものの、また動き出して水着少女に向かってくる。

「ふふふふふ、このゲーム、無駄にリアルなんですの。特にゾンビは、一回斬ったら頭が落ちて、次は腕が落ちて、胴が落ちて、最後は下半身だけで向かってくるっていう」

「あらあら、悪趣味ねえ」

「そんなことありませんの！　ほら！」

　水着少女は華麗にゾンビの攻撃をかいくぐり、ズバズバとゾンビに攻撃をヒットさせた。起き上がって向かってくるゾンビたちは、残らず上半身を失っていた。

　向かってくる、脚あし、脚、脚……。

　噛かみつくことも掴つかむことも殴ることもできなくなってなお、蹴けりを入れようと襲おそいかかってくるゾンビたちは健けな気げにさえ見えた。

「あはははははははは！　ほら、こんなにシュールですの！」

「もうやめてー。怖いのはイヤー。それに、ゾンビをあんまりいじめないでー」

　もはや顔を手で覆ってスクリーンを見ないようにしながら、力弱く恋れん子こがうめいた。

「ゾンビゲー見てゾンビの味方する人って、僕の人生では恋子が初めてだよ……」

「だって、ゲームの中とはいえ、きっとネクロマンサーさんが一生懸命作ったゾンビなんですよ？」

「その目線の感情移入はおかしいって。あと、大半のゾンビパニックものは化学兵器とか理由も明確にされない自然発生だから」

「えー。ネクロマンサーをディスるとか意味わかんねーです……」

「それにしても」

　琴こと音ねが腕を組んで首を傾かしげた。

「タイトルもパッケージも、水着の女の子で買わせようとしているゲームよねえ。それ目当てで買った人は、リアルな血しぶきや四し肢しを斬きり落とされても向かってくるゾンビを喜んでいるのかしら？」

「両方好きな人はいるんじゃない？　ゾンビゲーにはビッグタイトルもいくつかあるし。実際、結構人気高いらしいよ、このゲーム」

「あらあら、そうなの？　うーん、理解に苦しむわ」

「そう言わずに、琴こと姉ねえ様もやってみたらいかがですの？」

　耶や宵よいはコントローラーを差し出した。

「わたくしはいいわ。一応、生徒会長としては、学校でゲームをやることをたしなめるべき立場だもの」

「相変わらずお堅いですの。では、恋子ちゃんは？」

「結構です！　怖いのと可哀かわい相そうなのとでスクリーンを直視できません！」

「えー。こんなの、ホラーゲームの金きん字じ塔とう『バイオハザード』や『サイレントヒル』に比べたら全然怖くありませんのに」

「まあ、そういうガチのホラーゲーは怖がらせようとして作ってるだろうしねえ」

「めす……こほん、ええと、部長さんはいかがです？」

「……がう？」

　ゆすらは問われて、夕ゆう也やを見上げた。

「やってみる？」

「……やったことない」

「うん、それは想像できた。別に上手でなくてもいいし、やり方ならちゃんと教えるよ？」

　ゆすらはおそるおそるコントローラーを受け取った。

「ええと、このスティックで移動で、このボタンで攻撃……あ、持ち方はそうじゃなくて」

　夕也は二に人にん羽織の要領で背後からゆすらの両手に自分の手を添えて、コントローラーの持ち方を矯正した。

　当然密着することになり、見ようによっては背中から抱きしめているようにも見える。

「「「あっ」」」

　恋れん子こと琴こと音ねと耶や宵よいの声が綺き麗れいにハモった。

「え、何？」

　きょとんとした顔で、夕也が訊きく。

「何じゃねーです！　く、く、くっつきすぎですッ！」

「夕ゆうくん、ナチュラルにボディタッチなんて感心しないし悲しいわ」

「そうですの！　セクハラで訴えられたら確実に負ける状況ですの！」

「あ、そっか。ごめん」



    

  
    
      



    

  
    
      　夕ゆう也やはゆすらから離れようとしたが、ゆすらはその手をガッと掴つかみ、若干頬ほおを染めた顔で背後の夕也を見上げて、

「……別にいい。それより、教えて」

「あ、うん」

　ゆすら以外の女の子たちが無言で悔しがる中、操作のレクチャーは再開されたが、スクリーンでは主人公である水着の女の子はただ立ち尽くしてゾンビたちに噛かみつかれまくっていて、今まさに息絶えようとしていた。
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　視聴覚室の外、ドアに張り付くようにして聞き耳を立てていた、長い髪を頭の右側でサイドアップテールにした女の子――志し々し谷や右う京きようは、呆あきれ気ぎ味みにため息をついた。

　――学校でゲームって、会長まで一緒になって何をやってるんだか……。

　こっそり探っても、こんな様子やら昨日の朝の部室でのバカ騒さわぎやらばかりを見せられていると、この連中はただのお気楽集団なのではないかと思えてくる。

　――こんなのに負けたのかと思うと、つくづく自分が情けないなあ。

　とはいえ、油断はできない。

　中学生の小娘に気配を察知されたかもしれないのだ。

　――いや、まさかね。このボクが、あんな中学生にさ……。

　同じ武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに身を置きながら、右京は双子の姉の左さ京きようほど剣の腕が立つわけではなかった。が、その分、身を隠かくしたり尾行したり、情報を集める技術にはそれなりの自信を持っていた。

　なのに昨日の朝、あの中学生は隠れていた右京に気づいたような素振りを見せた。

　――まったく油断ならないな。いったいなんなの、帰宅しない部の連中って……。

　いや、それよりも、問題なのは。

　――だいたい、会長もさあ！　情報聞き出すだけならちょっと近づくだけでいいはずなのに、一緒にお泊まりして、あまつさえあんなにベタベタして、一緒になって学校の施設を好き勝手に使って！

　右京の疑念は嫉しつ妬とや憎悪とないまぜになって、暗く燃え上がりながら不信感へと姿を変え始めた。

　やはり、琴こと音ねには「帰宅しない部打倒」以外の別の意図がある、と。

　――どうする？　真意を問うにしても、真っ正面から訊きいたって煙けむに巻まかれるのがオチだろうし……もう少し様子を見て、交渉材料を揃そろえるべきかな……。

　思案しつつ、右京は気づかれないうちにと警戒しながら部室棟を後にした。



    

  
    
      
第二章　学園ゴールデンウィーク



　それから何日か経たって、保健医女の正体もわからないまま、そして勧誘のための説得も進展しないままゴールデンウィークに突入した。

　そしてその初日の午前中、運動部の喧けん噪そうや吹奏楽部の奏でる音楽が響く学校を出て、夕ゆう也やたち帰宅しない部は耶や宵よいと琴こと音ねも一緒に、いつぞやのショッピングモールへと出かけた。

　いつか話していた、ゆすらの下着や服を買うため……という名目で。

「……鯛たい焼やきのところだ」

　フードコートに入るなり、制服にオオカミさんリュックといういつもの格好のゆすらが言った。

「そういう覚え方なの……？」

　苦笑した夕也はといえば、ジーンズにパーカーというラフな出いで立たちである。

「らしいですけどねー。あ、今日も鯛焼き食べていきます？」

　イタズラっぽく笑って夕也の顔を覗のぞき込こんだ恋れん子こは、白いシンプルなトップスに、淡いピンクのくしゅっとしたシフォンスカート。そこにピンクの小さなリボンがあしらわれた白いオーバーニーソックスを合わせて絶対領域の演出も完璧だった。

「また奢おごらせるつもりなの？」

「そんな厚かましいこと言いませんけど、いつでも大歓迎です」

「あらあら。それ、言っているのと一緒だわ」

　ころころと口元を隠かくして笑った琴音は、複雑で優美な刺し繍しゆうがあしらわれた白いブラウスに、これまたシックな黒のフレアスカートという服装だった。琴音の抜群のプロポーションと相まって、実に大人っぽくて落ち着いた雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

「そうですの。それに、兄にい様さまには奢ってもらうより、作ってもらった方が断然お得ですの」

　琴音の言葉に乗っかった耶宵は、腰まである丈の長いカットソーを着ていた。下はデニム地のホットパンツなのだが、そのほとんどがカットソーに隠れてしまうので、ふと見ると何もはいていないように錯覚してしまいそうになる。

　ちょっと近くのショッピングモールに買い物に来るにはゆすらを除く全員が気合いが入りすぎなのだが、肝心の夕也は「さすが女の子は着るものに気を遣うんだなあ、華やかだなあ」くらいにしか思っていないというお約束の悲劇に見舞われているのだった。

「うふふ、まあ、鯛焼きを食べるにしても、後にした方がいいと思うわ。ねえ夕ゆうくん、楽しくなって目的を忘れる前に、やるべきことをやってしまいましょう？」

「うん、まあ、それは確かにそうだね」

「……目的は何？」

　ゆすらが夕ゆう也やの袖そでを引っ張って訊きいた。

「ええと、……」

　夕也が言いい淀よどんでいる間に、耶や宵よいがひょこっと割り込んできた。

「部長さんの下着を買う、という話だったはずですの」

「耶宵ちゃん、下着だけじゃなくて私服を見み繕つくろうっていう話だったはずです」

「でも、下着が急務ですの」

「そうねえ。やっぱり、年頃の女の子がブラの一枚も持ってないなんて問題だわ」

「……ユウ。それの何が問題？」

「いやあ、まあ、問題なんだろうねえ、色々と。たぶん……。あはは」

　抱きつかれたときに当たる胸の感触が問題、とはなかなか言い出せない。

「じゃあ、さっそく下着売り場に行きましょう？」

「ですね」

　そう言って歩き出そうとした琴こと音ねと恋れん子こに、夕也は、

「えーと、あのさ……、さすがに婦人用下着売り場はアレなんで、僕は他で待ってようと思うんだけど、ダメかな……？」

「あら、一人で女性用下着を買いに行ったことがある兄にい様さまとは思えないお言葉ですの」

　耶宵がしれっと言った。

「がう？」

　すぐに首を傾かしげたゆすらと違って、その言葉に恋子と琴音が反応するまで二秒ほどの時間がかかった。

「え。まさか本物の変態なんですか……ッ!?」

「……夕ゆうくん。使用済みを盗むよりはマシだけど、そこまで思い詰めていたなら相談してくれればよかったのに。わたくし、とっても悲しいわ」

　恋子と琴音が冷ややかな目を夕也に向けた。

「いや、ちょ、違うってば！　耶宵がどうしても手が離せないって言うから、代わりに買いに行ったんじゃないか！」

「あ、なーんだ。そういうことですか」

「あらあら、そうよねえ。夕くんに限って、いくらなんでもそこまではしないわよねえ。もちろんわたくしは信じていたわ」

　夕也はホッと胸を撫なで下おろした。

「あらら、二人ともずいぶん物わかりがよくって面白くありませんの」

「だって、夕くんのキャラからすると、ちょっと想像しにくいもの」

「ですよねー。むしろ妹の無む茶ちや振りだったって考えた方が、シスコンの行動としては納得がいきますし」

「わかってもらえた理由がシスコンとかってのも複雑なんですけど……」

「……そんなことより、ユウも一緒に行こう」

「え、でも」

「……群れの仲間はいつも一緒。だから私はユウと一緒がいい」

「そう言ってくれるのは嬉うれしいんだけどね……」

「選択の余地はないですよ。こんなところでゆすら先輩に遠とお吠ぼえされても迷惑ですし」

「ああ、それは確かに」

「うふふ、じゃあ夕ゆうくん、行きましょうか」

　半ば強制連行的に、夕ゆう也やは女の子たちに下着売り場へと引っ張って行かれたのだった。



　色とりどりの布が並んでいるだけなのに、理想郷のような幸福感と目を背けたくなる背徳感を感じるのはなぜだろう。

　女性ばかりの客や店員の視線に耐えながら、夕也はそんなことを考えていた。

「ええと、今まで着けたことないのよね？　じゃあ、正確なサイズを測ってもらった方がいいかしら」

「その方がいいと思いますの」

「じゃああたし、店員さんを呼んできます」

　恋れん子こが小走りに売り場の奥へと消えていった。

「そんなにちゃんと測ったりしなきゃいけないものなの？　サイズとかあんなに細分化されてるのに？」

「当たり前ですの。兄にい様さま、女の子の身体からだはデリケートですのよ？」

「ええ、そうね。夕くんが言ってる細分化って、ＡとかＢとかのカップのことでしょうけど、その中でも色々あるの。たとえば、Ｄの七〇はＣの七五と同じで、しかもＥの六五とも同じなのよ？　まあ、まったく同じというわけではないけれど」

「え？　え？　ご、ごめん、琴こと姉ねえ、言ってる意味がわからないんだけど……」

「あら。じゃあ今度、ゆっくり教えてあげましょうか？」

「琴姉様、なんだかいやらしいですの。そんなこと、私が教えてあげますのに」

「いや、その……」

　照れ臭くなって夕也は顔を背けた。

　と、視線を逃がした先に、見知った顔を見つけた。

　三つ編みに眼鏡の、同じクラスの目立たない保健委員、御み子こ神がみさんを。

「あ」

　そう声を出した瞬間に、御子神さんと目が合った。目が合った途と端たん、御子神さんは恥ずかしそうに顔を赤くしてうつむいてしまった。

「お知り合いですの？」

「……同じクラスの人」

「うん、そうだね。同じクラスの御み子こ神がみ更さら紗ささん」

「あらあら、そうだったの。奇遇ね」

「せ、せ、生徒会長まで……!?」

　かなり緊張気味に身体からだを強こわばらせて、御子神さんは数歩後あと退ずさった。

　水玉模様の、可愛かわいらしい柄とは対照的に大きなブラジャーを手にしたまま。

「あらまあ、その棚はＧカップのコーナーじゃない。貴女あなた、そんなに……」

　琴こと音ねは御子神さんの顔から胸元に視線を下げて、驚いたように息を呑のんだ。

「あ、あるわね……。意外だわ、ウチの学校にわたくし以外にＧの子がいるなんて」

「あら、琴こと姉ねえ様ってＧですの？　てっきりＦだと思っていましたの」

「うふふ、わたくしのＦは限りなくＧに近いＦなの。さっき夕ゆうくんにも言ったけれど、Ｆの七五はＧの七〇と同義なのよ」

「琴姉様、それは負け惜しみですの」

「……負け犬の遠とお吠ぼえ」

「誰が負けたっていうの？　耶や宵よいちゃんも桜さくら江えさんも、少しお黙りなさい？」

「琴姉、目が怖いよ」

　琴音は微笑ほほえみを崩くずさずに顔を夕ゆう也やに向けた。

「夕くん、今何か言ったかしら？」

「……。いえ、なんでもないです」

「あら、言いたいことがあるなら言えばいいのに。それにしても、ずいぶんと可愛い下着を見ているのね。貴女はそういう下着が好きなのかしら？」

「い、いえ……その、ちょっと見てただけで……」

　獅し子しに睨にらまれたウサギのように震え上がって、御子神さんはおぼつかない手つきで下着をわたわたと棚に戻した。

「あ、あの、失礼しました……！」

　そして、逃げるように走って行ってしまった。

「うふふ、何も逃げなくてもいいのに」

「無理もありませんの。天てん下か無む双そうの生徒会長である琴姉様があんなに対抗意識を剥むき出だしにしたら、普通は逃げ出したくもなりますの」

「だよねえ……」

「がう」

　御子神さんが走り去った方を夕也たちが眺めているところへ、

「ゆすら先輩、店員さんを連れてきましたよー」

　と、ＦだのＧだのというアルファベットには縁のない恋れん子こが戻ってきたのだった。



　　　＊



　ゆすらには本人の希望で動きやすさを重視したスポーツタイプの下着を何着か買って、他何名かも気に入った下着を買ったりして、夕ゆう也やたちは下着売り場を後にした。

　そしてやってきたのは、いくつものブティックが軒を連ねているフロア。

「さあ、次は服ですの」

「ゆすら先輩は小ちっちゃいですから、可愛かわいい服が似合うと思います！」

「あらあら、黒髪の無口系だもの、マニッシュな感じもいけると思うわ」

「マニッシュって何……？」

「兄にい様さま、マニッシュっていうのは、『男性的な』っていう意味ですの。たとえばスーツをビシッと着るとか。逆にそれで女性的な魅力を強調する効果もありますの」

「へえ……。ボーイッシュとは違うの？」

「ええと、ちょっとニュアンスが違いますの。ボーイッシュはボーイですから男の子っぽい感じで、マニッシュはマンで男性ですから、もうちょっと大人っぽい感じですの」

「うーん、なるほど、奥が深い……」

「私は、部長さんは黒髪が綺き麗れいなので、思い切って和装なんか似合うと思いますの」

　女の子たちが持論を展開する中、当のゆすらはというと、さっさと一人でお店に入って、迷めい彩さい柄がらのワークパンツを物色していた。

　夕也は熱く議論を続ける女性陣からそっと離れて、ゆすらに歩み寄り、

「みんなああ言ってるけど、いいの？　勝手に選んじゃって」

「……このズボンは気に入った。茂みに隠かくれやすくて狩りのときに役立つ。ポケットが多いのも丈夫なのもいい」

「あー、やっぱり狩り基準ですか」

「……それ以外に何が重要？」

「色々あるでしょ。可愛さとか格好良さとか」

「……可愛さで獲物は仕留められない」

「そりゃそうだけど。じゃあ、狩り用にそういうズボンを買って、もう少し他の服も見てみようよ。みんなの意見も聞いてさ」

「……ユウは可愛い服が好き？」

「え？　うん、まあ、好きかな」

「……」

　少し頬ほおを紅こう潮ちようさせて、ゆすらは夕也をじーっと見上げた。

　そこへ、恋れん子こと琴こと音ねと耶や宵よいが、

「あ、いました！　あそこです！」

「もう、せっかちさんね。わたくしたちを置いて服を選び始めてしまうなんて、悲しいわ」

「兄にい様さまも、追いかけるなら一言声をかけてほしかったですの」

　と口々に言いながら小走りでやってきた。

「で、部長さんは何を見ていますの？」

「迷彩のズボンだって。狩りにはこれがいいとかって。あはは、らしいけど、さすがにこれは無骨すぎるよねえ」

「あら、ミリタリー系だって組み合わせ方によってはとっても効果的に使えるのよ？」

「そうなの？　うーん、もう僕にはよくわからないよ……」

「うふふ、そのズボンが気に入ったのなら確保しておいて、他の服も見てみましょう？」

「……がう。ユウは可愛かわいい服が好き。だから可愛い服も選ぶ」

　そのゆすらの一言は、女性陣の間にある空気をぴしりと凍りつかせた。

「あ、そうだ。どうせだからあたしも服買っちゃおーかな、って思いました！」

「そうねえ。みんなでわいわい買ういい機会だもの、桜さくら江えさんの服だけじゃもったいないわ。わたくしも何か試着してみようかしら」

「兄様、この服なんか素敵だと思いますの！　あ、部長さんにじゃなくて、私にですの」

「ええと、みんな、最初の趣しゆ旨しはどこに……？」

「まあいいじゃないですか。ゆすら先輩の服も選ぶ。あたしたちの服も選ぶ。それで万事オッケーです！」

「そうね。あ、この服、いい色だわ。夕ゆうくん、試着してくるから見てもらえるかしら？」

「え、僕？　僕、ファッションのこととか全然わかんないよ？」

「うふふ、いいのよ、そんなことは。知識なんかなくたって、感じたままを素直に聞かせてくれれば充分参考になるわ」

「琴こと姉ねえ様、ずるいですの！　兄様、私も試着に行ってきますの！」

　耶宵は手にしていた服を持って、壁際の試着室へと駆かけ出した。

「あっ、耶宵ちゃんに先を越されるわけにはいかねーです！」

「そうねえ。じゃあ、夕くん、楽しみに待っていてね」

　恋子と琴音も足早に試着室へと歩いていく。

「みんな行っちゃったよ……。なんでこうなったかなあ」

「……ユウはどの服が好き？」

「え？」

「……どうせならユウの好きな服がいい」

「あ、えーと……そうなの？」

「がう。……しまった」

「え、どうしたの？」

「……ユウは黒い下着が好き。下着も黒にすればよかった」

「だから、いつ僕がそんなことを言ったの。しかもそれ、根拠は夜会ったばっかりの頃の会話でしょ？　何日前のネタですか、まったく」

「……それよりユウ、早く好きな服を選んで」

「ツッコミを華麗にスルーされた……」

「……早く」

「わかったから、そんなに袖そでを引っ張らないでってば」

　ため息をついて、夕ゆう也やは売り場の服を物色し始めた。



　ゆすらと一緒に、見るともなしに並んだ服を眺めていた夕也は、

「兄にい様さま、兄様」

　と更衣室から顔だけ出した耶や宵よいに声をかけられた。

「どうしたの？　着替え、終わったの？」

　耶宵が顔を出した更衣室に夕也が歩み寄るなり、中からガバッと手が伸びてきた。

「なっ!?　うわっ」

　その手にガッチリと掴つかまれて、夕也は更衣室の中に引きずり込まれた。

「ちょ、耶宵、いったい何を……」

「せっかく着替えたこれを見てほしかったんですの」

「だから、着替え終わったんなら試着室から出てくれば……」

　言いかけて、耶宵の姿を見て、夕也は言葉を失った。

　白い肢し体たいと、黒い布地のコントラスト。

　その布地は繊細なレースで飾られ、肌の白と豊かな曲線の美しさを引き立てていた。

　つまり。

　耶宵は大人っぽい黒の下着のみという、実にけしからん格好をしていたのだった。

「な、な、な……」

「さっき買いましたの。あの露出狂保健医なんかに負けていられませんの！」

　そして耶宵は目のやり場に困ってうろたえている夕也の腕に、レース黒下着に包まれた胸を押しつけた。

「あんなはしたない女のことは忘れた方がいいと思いますの」

「いや、その……」

　夕也が押しつけられたモノの感触に嬉うれし恥ずかし困り果てているところに、

「はしたないのは耶宵ちゃんも一緒ですッ！」

　と慌てて着替えを中断してきたのであろう、かなり着衣が乱れた恋れん子こが乱入してきて、夕ゆう也やの顎あごを超高速のアッパーで打ち抜いた。

「ぐはっ」

　そして目を回した夕也の首根っこを掴つかんで、更衣室から引っ張り出した。

「恋子ちゃん、酷ひどいですの」

「誰のせいですか、まったくッ！」

　そして、その一部始終を見つめていたゆすらは、

「……そういう下着は、おっぱいさんの方が似合う」

　悪意のない言葉で耶や宵よいのプライドを粉々にしたのだった。



　そんな騒々しい着替えもようやく終わり、まず試着室から出てきたのは恋子だった。

「ど、どうですか？　髪型がポニーだとあんまり決まりませんけど……」

　かなり照れ気味に頬ほおを染めた恋子のは、これでもかとレースやらフリルやらリボンやらで飾られた黒い洋服だった。膨らんだスカートに、頭にはちっちゃなシルクハットまで乗っかっている。

「なぜにゴスロリ？　っていうか、そんな服この売り場のどこにあったの……？」

「ゴスロリっていうんですか？　発掘で学校にこもって以来、あんまりファッションとかチェックしてないんで名前とかよく知らないですけど……でも、この辺のフリルとか超可愛かわいいって思って選んだんです。っていうか、気が利かないにもほどがありますっ！　こういう場合、まず言う台詞せりふがあるんじゃないですかこのシスコン唐とう変へん木ぼくっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「え、あ、うん、似合ってるし可愛いし、あ、ネクロマンサー的にもありなファッションかも。ほら、ゴシック系ってちょっと怖い印象も含んでるし」

「か、可愛い……？　あ、ええと、その……」

　お湯が沸きそうな勢いで急速に顔を真っ赤にして、恋れん子こは、

「ふ、ふははははは！　か、か、可愛いとかはともかく、この溢あふれ出でるネクロマンサーとしてのオーラは期せずしてそういう服を呼び寄せてしまうものなんですね！　もっと褒ほめてもいいですよ！」

「……動きにくそう」

「動く必要があるときは別の服着るからいいんです！」

　確かに動きやすさを考慮した服ではないよなあ、と夕ゆう也やが思って苦笑しているところに、

「お待たせしました、ですの」

　と耶や宵よいが戻ってきた。真っ白いノースリーブのワンピースに、麦わら帽子という姿で。

「今服を買うなら、当然夏を先取りするべきですの！　どうです？　兄にい様さま」

　麦わら帽子を押さえて、耶宵はくるりと回って見せた。純白のスカートがふわりと翻ひるがえる。

「うん、いい！　避暑地にいる清純なお嬢様って感じでぴったりだよ！」

「なんで耶宵ちゃんのときは即そういう反応が出るんですか！」

　やけにテンションが上がった夕也の足を、恋子は力一杯踏みつけた。

「いっ……！　そ、そんな、理不尽な……」

「まあ、恋子ちゃん酷ひどい！　兄様、大丈夫ですの!?」

「あ、うん、まあ、ちょっと足を踏まれただけだし」

「恋子ちゃん、敗色が濃厚だからって暴力に訴えるなんてよくありませんの！」

「はあ!?　べ、別にあたし負けてないですし！　ねえ、そうですよね！」

「いやその、そもそも勝ち負けってあるの……？」

「もちろんあるに決まってます！」

「当然ありますの！」

「うふふ、勝敗を決めるのは夕ゆうくんの役目でしょう？　だって、唯一の男の子だものね」

　そう言いながら、いつの間にか試着室から出てきていた琴こと音ねが歩み寄ってきた。

　鮮やかな青のチャイナドレス姿で。

「なっ……」

　肢し体たいにぴったりとフィットするチャイナドレスは、メリハリに富んだ琴音のボディラインを包み隠かくさずにさらけ出していた。そして大胆に入ったスリットから覗のぞく白い脚きやく線せん美びが、ただでさえ反則気味な色香をダメ押し的に加速させている。

　はっきり言って、布地が多い割には目のやり場に困る衣装だった。

「なんでチャイナドレス!?　っていうか、この店はそんなモノまで売ってるの!?」

「あら、お気に召さなかったかしら？　男の子はこういう服が好きだと思ったのに」

「いや、好きとか嫌いとかいう問題以前にさ……その」

　露骨な身体からだのラインを正視するのが気恥ずかしくて、夕ゆう也やは視線を泳がせた。

「ええ、言いたいことはわかるわ。やっぱり、こういう衣装を着るならこんなシニヨンじゃなくって、ちゃんと中華風のお団子にしなきゃダメってことよね？」

「論点が違――――う！」

「そうなの？　あらあら、わたくしは大おお真面目まじめなのに」

「そもそも、今日はゆすらの服を買いにきたんでしょ！　……あれ？　ゆすら？」

　ゆすらはギュッと夕也の服の裾すそを握りしめて、服の話になど耳も貸さず、ただ一点を険しい表情でジッと見つめていた。

「どうしたの？」

　そう訊きく夕也に、ゆすらは、

「……ユウ、静かに。隙すきを見せるな」

「え？」

「……シッ。気け取どられる」

「え、あ、ごめん」

　わけがわからないまま、夕也は口をつぐんだ。

「……まさか、日本に豹ひようがいるなんて。豹は、かなり手て強ごわい」

「はあ？」

　ゆすらが見つめる先、幾多の服の隙すき間まには、黄色に黒の斑点が見え隠かくれしていた。

「いや、あれはたぶんヒョウ柄……」

　そう言いかけた瞬間――そのヒョウ柄がぐわっと大きく動いた。

「……ユウ、危ないっ！」

　迫せまる敵から夕也を守るかのように、ゆすらは身体ごと夕也にタックルをかました。

「うわっ」

　よろけた夕也の身体が、すぐ側そばにいた恋れん子こにぶつかり、恋子は琴こと音ねを巻き込んで、琴音は思わず耶や宵よいの腕を掴つかみ、要するに全員が団子状態になって商品棚に向かって倒れ込んだ。

　五人分の体重を受け止めきれなかった商品棚は近くにあった他の棚やラックをどんどん倒していき、一瞬にしてそのドミノ倒しは店内の三分の一にまで広がって、色とりどりの服を撒まき散ちらした。

　そんな中、ゆすらは誰よりも早く立ち上がり、身構えて、

「……豹ひようは」

　とキョロキョロ敵の姿を探した。

「ゆすら。あれのこと？」

　転んだまま夕ゆう也やが指さした先には、ヒョウ柄のジャケットを持ち上げた客が驚いた顔のまま固まっていた。

「……豹……じゃない？」

「ひ……人騒さわがせにもほどがあります……」

「大だい惨さん事じですの」

「……。お客様」

　口々に身を起こす一同を、やってきた店員が引きつった笑顔で見下ろしていた。

「ふう、仕方ないわね」

　深々とため息をついて、琴こと音ねは、

「ごめんなさいね。このお店の服、全部頂くわ。おいくらかしら？」

　こともなげにそう言って、店員をさらに驚かせたのだった。
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　その頃。

　右う京きようは今日も――ゴールデンウィークに入ってからも、琴音と帰宅しない部をマークして様子を窺うかがっていた。

　学校の外に出そうな気配を察知して信頼できる武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい二番隊の部下たちを呼びつけ、盗み聞いた会話の内容から、先回りさせてショッピングモール内各所に配置、特にファッション関連のフロアに重点を置いて一いち分ぶの隙すきもなく布ふ陣じんした。

「帰宅しない部に御おん自みずから接触して情報収集を行っている生徒会長を支援し、また万が一の事態が起こった場合に守るため」

　部下たちには自身の中にある疑念のことは言わず、そう伝えてある。

『ファランクス２、配置完了』

『こちらファランクス３、フードコートにて目標を捕捉。下着売り場に向かう模様』

『ファランクス４、ファランクス５と下着売り場に配置完了。男の我々では目立って動きにくいので増員を求む』

　部下たちからのメールがひっきりなしに入り、状況を知らせてくる。

「確かに、無骨な剣道部員じゃ下着売り場は荷が重いかな……」

『ファランクス１よりファランクス４及び５、下着売り場はこちらで引き受ける、キミたちは上の婦人服フロアに先行、売り場入り口付近で待機すること。自然さを装うため、彼女へのプレゼントを買いにきた男とそれに付き合う友人のつもりでそれとなく会話せよ』

『ファランクス４、了解』

『ファランクス５、承知しました』

　そんなやりとりを部下たちと繰り返しつつ、右う京きようは下着売り場へと続くエスカレーターに乗り込んだ。

　そして売り場に着くなり、目標を捕捉する。生徒会長の琴こと音ねがいるだけで華があるのに、他にも三人も女の子がいる。そしてその三人も美少女と呼んで差し支えない。

　ましてや、その中に男が一人混じっているのだ。そんな一団が目立たないわけがない。

　帰宅しない部の面々は見慣れない女子一名と接触し、何やら話していたが、ほどなくその女子は逃げるように駆かけ去ってしまった。

　――くっ、この距離じゃ会話も断片的にしか聞き取れない……！　まさか、ボクが気づかない間に部員候補を見つけていて……？　ボクたちの目を欺あざむくために、あえて校外で接触したという可能性は捨てきれない……。

　逃げていった彼女を追うべきか一瞬迷うが、今回は最低限の人員しか用意できていない。そちらに人を割さくということは、琴音の監かん視しがおろそかになるということでもあった。

　――まあ、いいか。もしボクの懸け念ねんが当たりなら、情報集めのために接触していた会長がそれを掴つかめなかったってことだ。仮に一人部員が帰宅しない部に入ったとしても、まだ一人足りないし。それに、それはそれで、会長の真意を推し量る材料になるはず。故意に見逃していたのだとすれば、ボクの悪い予感が当たってたってことになる……。

　そうして逡しゆん巡じゆんしているうちに、帰宅しない部の面々はいくつかの下着を選び、会計を済ませて別のフロアへと移動し始めた。

　身を隠かくしながら追いかけると、今度は服を見ながら大騒さわぎしつつ、琴音を含めた女の子たちがそれぞれ試着室へと消えていくところだった。

『ファランクス１よりファランクス４、５。今同じフロアに到着、目標を再捕捉した。現状を報告せよ』

『ファランクス４よりファランクス１。現在、誰が一番可愛かわいい服を着て柊木ひいらぎ夕ゆう也やの気を引けるかを競うために着替えに向かった模様。あのリア充をタコ殴りにしたい』

『ファランクス５、タコ殴りに超同意』

『ファランクス２、タコ殴りにするならすぐに合流する』

『ファランクス３、タコ殴り程度では生ぬるい』

『ファランクス１より総員、気持ちはわかるが同意報告がうざい』

　そうこうしているうちに、着替えに行っていた女の子たちが出てきたらしい。

　途と端たんに、右京の携帯にはひっきりなしの着信が入り始めた。

『ファランクス５より各位、生徒会長がチャイナドレス姿に！』

『ファランクス２よりファランクス５、それは本当か!?』

『ファランクス４よりファランクス１、撮影の許可を！　自分は一眼レフと望遠レンズを持参しております！』

『ファランクス３よりファランクス１、俺おれからも許可をお願いします！　これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス、この機を逃せば琴こと音ね様のチャイナドレスなど二度と拝めませんッ！』

　右う京きようは不機嫌そうに舌打ちをして、

『ファランクス１よりファランクス４、撮影を許可する。ただし、絶対に気け取どられないよう細心の注意を払え』

『ファランクス４よりファランクス１、英断に感謝します！』

『ファランクス２よりファランクス１、自分からも感謝を！』

『ファランクス３よりファランクス４、武運を祈る！』

『ファランクス５よりファランクス１、これよりファランクス４を全力で支援します！』

　――馬ば鹿かばっかりだ……。

　右京が深くため息をつく一方で、監かん視しされている連中から聞こえてくる楽しそうな笑い声が、なおいっそう苛いら立だつ感情を逆さか撫なでしていくのだった。
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　琴音の「すべて買う」発言が本気だとわかった途と端たん、店員たちの態度は一八〇度ひっくり返った。当然、この時点で全品ソールドアウトなので他の客も消え、ショッピングモールの中ではやや手て狭ぜまなそのブティックは完全に貸し切り状態になった。

　かくして、買い取った後に試すという、いささか順序が狂ってしまった試着はゆすらが疲れ果てるまで延々繰り返された。

「あのさ、全部買うのはいいけど、どうやって持って帰るの……？」

　おそるおそる夕ゆう也やがそう質問すると、琴音は不思議そうに首を傾かしげた。

「送ってもらえばいいわ。全部買うのだから、そのくらいはやってくださるでしょう？」

　琴音にそう問われた店員――というか、おそらくこの店舗の責任者は、揉もみ手で全開の営業スマイルで「もちろんでございます」と即答するのだった。

「いや、送るっていったって、今日買いにきたのはゆすらの服でしょ？　どこに送るつもりなの？　部室には入りきらないよ」

「あらあら、確かにそうね。やっぱり学校で生活するのって不便ねえ」

「だから帰れって言われても聞かないけど」

「あらあら。うふふ、残念」

「ええと、レンタルスペースっていう手もありますよ」

「「「レンタルスペース？」」」

　恋れん子この言葉に、夕ゆう也やと琴こと音ねと耶や宵よいの声が重なった。

「空き地みたいなところにいっぱいコンテナが積んであるの、見たことないですか？　アパートとかよりずっと格安で、荷物を仕し舞まっておける場所――コンテナを借りられるんです。学校の近くにもありますよ。あたしも一個借りてます」

「個人用貸倉庫ってことですの？」

「まあ、簡単に言えばそうですね」

「世の中には色々なビジネスがあるのねえ」

「まあ、コンテナ一個じゃ足りなそうですけどね」

「いずれにしても、どうせ全部買うなら無理に今日全部着せてみなくてもいいんじゃないの？　ゆすらも疲れてきたみたいだし」

「あらまあ、もう終わりなんてつまらないわ」

「もうって、試着始めてから何時間経たってると思ってるの」

「そうねえ。桜さくら江えさんが疲れてるのは確かだものね。……あ、そうだわ。じゃあ、今度は夕ゆうくんに着せてみましょうか」

「えー、生徒会長、さすがにそれは……」

　言いかけて、恋子は手にしていたスカートをじっと見つめて、

「……案外似合うかもしれないです」

「ええっ!?」

「琴こと姉ねえ様。こっちのワンピースなんか兄にい様さまに似合うと思いますの」

「ちょ、耶宵まで!?」

「あ、二人とも待ってください。こんなところで強行して暴れられたり逃げられたりってのも迷惑です。いっそ冗談と言って安心させて、学校に戻ってからじっくりやった方がいーです。どうせなら髪もメイクもやる方向で」

「あら。うふふ、なるほど、その方が楽しそうねえ」

「兄様、冗談ですの」

「悪だくみが丸聞こえだよ――――ッ！」

　とにもかくにも、琴音が小切手という高校生らしからぬ方法で支払いを済ませて、騒々しいまま売り場を後にしたのだった。
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　ショッピングモールからの帰り際、耶宵はふと振り返って、夕也たちには見えない角度で一瞬だけ口元を歪ゆがめるような笑みを浮かべた。

「兄にい様さま、いいこと思いつきましたの！」

「え、何？」

　夕ゆう也やのみならず、他の面々も耶や宵よいを振り返った。

「せっかくの連休、やっぱり夜よ更ふかしをするべきだと思いますの！」

「耶宵ちゃん、いきなり何を言い出すんですか」

「うふふ。確かに、みんなで夜更かしは楽しそうだけど、寝不足は乙女の敵よ？」

「だったら、たっぷり朝寝坊をすればいいんですの」

「でも、夜更かしって漠然としすぎじゃないですか？　普通は何かやることがあって夜更かししちゃうわけで、目的が夜更かしって本末転倒だと思います」

「ふふふ、そこは考えてありますの。帰りにビデオ屋さんに寄って、相談なしで一本ずつ好きな映画を借りてきて、視聴覚室の大スクリーンで闇やみレイトショーですの！」

「闇？　ああ、闇鍋の闇だね。自分が借りた映画以外はわからない、と」

「兄様、正解ですの」

「うーん、あたし、夜は夜でやることがあるんですけど……」

「恋れん子こちゃん、固いこと言いっこなしですの。ゴールデンウィークの一日くらい、遊んだって罰ばちは当たりませんの」

「最近そう言って遊んでばっかりなんですけどね……」

「……群れの秩ちつ序じよを乱すのはよくない」

「なんですか、秩序って」

「あらあら、むしろ学校の秩序を乱している人がよく言うわね」

「まあ、そういうことでしたら仕方ありませんの。じゃあ、恋子ちゃん抜きでいっぱい楽しむしかありませんの」

「ぐっ」

「だって、恋子ちゃんの決意は固そうですし」

　悔しそうに、恋子は耶宵を睨にらみつけた。

「べ、別に、今日遅れた分は明日取り返せばいいですし！　まだゴールデンウィークは始まったばっかりだから、明日でも明後日でも余裕で挽ばん回かいできますし！　む、群れの秩序のこととかもあるみたいですから！　しょうがないからあたしも付き合います！」

「そんな、別に無理しなくてもいいですの」

「付き合いますッ！　ビデオ屋さんですよね！　さあ、行きましょう！」

　恋子は足を速めてずんずんと進み始めた。

「……あらあら、上う手まいこと乗せたわねえ」

「うふふ、恋子ちゃんのことなら私も昔っから知っていますの」

　そんな調子で、全員で件くだんのビデオ屋さんへと向かったのだった。



　ビデオ屋さんに入るなり、耶や宵よいは、

「じゃあ、ここからは個別行動ですの。他の人の借りるものは見ちゃダメですの」

　そうルールを確認するように告げた。それぞれが返事をして、店内に散っていく。

「うふふ、さあて、ですの」

　耶宵は一人になると不敵にほくそ笑んで、店の入り口の方へと向かった。そして、ずっと自分たちをつけ回していた大おお柄がらな男に歩み寄り、その肩を叩たたいた。

　素知らぬふりを決め込もうとしていた大柄な男が、驚いたようにびくりと身を震わせた。

「貴方あなた、私たちに何か用ですの？」

「い……いや、なんのことかわからんのだが……？」

「ふふふ、声が裏返ってますの。嘘うそが下へ手たですのね？」

「……」

「ここ最近、ずっと私たちを監かん視ししている人がいますの。貴方ですの？　それとも、貴方の後ろで糸を引いている人がいますの？」

「……だ、だから人違いだ……」

「そんなことを言わずに、教えてほしいですの。ねえ、お兄ちゃん？」

　にっこりと清せい楚そな微笑ほほえみを浮かべて、耶宵は大柄な男に『お願い』した。

　途と端たんに、大柄な男の頬ほおがデレッと緩んだ。

「あーもうなんて可愛かわいいんだ……まさに妹可愛い……ッ！」

　超妹力。

　琴こと音ねがそう名付けた、耶宵の能力が発動した瞬間だった。妹的可愛さで誰彼かまわず虜とりこにしてしまうという、魔法使いの恋れん子こをして反則と言わしめた能力である。

「それで、どうして私たちを監視していますの？」

「俺おれたちは武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいのメンバーだからな。隊長の命令には従うさ」

「あら。武装風紀委員ですの？　じゃあ、琴こと姉ねえ様の差し金？」

「いや、どうやら生徒会長はご存ぞん知じないらしい。隊長は生徒会長の潜入工作を支援するためだと言っているが……どうにも今日の作戦行動には腑ふに落ちない点も多いんだ」

「何が腑に落ちませんの？」

「そりゃあ、生徒会長の命令なしで動いている点だ。こんなことは前代未聞だし、そもそも生徒会長が俺たちの動きを知らなくて、どうやったら支援ができるんだ？」

「なるほど……。確かにそうですの」

　監視するだけ、見ているだけでは支援とは言わない。特に潜入工作という話が本当だとしたら、邪魔になることの方が多い気さえする。

「これはここだけの話で、可愛い君だから言うが、どうもウチの隊長は生徒会長のことを疑っているんじゃないかと思うんだ」

　声を潜めて、大おお柄がらな男は言った。

「なぜ再度帰宅しない部に対する追い出し作戦を実施しないのか、と生徒会長に強く食い下がったとも聞いているし、最近ずっと帰宅しない部と生徒会長の様子を窺うかがっているとも聞く。生徒会長が自ら潜入を行っているのなら、我々は信じて待つのが筋だというのに」

「そうですわね」

　少し、思案する。

　生徒会――つまり、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいと帰宅しない部が対立していることは、耶や宵よいも知っている。しかし、そのときに何があったのか、どうやって帰宅しない部が数に勝まさる武装風紀委員部隊を打ち破ったのか、正確なところを耶宵は知らない。

　琴こと音ねが帰宅しない部に規則を守れ、と言うのは当たり前のことだ。

　では、その隊長の言うように、なぜ一度負けたくらいで攻撃の手を止めてしまったのか。

　その後の琴音の行動を考えれば、自おのずと答えは見えてくる。

　――私、ですのね。兄にい様さまをたぶらかそうとする行動の数々からして、狙ねらいは兄様。琴こと姉ねえ様は、私から兄様を引き離しておきたい、と考えるはずですの。そのためには、帰宅しない部がなくなってしまっては都合が悪い……！　だとすれば、琴姉様を失しつ脚きやくさせることができれば、帰宅しない部への攻撃は再開される……？

　いくらライバルとは言え、従姉いとこを陥れることに罪悪感がないわけではない。しかし、兄を取り戻すため、と耶宵は非情に徹して自分に言い聞かせた。

「ねえ、お兄ちゃんの隊長、お名前はなんていいますの？」

「志し々し谷や右う京きようだ。二番隊隊長の」

「そうですの。うふふ、面白くなりそうですの」

「え？」

「あ、いいえ、なんでもありませんの」

　首を横に振って、耶宵は小悪魔のように微笑ほほえんだ。

「ところで、お兄ちゃんの隊長さん、なかなかの慧けい眼がんかもしれませんの」

「は？　け、慧眼？」

「お兄ちゃんたちは騙だまされてますの。生徒会長の琴姉様は、それはそれは性悪な女ですのよ？　従妹いとこの私が言うんだから間違いありませんの。今、帰宅しない部に近づいているのも、本当に潜入工作なのか怪しいものですの」

「まさか」

「じゃあ、帰宅しない部への攻撃を止めたことに、お兄ちゃんは納得してますの？」

「いや、……しかし、生徒会長はこれ以上怪け我が人にんを出すまいと、俺おれたちのことを思って」

「綺き麗れいごとですの」

　耶や宵よいは大おお柄がらな男のしどろもどろな弁護を言下に切り捨てた。

「本当に規則を守らせることが目的なら、帰宅しない部に時間を与えるような選択は下げの下ですの。一いつ気き呵か成せいに押し切って主張を通さなければ、大義を失いますの。現に、自分自身が閉門時間を無視して帰宅しない部と馴なれ合あっていますの。そんな琴こと姉ねえ様に、規則云うん々ぬんを言う資格なんてありますの？」

「そ、それは……」

「それに、この前なんか、わざわざ家にまで兄にい様さまを誘惑しに来ましたのよ？」

「な!?　兄様というのは柊木ひいらぎ夕ゆう也やのことか!?　……いや、しかし、それは潜入の作戦と考えれば……矛盾は……」

「でも、琴姉様ったらお風ふ呂ろにまで突撃しましたのよ？　それも作戦ですの？」

「何っ!?」

「琴姉様って、昔から欲しいものを手に入れるためには手段を選ばないところがありますの。ホント、強引すぎるのも考えものですの。そのうち、もっと直接的に兄様を襲おそうようなことをやらかすんじゃないかと思うと不安ですの……」

「ば……馬ば鹿かな……。あの生徒会長が……？」

「琴姉様は昔から、裏と表の使い分けが上手な人ですの。もしかしたら、お兄ちゃんたち武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいはいいように利用されていただけかもしれませんの」

「……」

「私、お兄ちゃんが心配ですの。琴姉様には気をつけて、ですの」

　そう言い残して大柄な男の前から立ち去り、耶宵は唇くちびるの端を歪ゆがめるようにして不敵な笑みを浮かべた。

　――うふふ、嘘うそはついていませんの。さて……たくさんの人に、こんな感じで不信感を煽あおっていけば、きっと兄様を取り返すことができますの。
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　夜。

　すでに夕食は済ませているが、今夜急きゆう遽きよ開催が決まった闇やみレイトショーのためのおやつを作るため、再び家庭科実習室にやってきていた。

「どうして映画ってなるとポップコーンを食べたくなるんだろうね」

「ですよね。映画館に行くとつい買っちゃいます。……もうずいぶん行ってないですけど」

「あらあら、そうなの？　映画を観みるときはいつもホームシアターだから、その感覚はよくわからないわ」

「琴姉様、そういう発言は嫌いや味みですの」

「うふふ、そんなつもりはなかったのだけれど」

「ま、定番なのは他のスナック菓子に比べて食べたときの音が小さいからだろうね。パリパリとかサクサクとかって音がして、周りの人の迷惑になるってことがないから」

「あ、なるほど。納得です」

　フライパンに引いた油が温まってきたことを確認して、夕ゆう也やはポップコーン用の乾燥コーンを投入して木べらで油に馴な染じませるように混ぜ合わせていった。

　ぽん、とコーンが一つ弾はじけた。

　夕也はサッとフライパンにフタをして、細かく揺すり始めた。フタの下では、次々とコーンが破裂し始めた。

「……ポンポンいってる」

「すごいですねえ。ホントにポップコーンまで作れちゃうなんて」

　興味津々で、ゆすらと恋れん子こが透明のフタの中を見つめていた。

　弾ける音が止まると、夕也は火を止めて中身を二つのボウルにざらざらと移した。

　そのボウルの片方に、塩とガーリックパウダーを振りかけて混ぜ合わせる。

　そしてフライパンをざっと洗って、バターとガムシロップとメイプルシロップを入れ、溶けて周りが茶色くなり始めたのを見計らって残りのボウルのポップコーンをフライパンに入れ、木べらでよく絡むようにかき混ぜた。

「じゃあ、ガーリック塩味の方と飲み物を持って先に視聴覚室に行ってて。僕はこっちのキャラメル味を仕上げてすぐ行くから」

「はいですの。映画の準備も済ませておきますの」

「うん、お願い」

「ゆすら先輩、そこの小皿を人数分持ってください。あたしはコップを持っていくんで」

「がう」

　ゾロゾロと出ていく女の子たちを見送りながら、夕也はキャラメル色に染まったポップコーンをクッキングシートの上に広げ、くっついたものをバラしてまたボウルに入れた。

「さて」

　ポップコーンを仕上げた夕也は、すぐに視聴覚室には向かわず、保健室へと足を向けた。

　ノックして、返事を待ってドアを開ける。

「また来たの？　しつこいわねぇん」

　保健医女は呆あきれたようにため息をついた。ここ数日、毎日のように夕也は保健室に来て勧誘を続けているのだった。

「うん。これから視聴覚室で映画を観みるんだけど、一緒にどう？」

「お・こ・と・わ・り・よ」

「そっか。残念。じゃあ、ポップコーン食べない？　作りたてだから美お味いしいと思うよ」

「要いらないわ。貴方あなたたちから何かをもらう気はないわ」

「別に、交換条件なんてつもりはないよ？」

「当たり前でしょ。貸しも借りも作る気はないのよぉん」

「頑固だなあ」

「これだけめげずに食い下がってくる人に言われたくないわぁん」

「あはは、確かに。ところでさ」

　今日のみならず、いつでもこの調子でとりつく島もない。正攻法では無理だと判断して、夕ゆう也やは少し切り口を変えることにした。

「その喋しやべり方かたって、素す？」

「え？」

「君みたいな子が高等部にいないか、知り合いに探してもらってるんだ。でも、全然見つからない。他校の生徒ってのも考えにくいし、ってことは、もしかしたら昼間は全然違う感じなのかな、と思って。そんな特徴的な喋り方、絶対目立つしね」

　険しい目で、保健医女は夕也を睨にらんだ。が、夕也はそんな視線には気づきもせず、ロダンの考える人よろしく顎あごに手を当てて瞑めい目もくして思案し始めた。

「んー、もしかしてそういう先入観でもあるのかな？　保健室の色っぽい先生は、そういう喋り方をするものだ、とか。もしかして、形から入る主義？」

「……」

「うーん、そういう感じじゃないなあ。その喋り方、やりたいからっていうより、必要だからやってるって気がする。白衣も、単なるコスプレというよりは、自分を盛り上げるための小道具……自己暗示的に人格を切り替えるためのスイッチだったりするのかなあ？」

「……。用が済んだなら帰ってほしいわぁん」

　不機嫌そうに、保健医女が言った。

　その声を聞いて、夕也はハッと我に返った。

「あ、ごめん、考えごとに没頭してた」

「知ってるわ。考えがダダ漏もれだったわよ」

「え、うそ。口に出しちゃってた？」

「全部ね」

「ありゃ、参ったなあ。まあ、それはそれとして、雅まさ紀きが見つけられないってことは、意図的に隠かくしてるってことだよね。どうしてそんなに知られたくないの？　自分の正体」

「帰って！」

　語気を荒らげた保健医女の剣けん幕まくに驚いて、夕也は反射的に「ごめん」と言っていた。

「気に障さわったなら謝るよ。もう詮せん索さくはしないから。……じゃあ、また来るから」

「もう来ないでほしいわ」

「悪いけど、僕も結構頑固なんだ」

「知ってるわ」

　吐き捨てるように、保健医女は言った。

「だよね。じゃあ、今日のところはこれで」

　どうにも上う手まくいかないなあ、とため息をつきながら、夕ゆう也やは保健室を後にした。
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　キャラメル味ポップコーンのボウルを持って夕也が視聴覚室に入ると、すでに照明はかなり暗くなってスクリーンに当てられた光が室内を照らしている状態になっていた。

「お待たせ」

「兄にい様さま、早く座ってくださいですの。スタンバイは完了してますの」

「うん、ちょっと待ってね」

　夕也は人数分の小皿に二種のポップコーンを盛り分けた。映画館と違って視聴覚室には机があるので、飲み物やポップコーンを置いておく場所には困らない。

「夕ゆうくん、こっちの席にいらっしゃいな」

「何言ってるんですかッ！　さっきジャンケンで席は決めたじゃないですか！　まったく、油断も隙すきもねーです！」

「……一本指のナイフは封印して、ちゃんとパーで勝った。おっぱいさん、往おう生じよう際ぎわが悪い」

「ええと、僕の知らない間に僕の席が決まってるの……？」

「がう。ここ」

　ゆすらと恋れん子こに挟まれた席が夕也の席であるらしい。

「とにかく、兄様も来たことですし、一本目を再生しますの。あ、私もタイトルとかを見てないので、誰が何を借りたかはもちろん、順番とかもこの暗い中でシャッフルしたので知りませんの」

　そう言いながらＤＶＤだかブルーレイだかのセットを終えたのか、耶や宵よいも席に着いた。スクリーンにはオススメレンタル映画の今後のラインナップなど、ＣＭが流れ始める。

「あはは、こうして観みるとレンタルのＣＭも映画館で観る予告編みたいだね」

「ですね。家で観るときとかは飛ばしちゃいますけど。っていうか、最後に家で観たのも何年前だって話ですけど」

　中学時代には一度も帰宅せず、死体発掘に明け暮れたのが恋子という女の子である。

　やがてＣＭも終わり、本編が始まった。

　スクリーンに映し出されたタイトルは『ダンス・ウィズ・ウルブズ』。

「ははあ、名作だね」

「ウルブズ、はオオカミですよね。もしかして、ゆすら先輩が選んだヤツですか？」

「がう」

「わかりやすい人ですの」

　南北戦争時代のアメリカを舞台に、軍人の白人男性とネイティヴアメリカンの部族の交流を描いた西せい部ぶ劇げきである。

　が、ストーリーが進むとともにオオカミ云うん々ぬんよりもネイティブアメリカンの部族との交流や主人公の恋に焦点がシフトしていき、中盤をすぎる頃にはゆすらはすっかり興味を失ってしまったようだった。

「……オオカミの出番が少なすぎる。つまらない」

「えー。面白いじゃないですか。障害の多い恋とかすっごい燃えますよ」

「そうですの。情熱的で素敵ですの」

「……どうでもいい」

「うふふ、きっと桜さくら江えさんはオオカミをたくさん見たかったのね」

「がう」

「もしかして、森とかオオカミの仲間とかが恋しい？」

　ふと訊きいた夕ゆう也やの質問に、ゆすらは一瞬困ったような顔をした。

　が、すぐに首を横に振る。

「……ユウがいるから寂しくない」

　あまりにストレートに言われて、夕也は面食らってしまった。

「え？　あ、いや……その」

「……あ。あと、恋れん子こも」

「あたしはオマケですか――――ッ!?」

「……そんなことない。たぶん」

「たぶんとか余計ですっ！」

「……細かいことは気にするな。群れの仲間はみんな大事」

「じゃあ気にさせるような言い方しないで下さいっ！」

　腰を浮かせかけた恋子の肩を、後ろから伸びてきた琴こと音ねの手がグッと押さえた。

「うふふ、仲が良いいのはいいけど、今は映画を観みましょう？」

「そうですの。うるさいですの」

「あ、ごめん」

「……がう」

　怒られて、夕也とゆすらも口をつぐんだのだった。



「ゾンビもの選んだのはどこのどいつですか――――ッ!?」

　二本目の映画が始まってほどなく、恋れん子こが涙目で魂の叫びを放ちつつ立ち上がった。

「あ、はい、私ですの」

　耶や宵よいが控ひかえめに手を挙げた。

「やっぱりですか――ッ！」

「ゲームのときに好評みたいだったから選んでみましたの」

「あたしがいやがってたの知ってたクセに、当てつけですかっ！」

「心外ですの。気を遣ってガチゾンビものの『ドーン・オブ・ザ・デッド』をやめてＢ級でギャグ色の強い『プラネット・テラー』にしましたのに」

「あのゾンビのどこがギャグですかっ！　ガチじゃないですか！　本気で殺して死んでグロくて感染してるじゃないですかっ！」

「それはまあ、ゾンビですし。でも、この後は義ぎ足そくに機き関かん銃じゆうを仕込んであのヒロインが大暴れしたりしますの。それはもう、爽そう快かいにゾンビを撃ちまくりで……」

「ゾンビも怖いけど、ゾンビが殺されまくるのもイヤです――――ッ！」

「意味がわかりませんの。そういえばゲームのときもそうでしたけど、どうして恋子ちゃんはゾンビ目線ですの？」

「ゾンビ目線じゃねーです！　あたしはゾンビの制作者目線なんです！」

　ぎゃーぎゃー騒さわぐ二人に、琴こと音ねは優しく微笑ほほえみかけた。

「うふふ、二人とも、何度も言わせないでちょうだい？　みんなでワイワイ映画を観みるのも楽しいけれど、ワイワイにも限度があるわよ？」

　その底知れぬ迫力に気け圧おされて、恋子と耶宵は黙り込んだ。

　そして、ゆすらは我関せずでもりもりとポップコーン（ガーリック塩味）を食べていた。



　ようやく大スクリーンからゾンビが消えて恋子がホッとしたあと、次いでスクリーンに映し出されたのは、かなり古さを感じさせるアニメーションだった。

「アニメ……。兄にい様さまと琴こと姉ねえ様の趣味とは違いますし、まさかこれ、恋子ちゃんですの？」

「そーですけど、何か問題でも？」

「だって、高校生にもなってアニメはないですの」

「ふっ、今やアニメだって正当に評価される時代なんです！　ジブリだってピクサーだってアニメじゃないですか！」

「それらと、今映ってるのは違うと思いますの。古くさいですし」

「古くさいって言うなです！　いつまで経たっても色あせない、それが名作というものです。少女マンガの金きん字じ塔とう、『エースをねらえ！』をなめてもらっては困りますッ！」

　スクリーンでは、テニスコートでコーチがヒロインに絶賛鬼の特訓中だった。

「見てください！　テレビ版を切きり貼ばりしたような劇場版じゃないんです！　しかも、原作をリスペクトしつつコーチを主人公に変える斬ざん新しんな切り口は……」

「はいはい。これ以上熱く語られても面倒ですから、黙って観みることにしますの」

「さらりと流されたです――――ッ！」

「……恋れん子こ、うるさい」

　ゆすらにまでそう言われて、恋子はしょんぼりと口を閉ざした。

　そうして静かになったところで、夕ゆう也やはふと、

「そういえば、琴こと姉ねえは昔テニスやってたよね？　今もやってるの？」

「あら、覚えていてくれたの？　うふふ、嬉うれしいわ。でも、やっていたというほどではないわよ。小学生の頃に興味を持った程度で、ただの真ま似ねごとよ」

「いや、庭にコート作ってウェアやラケットもかなり高級品揃そろえてたじゃない」

「あら、ピアノやバイオリンに比べたら安いものよ？　ストラディバリウスとか、いくらすると思っているの？」

「いやいや、それ、比較対象がおかしいから」

　しかし、きっと琴こと音ねはそれらの楽器も『真似ごと』で所有しているに違いない、と夕也は確信に近いものを感じていた。



　次の映画も、画面からは古さが滲にじみ出でていた。

　始まるなり、荘そう厳ごんな古城と、鎧よろいを身にまとった騎士が画面に現れる。が、騎士は手た綱づなを持っているかのような手振りにもかかわらず、馬には乗っていなかった。そして、後ろでは従じゆう者しやがココナツの実でパカパカと蹄ひづめの音を演出していた。

「な……何これ……？」

　夕也がシュールな画面に絶句した。

「あら、タイトルを見ていなかったの？　イギリスが誇ほこるコメディの大だい傑けつ作さく『モンティ・パイソン・アンド・ホーリー・グレイル』よ」

「意外ですの。琴姉様がコメディなんて」

「あら、そうかしら。まあ、いいから最後までご覧なさいな」

　やがて、夕也も恋子も耶や宵よいも映画に引き込まれ、ケラケラ声を上げて笑い始めた。

　が、ゆすらだけは首を傾かしげてばかりだった。

「……今のは何が面白い？」

「ええと、騎士のロビンが無様に逃げるところを吟ぎん遊ゆう詩人の従者が歌にして称たたえているでしょう？　雄お々おしく勇敢に逃げた、って。本来、不名誉なことを称えたりはしないのよ」

　一生懸命ゆすらに解説している琴音が、実は一番滑こつ稽けいかもしれない、と夕也は思った。

「ギャグを説明するほど不毛なことってないよね」

「ホントよねえ。この映画、タイトル通りアーサー王の聖杯伝説を下敷きにしているわけだけど、この後に公開された同じ題材の映画では、真面目まじめな内容だったにもかかわらず大爆笑が起こったなんて逸いつ話わもあるほどなのよ。なのに、桜さくら江えさんにまるで歯が立たないなんて思ってもみなかったわ」

「まあ、土台になってる常識とか文化がわかってないと笑いって伝わらないからね」

「まったくその通りね」

　諦あきらめたように、琴こと音ねが肩をすくめる。

「……おっぱいさん。今のは――」

　その琴音の袖そでを、ゆすらはまた質問するために引っ張るのだった。



　四本目の映画も終るころには、もう視聴覚室の窓を隠かくす暗幕の向こう側では朝日が差し始めていた。

「最後……ってことは、あんたの映画ですね」

　恋れん子こが夕ゆう也やを見て言った。

「だね。最後になるとは思わなかったけど」

「じゃあ、再生スタートですの」

　スクリーンに映し出されたのは、疲れた目に優しく染みこむような海の青だった。

「あらあら、『ディープ・ブルー』って……ネイチャードキュメンタリー？　夕ゆうくん、またずいぶん渋いチョイスねえ」

「そう？　こういうの、結構好きなんだけど」

「私はタイトルを見て、サメのホラー映画かと思いましたの」

「あ、そうなんだよね。同名のそういう映画があるんだよね」

「ホラーの方も評判のいい映画ですの」

「いや、もうホラーとかもういーです……」

　そんなやりとりはそっちのけで、今度はゆすらが雄大だったり美しかったりする海と海洋生物の織りなす画面に釘くぎ付づけになっていた。

「桜江さんはこういう映画の方が好きなのね」

「がう！」

「うんうん。ゆすらはわかってくれると思ったよ。いいよね、この映画。美お味いしそうな魚がいっぱい出てくるし」

「「「え」」」

　ゆすらだけが「がう」と同意する傍かたわらで、恋子と琴音と耶や宵よいが揃そろって驚きの声を上げた。

「あ、特にここ！　このマイワシのシーンは、何度見ても塩焼きにしたら美味しいだろうなあって思うよ。あ、刺身もいいな。新鮮そのものだし」

「がう！」

「兄にい様さまがそんな見方をしていたなんて予想外すぎますの」

「料理する人の見方ってこうなんですかね……？」

「違うとは思うけど……なんだか、桜さくら江えさんが懐なついてる理由がわかった気がするわねえ」

「いや、そういうものでもないと思いますけど……でも、なんだかどっと疲れました」

「え、あれ？　もしかして僕の感性おかしい？」

「ええと、個性的でいいと思いますの。私もイワシのお刺身大好きですし」

「まあ、かなり独特だと思いますけど、いいんじゃないですか」

「ええ。映画の見方にルールなんてないものね」

　何か引っかかるものを夕ゆう也やに感じさせつつも最後の映画も終わり、急きゆう遽きよ開催が決まった闇やみレイトショーは無事に閉幕と相成った。

　そして一同は疲れ切った目をこすりこすり後片付けをして、余よ韻いんに浸る元気もなく部室に戻って寝入ったのだった。
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　いつもの空き部室で寝入ることしばし、夕也は恋れん子こに揺すられて目を覚ました。

「ん……何？」

「いえその、あの、ですね。トイレに……」

「いいけど……今は昼間だよ？　外も明るいし。別に怖くないでしょ？」

「だって、だって、昼間でも誰もいない学校って気味が悪いんですよう。しかも、耶や宵よいちゃんにあんな映画見せられた後ですし……」

　やれやれと苦笑しながら、夕也は立ち上がった。

　そしてぐっすりと眠っているゆすらと琴こと音ねと耶宵の寝顔を見て、起こさないように忍び足で部室を出る。

　休日とはいっても、学校がまったく無人になることはない。

　ときおり道具を取りにくる運動部員とすれ違うし、グラウンドや体育館からは熱血だったり青春だったりのかけ声や物音がひっきりなしに聞こえてくる。

　――怖い……かなあ？

　しかし、部室棟を出て一般教室棟に入ると、なるほどと思わせる雰ふん囲い気きがあった。

　部活の喧けん噪そうは聞こえてくるのに、教室にも廊ろう下かにも誰もいない。いつも通りの学校のようでありながら、ほんの少しだけ違う学校。ほんの些さ細さいな違いが、まるで取り残されてしまったような、異次元に迷い込んでしまったような、そんな不安をかき立てる。

「なるほど、確かにこれはアレかもね。外が賑にぎやかな分、余計に寂しく感じるっていうか」

「でしょう!?　しかも、ゾンビに昼夜は関係ないですし。今まさにあの角からゾンビが現れてもおかしくないっていうか」

「いや、おかしいと思うけど……でも、恋れん子こが野望を達成するためにゾンビを量産したら、あんな感じになるんじゃないの？」

「え」

　一瞬驚いたような顔をして、恋子は少し考え込み、そして顔を青くした。

「そ、そ、それはちょっとアレっていうか……いや、でも、あたしが作ったゾンビならあたしは襲おそわないから大丈夫かも」

「熊は言うこと聞かなかったけどね」

「イヤなこと言わないでくださいっ。あ、まさか不安を煽あおって煽って怯おびえたところに救いの手を差し伸べて心の隙すき間まにつけ込もうっていう魂胆ですか!?　おのれシスコン、なんて狡こう猾かつな……ッ！」

「いや、ええと……煽るまでもなく不安だったでしょ？」

「問答無用ですっ！　こんな人ひと気けのないところに連れ出して、まさか少女マンガを通り越してレディスコミック的な展開を目もく論ろんでいるんじゃないでしょうね!?」

「連れ出してって、トイレについてきてって言ったのは恋子じゃない」

「男はみんなそう言うんですっ！」

「言わないでしょ。っていうか、意味がわかんないよ」

「しらばっくれました!?」

「じゃあ、トイレには一人で行く？」

「お兄ちゃんごめんなさいもう言いませんッ」

　ガシッと夕ゆう也やの腕にすがりついて、涙ぐんで上目遣いに言うのだった。

「掌てのひら返すの、早ッ！」

　しかし、とは言いつつも、夕也は恋子の顔を直視できずに視線を泳がせてしまっていた。

　黒髪美人のゆすらやダイナマイト的な琴こと音ねに比べると少し地味ではあっても、恋子は表情豊かな猫系美少女なのだ。

　そんな女の子に密着されて、嬉うれしくないはずがない。

　しかも、年下幼なじみからの『お兄ちゃん』という呼ばれ方。耶や宵よいの聞き慣れた『兄にい様さま』とはまた違ったその響きは、夕也の中の兄としての本能的な部分を強烈に刺激する。

　――ダメだってば、僕！　恋子は幼なじみ！　妹みたいなもんなんだから！　恋子は妹恋子は妹恋子は妹……うわああッ、なんでだっ、妹だと思った方がまずい感じに自分の中で盛り上がっていく!?

「……どうしたんです？」

　不思議そうな顔で恋子が見上げている。

「ええと、わかったから少し離れよう？」

　夕ゆう也やに言われて、恋れん子こは顔を赤くした。しかし、いつもならすぐに飛とび退のくようにして離れるというのに、今日に限ってふくれっ面で、

「……耶や宵よいちゃんのときはデレデレしっぱなしでそんなこと言わないじゃないですか」

　そう言いながらさらに腕に強くしがみついた。

「ええっ!?　だ、だって、耶宵は妹で……」

「この前の朝は生徒会長も腕に抱きついて寝てましたよね!?」

「ちょ、それは僕の意志とか関係ないし、それを怒られても……！」

「ゆすら先輩に至っては、な、何回引っ付いて寝てたことか！」

「それも僕が寝てて知らないところでの話だよね!?」

「なのにあたしはすぐに離れろとか、なんか差別されてる気がしますっ！」

「はあっ!?　差別って何!?」

「どうせあたしには当たる胸もないですから引っ付かれても面白くも何ともないんでしょうけど！　でも、だからって差別するなんてあんまりですっ！」

「なんでそうなるの!?　意味がわかんないし、これはこれで理不尽だーっ！」

　噛かみ合わない言い合いもここまできて、恋子はようやく自分が口走ったことに気がついたらしい。顔をさらに真っ赤にして、

「よ、よ、要するにっ！　最近周りに女の子が増えて色々アクシデントとかが増えたからって鼻の下伸ばしまくりじゃないですかってことですッ！」

「いや、だからさ、僕はむしろ別の部屋で寝たいとか、そうならないように提案してるじゃない。それを却下してるのは恋子も含めたみんなだよ？」

　生徒の自主性を過度に尊重する秋あき月つき学がく園えんでは、新規の部活動設立も推すい奨しようしており、そのために部室棟にはまだ見ぬ部活のために用意された空き部室が山ほどある。

　女の子と同室で寝るより、その一室のどこかに避難した方がいい、と主張した夕也を止めたのは、他ならぬ恋子も含めた女の子たちだった。

「そ、それは……ええと」

　恋子は困ったように少し考えて、

「あ！　な、仲間なんだから、一緒の部室を使うのは当たり前です！　もう一個部室を占せん拠きよとかしたら生徒会長も怒るでしょうし」

「怒るかなあ。あれだけ空きがあるのに」

「怒ります！　たぶん！」

「まあ、それはともかく、一回離れようよ。差別とかじゃなくて、照れるんだってば」

「あうう」

　耳まで赤くして、恋子は夕也の腕を解放した。

「ふう。しかし、やっぱり怒るかなあ、琴こと姉ねえ。保健室の彼女が仲間になってくれたら、さすがにあの部室じゃもう狭いと思うんだけど」

「あの人のことはもうあきらめた方がいいんじゃないですか？　毎日通ったってなんにも進展がないじゃないですか」

「うーん、やっぱりそうかなあ。でも、他に当てもないしねえ」

「それはそうですけど……でも、頑かたくなだし、変態だし、露出狂っぽいし、あたしもゆすら先輩もさらわれそうになりましたし」

「その前には僕もね」

「あんたは『かけた』じゃなくて『さらわれた』だったじゃないですか」

「そういえばあのときさ、昔みたいに呼んでくれたよね」

「は？」

「いや、お兄ちゃんってさ。ついさっきも呼んでくれた気がするけど」

「は、話をぶった切るにもほどがありますっ」

「いやいや、重要だよ？　僕はまた恋れん子こにそう呼んでもらえてかなり嬉うれしかったんだから」

「……っ！」

　恋子は夕ゆう也やから目を逸そらして、視線を窓の外へと向けた。

「な、ななな、な、何を言ってるんですか！　た、たかが呼び方くらいで……」

「全然違うってば。そもそもあんたって、名前どころか代名詞じゃない。それがお兄ちゃんになればランクアップしたって気がするでしょ」



    

  
    
      



    

  
    
      　恋れん子こは立ち止まり、夕ゆう也やに背を向けて窓の外を睨にらんだまま、むむむと数秒唸うなって、

「じゃ、じゃあ、しょうがないから、と、ときどきは、お、お兄ちゃんって呼んであげることにします」

　消え入るような声でそう言った。

「ときどきなの？」

「つつ、つ、つけあがるんじゃねーですっ！　これでも大サービスなんですから！　ゴチャゴチャ言うと、もう呼んであげないですよ!?」

「あ、それは困るな。ま、たまにでもゼロよりいいか。うん、ありがとう」

「……バカ。シスコン」

「バカは酷ひどいなあ」

「ふん、いいから早く行きますよ」

　やっぱり真っ赤な顔を背けたまま、恋子はすたすたと歩き始めた。

　夕也は優しく苦笑して、そんな恋子を小走りで追いかけるのだった。



　　　＊



　恋子と夕也がトイレから戻ってきたのを狸たぬき寝ね入いりの薄目で確認して、耶や宵よいは心の中で舌打ちをした。

　夕也が他の女と一緒にいるのは面白くない。

　が、今は怒鳴りつけたい気持ちをグッと堪こらえ、再び二人が寝入るのを待って、耶宵は部室を抜け出した。

　そのまま第二武道場に向かう。近づくにつれて、厳しい指導の声や激しい気合いの声が聞こえていて、なにがしかの武道系部活動が活動中であることは明らかだった。

　耶宵は物陰から様子を窺うかがい、汗を拭ふきながら剣道着姿の男子生徒が一人出てくるのを確認すると、小走りに近づいて「あの」と声をかけた。

　心の中の小悪魔的な笑みを、清純さと愛らしさで隠かくして。

　兄を取り返す。

　しかし、一度失敗した以上、直接的な手段は得策ではない。

　――だったら、上う手まく他人を使うしかありませんの。一番手っ取り早いのは、一回負けたとはいえ武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに追い出してもらうこと……！

　そのための布ふ石せきを打つ。

　そう考えながら、耶宵は剣道着の男子生徒に微笑ほほえみかけた。

「あの、お兄ちゃんは武装風紀委員の人ですの？」

　一瞬にして耶や宵よいの微笑ほほえみに心を奪われた剣道部員はデレッと相好を崩くずして、

「ああ、そうだが……君は？」

「うふふ、私のことなんかどうでもいいですの。それより、お兄ちゃんに教えてほしいことがありますの」

「ああ、妹みたいに可愛かわいい君のためならなんだって教えてあげるよ」

　必要なものは情報。裏から糸を引くには、もっと詳しい事情を知っておく必要がある。

　負けたからか、戦いの内容については語りたがらない琴こと音ね。

　魔法がどうとかよくわからないことを言って、はぐらかそうとする兄。

　なぜ双方とも隠かくそうとするのかはわからないが、これから事態をコントロールするには知っておく必要がある。

「ねえ、お兄ちゃん。帰宅しない部と戦った夜、いったい何がありましたの？　どうして数に勝まさる武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいが負けちゃいましたの？」

「それは……信じられないかもしれないが、熊の剥はく製せいが動き出したんだ」

「は？　熊の剥製が……動いた？」

　熊の剥製。それは、あの帰宅しない部の部室にあるボロボロのアレだろうか。

　確かに、夕ゆう也やたちはそんなことを言っていた気がする。恋れん子こが熊の剥製を動かして武装風紀委員部隊を撃退したのだ、と。

　あれは冗談ではなかったのだろうか？

　しかし、あの剥製が動いた、と言われても耶宵には理解できなかった。

「そうなんだ。突然動き出して、隊長たちでさえあの熊には手も足も出なくて」

　――意味がわかりませんの。でも、この人もこんな変な嘘うそをつく理由もないはずですの。

　そう思えばこそ、ますますわけがわからなくなる。

「それは、誰かが熊の剥製を動かしたとか、投げたとか、そういうことですの？」

「違う違う！　まるで生きてるみたいに……いや、違うな。むしろゾンビか。そう、映画とかのゾンビみたいに、勝手に動いてたんだよ！」

　唇くちびるに人差し指を当てて、耶宵は少し考え込んだ。

　ゾンビ。

　ゾンビやゾンビの作り手に感情移入する変な幼なじみ。

　夕也が言っていた、「恋子は魔法使いなんだよ」という言葉。

　果たしてトリックなどで、剥製の熊を生きているかのように動かすことなど可能なのだろうか。しかも、武道有段者を倒してしまうような動かし方が。

　――あの熊、もう少し調べてみた方がよさそうですの。それと、恋子ちゃんについても。

「でも、君みたいな妹可か憐れんな女の子がどうしてそんなことを？」

「あ、いえ、ちょっとした好奇心ですの。それより、お兄ちゃんに聞いてほしい話がありますの。実は生徒会長の秋あき月つき琴こと音ねなんですけど……」

　耶や宵よいは何を吹き込んでやろうかと思案しながら、妖あやしい微笑ほほえみを浮かべた。



    

  
    
      
第三章　学園リベリオン



　ゴールデンウィークが終わり、また秋月学園にいつもの日常が戻ってきた。

　が、その日常にもすぐに亀裂が入り始めた。

　ゴールデンウィークが明けた初日の昼休み、生徒会室で、琴音は武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの隊長たちに詰め寄られていた。

　先頭で気炎を上げるのは二番隊隊長の右う京きよう。その妹の脇で、対照的に一番隊隊長の左さ京きようは静かに瞑めい目もくしていた。

「あらあら、どうしたの、皆さん、右京さんも、そんな怖い顔して」

「どうしたじゃないよ！　これ！」

　ばん！　と右京が机の上に叩たたきつけたのは、何枚もの写真だった。

　買い物のときのチャイナドレスの写真。

　帰宅しない部の面々とポップコーンやら飲み物やらを手に視聴覚室に入っていく写真。

　やはり帰宅しない部のメンバーと近くのスーパーに食料を買い出しに行く写真。

　家庭科実習室で料理をする写真。

　これでもかと、ゴールデンウィーク中の、帰宅しない部と一緒にいる琴音の姿が写し出されていた。

「だから、彼らに近づいて情報を集めると言ってあったでしょう？」

「確かにそれは聞いたよ。でも、やり方ってあるでしょ！　仲良くするだけならともかく、会長自身が一緒になって泊まり込んで規則を破ってるんじゃ他に示しがつかないよ！」

　右う京きようの主張に、他の隊長たちも同調して声を上げ始めた。

「そうです！　ただでさえ琴こと音ね様があいつらと仲良くしてるのを腹立たしく思ってる隊員も多いんだ！」

「ってか、俺おれらも面白くありません！　そんなんなら、多少の怪け我がは覚悟で直接対決に臨のぞむ方がマシってもんだ！」

「生徒会長ご自身が規則を無視していることを指摘する隊員も増えてきているんです！」

「是非、作戦の方針を転換して下さい！」

「それは困ったわね。でも、閉門後の時間を使わないとなると、仲良くなるためのハードルは一気に高くなるわ」

「だとしたら、その作戦自体に欠けつ陥かんがあったってことでしょ」

「手厳しいわね。左さ京きようさん、なんとか言ってあげてちょうだい？」

　琴音に助けを求められて、左京は静かに目を開いた。

「自分は、生徒会長殿を信じております」

「あらあら、ありがとう、左京さん」

「しかし、生徒会長殿は自分たちを信じて下さっているのでしょうか？」

「え？」

「今回の作戦、妹の言うように腑ふに落ちない点が少なからずあります。生徒会長殿には何か他の思惑がおありなのでは？」

「……」

　琴音は一瞬、言葉に詰まった。

　他の隊長たちも揃そろって口をつぐみ、琴音と左京のやりとりに聞き入っていた。

「自分は、生徒会長殿のお考えをすべて理解する必要はないと思っています。しかし、妹のように、それでは不安を感じる者もいるのです」

「……そうね。そうかもしれないわ」

　少しうつむいて、琴音は、

「みんなを信じていなかったわけじゃないの。でも、きっと反対されると思ったから言わずにいたのよ」

「反対されそうなことこそ言わなきゃダメだと思うけど」

「右京、途中で口を挟むな」

　唇くちびるを尖とがらせる右京を、肩を叩たたいて左京が諫いさめた。

「それで、生徒会長殿は何をお考えだったのですか」

「わたくしは、夕ゆうくんを……帰宅しない部の中心人物である柊木ひいらぎ夕ゆう也やを生徒会に迎えたいと思っているの」

　琴こと音ねがそう言った途と端たん、隊長たちは口々に驚きよう愕がくの声を上げた。

「はあ？　琴音様、何を……！」

「反対です！」

「従弟いとこを思いやるのは結構ですが、あの男は再三の警告も無視して我らにケンカを売っている敵ではありませんか！」

「静かに」

　左さ京きようがざわめく隊長たちを手で制した。そして静まりかえった中、

「生徒会長殿。本気ですか」

　と静かに問うた。

「ええ」

「ありえないよッ！」

　怒りに握りしめた拳こぶしを震わせて、右う京きようが叫んだ。

「それって、犯罪者を罰することもしないで警察で雇うようなものじゃないかッ！」

「そうね。でも、それだけの価値があると思うわ。夕くんの作る料理は絶品よ？　一度食べてみれば、きっとみんなもわたくしの言っていることがわかると思うわ」

「料理って……！　食べ物なんてどうでもいいよ！　そんなことのためにあの男を生徒会にとかって言ってるの!?」

「もちろん、それが全部じゃないわよ？　あの熊の剥はく製せいがどうして動いたのかはまだわからないけど、仮にそれが夕くんの才能や実力に関係ないことだったとしても、たった三人で武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに刃向かうような度胸は本物でしょう？」

「才能や度胸がいくらあっても、ルールを守らない人に生徒会メンバーになる資格なんてないよっ！　生徒会のメンバーは全校生徒の模も範はんになるべきじゃないの!?」

　右京の剣けん幕まくを受け流して、琴音はふう、とため息をついた。

「だから言わずにいたのに」

　その言いぐさが、右京の癇かんに障さわったらしい。

「それってさあ、会長はボクたちよりも、彼を高く評価してるってことだね!?」

　右京はそう喚わめき散らしながら、机を思い切り叩たたいた。

「もう、どうしてそう極端なの？　右京さん、少し落ち着いて……」

「またそうやって煙けむに巻まこうとして！　こう言っちゃなんだけどね、会長！　今回の一連の行動は、男に入れこんで流されてるようにしか見えないよ！」

「あら、酷ひどい言われようね」

「事態の深刻さに気づいてないんだね。ボクや姉さんはともかく、大半の隊員は会長への憧れや恋心で従ってるんだ。会長が特定の男を追いかけてるとなれば、どうなると思う？」

「……」

「とにかく、会長がボクらの忠告に耳を傾けないっていうなら、考えがあるから！」

　右う京きようはくるりと琴こと音ねに背を向けて、乱暴にドアを閉めて生徒会室を出ていった。

「もう、熱くなると右京さんは話を聞いてくれなくなっちゃうから困るわ」

「いや、悪いけど、俺おれも彼女の言い分の方が共感できますな」

「同じく。というか、柊木ひいらぎ夕ゆう也やの件にしても、色いろ恋こい沙ざ汰たを抜いて考えても身内をひいきしているようにしか見えねえや」

「生徒会長。アイドルは恋をしちゃダメなんですよ。古くさい芸能界のしきたりじゃないけど、それで冷めるファンもいるってことで」

　口々に言いながら、他の隊長たちも次々にドアの向こうへと消えていった。

　そして残ったのは、琴音と左さ京きようの二人だけになった。

「……左京さんも、そう思うのかしら？」

「さて……。少なくとも、色恋的な動機で従っている隊員も、決してそれだけではないと自分は思います。しかし、今回の生徒会長殿のやり方は不信感を招くだけかと」

　そう言って、左京もドアの方へと歩き始めた。

　そして、ドアの前で立ち止まり、左京は琴音を振り返った。

「妹に言われました。剣を捧ささげた相手に信頼してもらえないのは悲劇だ、と」

「わたくしが左京さんを信頼していない、と言いたいの？」

「そうは言いません。……が、自分の中にも、どうやら迷いはあるようです」

「……」

「……」

　十秒ほどの沈ちん黙もく。

　その沈黙に耐えかねたかのように、左京は琴音の視線から逃げるように目を逸そらし、

「失礼します」

　つぶやくようにそう言って、退室していった。



　　　＊



　放課後。

　耶や宵よいはいそいそと高等部へとやってきた。

　――うふふ。今日も武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの人に琴こと姉ねえ様のことを色々吹き込みますの。それで琴姉様が焦って帰宅しない部潰つぶしに本腰を入れてくれればよし、そうでなくても私から兄にい様さまを奪おうとする琴こと姉ねえ様に嫌がらせができて、どっちに転んでもいい感じですの。

　ゴールデンウィーク中、耶や宵よいはずっと兄たちの目を盗んでは武道系の運動部員に接触してはあることないことを吹き込みまくっていたのだった。

　そして、今日も地道に琴こと音ねの評判を下げようと、第二武道場へと足を向けたのだった。

　――あら？

　いつもと様子が違っていた。

　武道系の部活が使う武道場からは、いつも外にまで厳しい凛りんとした雰ふん囲い気きのようなものが漏もれ出していた。

　が、今日はもう部活動が始まっている時間であるにもかかわらず、その雰囲気がまったく感じられなかった。

　かといって、人の気配がないわけでもない。

　首を傾かしげながらおそるおそる武道場を覗のぞき込こんでみると、剣道部のみならず空手部や柔道部も一緒になって、練習するでもなく集まっていた。

　――なんですの……？

　ざわめく武道場では、やがてサイドアップテールの女子生徒が武道系部員たちの前に歩み出た。そしてその女子生徒はコホンと一つ咳せき払ばらいをして、武道場に集結した強こわ面もての武闘派たちを物もの怖おじせずに見回し、

「諸君！」

　と、堂々たる第一声を発した。

「ボクたちは会長に惹ひかれて、会長のために、会長の役に立とうと生徒会直轄の武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいを結成した。しかし、武装風紀委員部隊は単に会長のファンクラブではなく、会長を補佐するだけではなく、校内の治安を守り、ときには地域行事を手伝ったり、ボランティア活動をしたりという、社会貢献的な志もあったはずだ！　それは、心身を鍛きたえる武道の延長線上にある理念でもあった！」

　集まった武道系部員たちはうんうんとうなずいたりして賛さん同どうの意を示している。

　が、耶宵はそれを鼻で笑った。

　――聞いて呆あきれますの。根っこに琴姉様ラブっていう下心がある時点で、志も理念もあったものじゃありませんの。

　しかし、耶宵の胸の内など関係なしに演説は続いていく。

「でも、ボクたちをこれまで牽けん引いんしてくれていた会長自身が、そうした大切なものを見失ってしまった！　キミたちも聞き及んでいると思う。ここ最近の会長の行動を。内情を探るという建前はあったとしても、全生徒の模も範はんになるべき生徒会長が、帰宅しない部と一緒になって校則を破り、学校に寝泊まりして遊あそび呆ほうけるなんて許されることじゃないッ！」

　武道系部員たちの間に、動揺とともにざわめきも広がっていく。

「噂うわさにはきいてたけど、ホントなのかよ……」

「そういえば、なんか琴こと音ね様は帰宅しない部の男を誘惑してるとかって噂も聞いたぜ？」

「まさか。従弟いとこなんだろ？」

「関係ないだろ、従姉弟いとこ同士なら結婚もできるんじゃなかったっけ？」

「嘘うそだろ？　信じたくねえなあ」

「ゴールデンウィーク中とか、一緒に学校に泊まってたってのはホントらしいけどな」

「なんでもその男と一緒に下着買いに行ったり、チャイナドレスまで着て見せたとか」

「マジで!?」

「なんか、その男の家にまで押しかけて誘惑しようとしたとも聞いたぜ」

「あの琴音様が!?」

「いやいや、まさか」

「あ、でも、チャイナとかの件は二番隊の何人かが直接見たってよ」

「知ってる知ってる。俺おれ、その写真も見せてもらった」

「なんだかなあ。チャイナドレス姿の画像は欲しいなって思ったけど、特定の男のためだったとか聞くと萎なえるよな」

「同感。なんかさ、色々ガッカリだよ」

「俺が付き合えるとは思ってなかったけど、在学中は琴音様も誰とも付き合わないって思ってたのになあ」

「だな。まだ付き合ってるって決まったわけじゃないけど、一緒に下着買いに行くとか、意味深すぎるだろ」

　――あら、私の流した噂とか、結構広まってますのね。くすくす、これはますます面白いかもしれませんの。

　それが、どうやら演説している女子生徒にとって追い風になっているようだった。いつもなら琴音様絶対主義の強こわ面もてたちが、批判的な言葉に耳を傾けている。

「ボクたちは、帰宅しない部追い出し作戦で撤退を余儀なくされた翌日に、間を置かず第二次帰宅しない部追い出し作戦の決行を進言した！　なぜなら一度破れたとはいえ、動けないほどの怪け我が人にんも出ず、みんなの士気も充分に高いままだったからだ！　ボクや一番隊隊長の姉さんはもちろん、他の隊長たちも満場一致で同じ意見だった！　しかし！」

　演説をぶつ女子生徒は語調を強め、拳こぶしを振り上げた。

「会長はボクたちの意見を退しりぞけた！　そして、自分自身が帰宅しない部に単身接近して情報を集めるという作戦を強行した！　これ以上怪我人を出したくないと建前は立派だったけど、その本心は現状を見る限り別の目的に、しかもボクたちに対する裏切りのような目的にあったとしか思えないッ！」

　ざわめきが武道場を満たしていく。

　その中に、もはや琴こと音ねを弁護する声はなくなってしまっていた。

「静粛に！」

　女子生徒が鋭く言うと、武道場内は一瞬にして静けさを取り戻した。

「ボクたちの愛した生徒会長は堕落した！　なぜか！　ボクたちがあまりに従順すぎたがゆえに、会長に傲ごう慢まんな心を芽生えさせてしまったのだ！　立てよ、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん！　立てよ、生徒諸君！　ボクたちが愛した生徒会長の目を覚まさせるためにも、心を鬼にして、今こそ立たねばならないときであるッ！」

　立て、という言葉の意図が浸透するにつれ、また武道場内はざわめきに満ち始めた。

　が、それを意にも介さずに、女子生徒はよく通る声で、

「ゆえにッ！　ボクは今日この場をもって、会長が専せん横おうを極める現生徒会にノーを突き付け、対抗する組織――第二生徒会の発足を宣言するッッッッッ！」

　堂々とそう言い放った。

「うふふ」

　――しめしめですの。さすがにここまで騒さわぎが大きくなれば、きっと琴こと姉ねえ様も第二次帰宅しない部追い出し作戦をやらないわけにはいかなくなりますの。

　ざわめきがどよめきに変わった武道場を一いち瞥べつして、耶や宵よいはそっとその場を離れた。

「でも、ちょっと大ごとになりすぎている気もしますの……」

　そう、つぶやきながら。
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　翌日の朝。

　琴音がいつものまだ誰もいないくらいの時間に生徒会室に行くと、すでに室内から何やら慌ただしいやりとりや物音が聞こえてきていた。

　――あらあら。もう誰か来ているのかしら？

　首を傾かしげて、琴音は生徒会室のドアを開けた。

「誰か来ているの？　わたくしより早いなんて……」

　開けた瞬間に目に飛び込んできたのは、引っ越しさながらに慌ただしく資料や書類などを段ボール箱にまとめている生徒会役員たちの姿だった。

「……いったい何をしているの？」

　そう問う琴音から、大半の生徒たちはバツが悪そうに顔を背けた。

「見ての通り、生徒会の仕事に必要なものを運び出してるんだよ、会長」

　わざとらしいまでに胸を張って琴音の前に進み出たのは、引っ越し作業の指揮を執とっていた右う京きようだった。

「あらあら。そんな指示を出した覚えはないわよ？」

「いつまで支配者気取ってんの。会長はね、失しつ脚きやくしたんだよ」

「……」

　琴こと音ねは室内を見回し、最後に、作業には参加せずに壁にもたれていた左さ京きように目を止めた。

「左京さんも？」

「自分は……」

　気まずそうに目を伏せて、しかし左京ははっきりとした口調で、

「自分は、妹とは若干考え方が違います。しかし、妹の言い分にも一理あると思っています。少なくとも、この迷いが晴れるまではどちらにも与くみすることはできません」

「……そう。左京さんらしいわね」

「申し訳ありません」

「わかった？　ボクも姉さんも含めて、もう会長に手を貸そうっていう役員は誰もいない。だから、ボクは生徒会の役割を代行する組織を立ち上げたんだ。第二生徒会をね」

「第二生徒会……？」

「だって、会長だけですべての仕事をやるなんて不可能でしょ？　体育祭も近づいてきたし、このままじゃ学校行事に支障を来きたすからね。だから、ボクたちがそのための部活を臨時で作ってやってあげようってワケ。優しいでしょ？　ボクたち」

「……よくもまあ、そんなことが恥ずかし気げもなく言えたものね」

「負け惜しみにしか聞こえないよー？　ちなみに、帰宅しない部みたいなメンバー不足の未公認集団とは違うよ？　ここにいる旧生徒会役員は全員が名を連ねているし、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいもほとんどがボクたちに賛さん同どうしてくれてる。つまりね――」

　ビシッと右う京きようは、琴音に人差し指を突き付けた。

「会長は、独りぼっちになっちゃったんだよ」

「……本気なの？」

　右京にというより、琴音は目を合わせようとしない役員の生徒たちに訊きいた。

　が、誰も何も答えようとしない。言うまでもなく、それは無言の肯定だった。

　右京は誰からも返事をもらえない琴音をふふん、と嘲あざ笑わらって、

「さあ、急いで！　これから体育祭の準備とかで忙しくなるからね！　中間テストまでにある程度目め処どをつけておかないと忙しさで死ぬことになるよ！」

　周囲にそう指示を出した。

「あれ、会長、まだいたの？　邪魔だよ。どうせもう生徒会は機能しないんだからさ。生徒会って言うか、旧生徒会だけど」

　あー忙しい、とわざとらしく言って、右京は琴音に背を向けた。

「なんでこうなっちゃったのか、少し頭を冷やして考えてみれば？　でなければ、仲良しな帰宅しない部にでも泣きつけばいいよ」

　悔しさと屈くつ辱じよくに唇くちびるを噛かんで、しかしそれ以上は何も言わずに、琴こと音ねは生徒会室から立ち去ったのだった。
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　教室に行っても、琴音を取り巻く環境の変化は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　まず、誰も琴音にあいさつをしない。目さえ合わそうとしない。

　特に、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに属しているクラスメイトのよそよそしさが顕著だった。

　――なるほど、右う京きようさんの言っていたことは本当なのね。そして、その話はすでにクラスの……いえ、おそらくは高等部全体に広がっているんだわ。それはそうよね、武装風紀委員部隊のメンバーが一人もいないクラスなんてほとんどないはずだから……。

　そして、武装風紀委員部隊が第二生徒会に回ったという事実が、このよそよそしさを生んでいるのだろう。

　武装風紀委員部隊は、決して無法を働く集団ではない。しかし、武道の心得がある強こわ面もての一団である。そのつもりはなくても、周囲に威圧感を与えてしまうことはあるだろう。

　その一団が琴音から離れたと聞けば、迂う闊かつに琴音と仲良くして睨にらまれることを警戒する一般生徒の心情も理解に難くはなかった。

　ふう、と琴音は小さくため息をついた。

　泣きたい。

　屈辱と敗北感が、琴音の中で渦を巻いている。

　――耐えなさい、わたくし。こんなときこそ毅き然ぜんとしなければ。焦って惨めにもがけば、余計に人心は離れていくわ。

　涙を堪こらえて、琴音はいつも以上にピンと背筋を伸ばした。

　そして悠然と、いつもと変わらぬ調子で自分の席に向かう。

　悔しいからこそ、辛つらいからこそ。

　――まるで、あのときみたいだわ。

　自分の席に座った琴音の脳裏に、幼い頃の記憶が鮮明に蘇よみがえってきた。



　両親の諸もろ々もろの事情が重なったとかで、少しの間夕ゆう也やと耶や宵よいが秋あき月つき家に預けられたのは、琴音がまだ小学生の頃だった。

　その話が持ち上がったとき、琴音はとても喜んだものだった。

　大富豪の一人娘である琴音は何不自由なく暮らしていたし、何十人といる使用人たちも琴音には一切逆らわなかった。遊ぼう、と言えば琴音が飽きるまで遊んでくれた。

　しかしそれでも、やはり大人は大人だった。

　同い年の夕ゆう也やと、二つ下の耶や宵よいという遊び相手ができる、それがとても楽しみだった。

　が。

「じゃあ、テニスをしましょう？」

　当然夕也も耶宵も従うと思って言ったその言葉に、夕也は、

「あ、ごめん。今日は一緒にバイオハザードをやるって耶宵と約束してるから」

　あっさりとそう返した。

　断られることなど想定していなかった琴こと音ねは、数秒何が起こったのか理解できなかった。

「兄にい様さま、行きましょう？　ですの」

　夕也の腕を掴つかんで、耶宵がそう促うながした。

「あ、うん」

「ちょ、ちょっと待って。わたくしとは遊ばないって言うの？」

「そうは言ってないよ。じゃあ、一緒にゲームする？」

「わたくしは、テニスをしましょうって言っているのよ」

「だから、それは無理だってば」

　困ったようにそう言う夕也の後ろで、ニヤリと耶宵が琴音を挑発するように嘲ちよう笑しようした。

　その口元を歪ゆがめるような笑い方が、琴音の神経を逆さか撫なでする。

「夕ゆうくん、この家では、誰もわたくしに逆らえないのよ。大人のメイドたちや、執事たちだって。なのに、夕くんはわたくしに逆らうの？」

「うわ、超わがまま。その性格、直した方がいいよ」

「な――」

「それに、メイドとかの人たちが琴こと姉ねえに従うのは、この家に雇われてるからでしょ。それって別に琴姉が偉いわけでもないし、琴姉自身の力でもないじゃん」

「……」

　何も言い返せなかった。

　生意気だとも思ったし、悔しいとも思った。そんな感情がないまぜになって不愉快極まりなかった。しかし、言い返せなかったのは夕也の言葉が真実であると心の奥底で認めてしまったからに他ならなかった。

　自分の立っている足場を、自分自身では支えられないという真実を。

　それは、これまで琴音が考えもしなかったことだった。

「行きましょう、兄様」

　そう言って夕也の腕を引っ張りつつ、勝ち誇ほこったように耶宵は笑った。夕也には絶対に見えない角度を、完全に計算している。

　――この娘こ……。

　強烈な悔しさと屈くつ辱じよく。それは生まれて初めて芽生えた憎悪だった。

　が、それよりももっと強く感じたものもあった。

　それは、『欲しい』という感情。無論、対象は夕ゆう也やだった。

　自分に対して、物もの怖おじせず、挙げ句意見までした度胸。

　小学生にして、琴こと音ねの間違った在り方を見抜いた目。

　それを端的に指摘して納得させてしまった言葉。

　欲しい。

　部下として。仲間として。友達として。パートナーとして。

　そして、そう思える相手を見つけた歓喜。

　それは君主たらんとする人間の本能のようなものだったのだろう。

　あるいはこの時点では、それは恋ではなかったのかもしれない。

　しかし、このときから、琴音の夕也に対する執着が始まったのだ。



　目を開ければ、あるのは好奇に満ちた冷ややかな視線。

　それにオーバーラップする、あのときの耶や宵よいの嘲あざけるような目。

　こみ上げる悔しさと屈辱。

　それでもあのときは、それらを凌りよう駕がする『欲しい』があった。

　今は、それがない。一片のプラス要素さえなく、ただただネガティブな感情だけが心を苛さいなんでいる。

　そしてまた、琴音の立場が揺らいでいる。

　あのときは琴音の中だけのことで、自分の影響力が借り物であると知っても周囲の対応が変わることはなかった。

　だが、今は、自分自身で作り上げたはずの、借り物ではないはずの立場が崩くずれ去ろうとしている。

　――わたくしが、間違っていたというの？

　築き上げてきたものが揺らぐ。だから、自信も揺らぐ。

　いや、立場とか地位とかよりも――自分の側そばから、人が離れていく。それが怖い。

　自分の周りから、誰もいなくなってしまうのではないか。

　これからの学校生活を、話す相手もなく、やるべき仕事も失って教室の片隅で独りぽつんと所しよ在ざいなく過ごす。

　そんな自分を想像すると、鳥肌が立つような孤独感と心細さがゾゾッとこみ上げてきて背筋を駆かけ上った。

　――なんとかしなければ。

　琴音は、毅き然ぜんとした態度の内に充満する不安と焦りを抑えることができなかった。
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　放課後。

　帰宅しない部の面々が、閉門まで暇をもてあまして中庭の木陰でたむろしているところに、琴こと音ねがやってきた。

「あれ？　琴こと姉ねえ、今日は早いね。いつも来るのは閉門時間ギリギリなのに」

　夕ゆう也やの言葉に、琴音は肩をすくめて寂しげに笑った。

「暇になっちゃったのよ」

「あ。もしかして、あの噂うわさって本当だったんですか？」

「……がう？」

　恋れん子このつぶやきにゆすらは首を傾かしげたが、夕也は雅まさ紀きから聞いていた話を思い出した。

　第二生徒会なる組織が発足して、生徒会長の琴音は実権を失った、という情報を。

「琴姉様が失しつ脚きやくしたっていう噂なら中等部にも流れてきてますの。っていうか、意図的に誰かが広めている気さえしますの」

「あらあら、どうにも困った品性の人が敵にいるみたいね」

「くすくす、品性はさておき、琴姉様に精神的苦痛を与えつつ孤立させる、効果的な作戦だとは思いますの」

「そりゃ効果的かもしれないけど、ちょっとやりすぎだよね」

「それだけ、向こうは生徒会長を恐れてるんじゃないですか？　ここで畳みかけておかないと不安なのかも」

「うふふ、喜んでいいのか悲しめばいいのか、少し微妙ね。現状、どちらでもなくてうんざり気味だけど」

「もうちょっと凹へこんでるかと思いましたけど、そんな軽口が出るなら大丈夫そうですね」

「がう。おっぱいさん、元気出せ」

「ありがとう、桜さくら江えさん。でも、その呼び方、なんとかならない……？」

「あ、でも、それなら、もう帰宅しない部の監かん視しとかは必要ないんじゃありませんの？」

「ああ、確かにそうなるよね。この際、琴姉も帰宅しない部に入部しちゃう？　ここのところ、ほとんど部員みたいな感じだったしさ」

「えええー!?　まさかの超展開、ついに来ますか!?」

「……おっぱいさんも群れの仲間になる？」

「あらあら、夕ゆうくんも桜江さんも心が広いのね。居場所を失ったわたくしにはありがたい申し出だけど、でも、遠慮しておくわ。やられっぱなしで泣き寝入りなんて我慢がならないもの。いずれ、すべてを取り戻すつもりよ」

「だとしたら、僕らに会ってたりしていいの？　ますます追い込まれない？」

「ここまで立場が悪くなったら、多少悪化したところで大差ないわ。それより、夕ゆうくんたちに先に謝っておこうと思って」

「謝る？　何を？」

「こうなった引き金が夕くんたちとのことだもの、夕くんたちが巻き込まれることは充分に予想できるわ。特に、音頭を取ってる右う京きようさんは第二次帰宅しない部追い出し作戦の決行を強く主張していたし」

「うげ。それは困るなあ」

「まあ、体育祭の準備で忙しくなるし、その仕事を全部持って行ってるから、そうそう作戦まで決行する余力はないと思うわ。わたくし抜きで体育祭の準備がスムーズに進行するとも思えないし」

「凄すごい自信ですね」

　やや呆あきれ気ぎ味みに、恋れん子こが言った。

「うふふ、少し嫌いや味みだったかしら。でも、客観的事実よ。中間テストも近いから閉門後まで付き合わされる作戦行動に難なん色しよくを示す隊長たちも多いはず。だから、すぐに第二生徒会が帰宅しない部のことで動く確率は低いと思うわ」

「ありがとう、注意するよ」

「どういたしまして」

「で、今日はどうするの？　僕らの監かん視し、続ける？　それによって買い出しの量も若干変わってくるんだけど」

「そうねえ……うふふ、毒を食らわば皿まで、かしらね」

「了解。リクエストは？　激励的な意味で、琴こと姉ねえの好きなモノを作ろうと思うんだけど」

「あら、嬉うれしいわ。じゃあ、そろそろスズキの時期よね。スズキのパイ包み焼きなんてどうかしら？」

「また難易度の高いものを……。人はそれを無む茶ちや振りって言うんだよ」

「あら、夕くんならきっと美お味いしく作れるわ」

「簡単に言って……。ま、近くのお店でスズキを売ってたら考えるよ」

「期待してるわ」

「あ、それから、こんなこと言うのも恩着せがましいけどさ」

「え？　何かしら？」

「愚ぐ痴ちくらいなら、いつでも聞くから」

　一瞬、琴こと音ねは呆あつ気けにとられたようにきょとんとして、

「うふふ、ありがとう、夕くん」

　そう、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「じゃあ、早速愚ぐ痴ちらせて？　あーもう、せっかく順調に進んでいた武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい用宿しゆく舎しやの建設も一時凍結よ。っていうか、もう工事は始まってるのに、使つかい途みちがなくなったらどうしてくれるのかしら。それに……」

「ええと……そうなんだ。大変だね、あはは」

　数分もしないうちに、夕ゆう也やは自分の発言を後悔し始めたのだった。



　　　＊



　翌日の放課後になって、

「愚痴を聞いてちょうだい」

　と琴こと音ねがまた中庭の夕也たちのところへやってきた。

　琴音はいつものように微笑ほほえみを浮かべている。しかし、その目が笑っていないことは夕也には一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「また？　ど……どうしたの、何かあったの？」

「今日のお昼休みに、第二生徒会と話し合いがあったのよ。そこで、向こうが提示してきた体育祭のやり方がかなり問題だったの」

「へえ。どんなふうに？」

「今年は、例年のクラス対抗の形式を廃止して、旧生徒会派と第二生徒会派に分かれて競うっていうのよ！」

「それはまた……大胆すぎる改革案ですの」

　生徒の自主性を重んじる秋あき月つき学がく園えんでは、体育祭などの学校行事も運営のその大部分が生徒の手に委ゆだねられている。しかしそれも、その生徒を代表する生徒会長と副会長の承認、すなわち捺なつ印いんがなければ決定を下すことはできないのだった。

　いかに第二生徒会が勝手にやると宣言しても、現状では生徒会長という責任ある役職は琴音が務めているのだ。だからこそ行われた話し合いだったわけだが、第二生徒会側は一歩たりとも譲歩するつもりはないのだそうだ。

「準備は全部そのつもりでやるし、もし会長が反対するって言うなら、第二生徒会は一切の準備作業を放棄して、副会長のボクもハンコは押さないから」

　琴音の前で、第二生徒会を率いる右う京きようはそう言い放ったのだという。

　そうなった場合、当然体育祭の準備は間に合わないことになる。開催さえ危うい。

　そしてそのせいで開催できなかった場合、もっとも重く責任を負わなければならないのは生徒会長である琴音なのだった。

「それって、ほとんど脅きよう迫はくみたいなもんじゃないですか！」

　恋れん子こが聞くなり憤ふん慨がいして、声を荒らげた。

　ゆすらもくいくいと夕ゆう也やの袖そでを引っ張って、

「……おっぱいさんは何が悪い？　仕事やらない人は悪くない？」

「うーん、まあ、悪いは悪いんだけど、琴こと姉ねえはその人たちにちゃんと仕事させなきゃいけない立場なんだよ。だから、その人たちと揉もめた時点で琴姉の責任になっちゃうんだよね」

「そういうことね。でも、そこにつけ込んで無理難題を吹っかけてくる根性が気に入らないわ。何か策を講こうじないと、このまま右う京きようさんのペースでいいように持って行かれてしまうもの。一応返答は保留してきたけど、準備期間を逆算すると明日にはＯＫするか代案を通すかしないと……」

　かなり焦りを顔に出して、琴こと音ねは苛いら立だたしげに言うのだった。

「……そのペースで持って行かれるとどうなる？」

　ゆすらが首を傾かしげる。

「イヤな予感はしますよね。あたしたちまで旧生徒会派に組み込まれていそうですし」

「右京さんのことだから、間違いなくそうなると思うわ」

「なんかそんなことになったら、かなりアレな感じのチーム分けが行われそうな予感があるんですけど」

「そうね。きっとそれは予感ではなくて確定事項よ。そうやってわたくしたちを徹底的に叩たたきのめすつもりだと思うわ」

「そんな体育祭はイヤです――――ッ！」

「兄にい様さまたちには迷惑なとばっちりですの」

「そうね。申し訳ないと思っているから、昨日先に謝ったのよ。そして、夕ゆうくんたちのためにも、なんとか対抗策を講じようとこうして頭を捻ひねっているの」

　そんなやりとりを聞いていた夕也が一言「うーん」と唸うなって、「あのさ」と口を挟んだ。

　女の子たち全員の視線が夕也に集まる。

「昔、僕と耶や宵よいが琴姉の家でお世話になってた頃、琴姉はテニスにはまってたよね」

「え？　ええ、そうね……」

「兄様、それが今の話とどんな関係がありますの？」

「いや、ホラ、僕が耶宵とゲームで遊ぶからって対戦相手を断ったから、メイドの雅まさ子こさんと試合してたじゃない」

　夕也が言った途と端たん、琴音と恋れん子こはシスコンエピソードに渋い顔をする。そして、それを見て耶宵はクスクスと笑っていた。

「そうね、そうだったわ。夕くんはこの上イヤなことを思い出させてわたくしを不快にさせたいのかしら」

「シスコン……。このシスコンめ……」

「え、あれ？　何か地雷踏んだ……？　ええと、悪気はなかったんだけど」

「まあいいわ。それで？」

「あ、うん。そのときにさ、琴こと姉ねえはメイドの雅まさ子こさんにコテンパンにされてたよね」

「ええ。彼女は学生時代、相当熱心にやっていたそうだから。今でも全然歯が立たないわ」

「その夜にさ、メイドの雅子さんはメイド長さんにこっぴどく怒られてたじゃない。なんでお嬢様に負けて差し上げないんだ、って」

「そうね。そして、わたくしはそのメイド長を怒ったのよ。手加減されたって面白くないから、勝てない相手に全力で挑む方がスポーツとしては正しいからそれでいいんだって」

「うん。なんかさ、ふと、今あのときのことを思い出したんだよね」

「兄にい様さま。何が言いたいんですの？」

「あはは、わかりにくかったか。つまりさ、対抗策なんてものが本当に必要なのかな、と思ったんだよね」

「は？　だって、なんとかしないと体育祭でフルボッコですよ？　それでいいんですか？」

「体育祭の目的は、何がなんでも勝つことなの？」

「……」

　一瞬、全員が言葉を失った。

「琴姉はさ、確かに本音と建て前が全然違ってたりするし、搦からめ手てから攻めるのも得意だけど、昔から芯しんっていうか筋っていうか、何か一本きっちりしたものが通ってたよね。テニスのこともそうだし、この前僕らとやり合ったときも、数こそ揃そろえたけど堂々と正面からぶつかったじゃない。ちゃんと閉門時間まで待って作戦開始だったし」

「そ、そうかしら？」

「うん、僕はそう思ってる。だからさ、何も相手と同じレベルに下りて醜みにくい争いをする必要なんかないと思う。むしろ、好きなようにやらせればいいじゃない。こっちはこっちで、相手が何をしてこようと、正々堂々受けて立つ。そのくらいの意気込みで、王者の風格ってやつを見せつけてやればいいんじゃないかと思うんだ。たとえ負けたとしてもさ」

　豊かな胸をすくい上げるように腕を組んで、琴こと音ねは少し頬ほおを染めて目を閉じた。

　そして。

「うふふ。そんな昔のこと、よく覚えていたわね」

「まあね。なんていうか、印象的だったんだよ。普通だったら勝てた方が楽しいだろうに、琴姉は凄すごいなあ、って思って」

「そうなの。……そうね、ふふふ、気に入ったわ。特に、王者の風格という表現が。採用するわ、夕ゆうくんの『無策の策』を」



　翌日。琴音は第二生徒会に対して、要求をすべて呑のみ、正々堂々戦うことを高らかに宣言したのだった。



    

  
    
      
第四章　学園アンビバレンス



　二度目の話し合いが終わり、琴こと音ねが去った生徒会室で、右う京きようをはじめとした第二生徒会の面々は混乱していた。

　座ったまま、もうこの部屋には用などないというのに、立ち上がることさえも忘れて。

　第二生徒会では、自分たちが突き付けた要求に対して、琴音は何らかの手を打つか交渉を持ちかけてくると踏んでいたのだ。

『受けて立ちます。書類はどこ？　すぐにでも判を押すわ。うふふ、好きなように企画を立てなさいな。わたくしは逃げも隠かくれもしません。正々堂々、スポーツマンシップに則のつとって、あなたたち第二生徒会と対決することを誓いましょう！』

　まさか、そんなふうに全面的に受け入れるなどとは夢にも思っていなかった。

「ふ、副会長。生徒会長はどういうつもりであんなことを言ったんでしょう？」

　不安そうに、一年生の役員が右京に訊きいた。その質問は、すでに十回以上繰り返されているものだった。

「……それがわかれば苦労はないよッ」

　返答にも、苛いら立だちが出てしまう。

　それほどまでに、右京自身も混乱していた。

　――会長が何も考えずに明らかに不利な条件に全面賛さん同どうするはずがない。きっと何かある。だからこそ、あんなに晴れやかな顔で胸を張って宣言できたんだ……！

　しかし、どんなに考えても琴音がどうやって不利を覆くつがえすつもりなのか、まったく思いつかなかった。

　それがまた不安を呼ぶ。

　わからないから不安になる。

　不安になるから考える。

　指揮官の不安は、すぐに部下にも伝でん播ぱする。

　だから、全体が浮き足立つ。

　――くっ、わからないことを考え続けたって時間の無駄だ……！

　相手の出方が読めない。

　ならば、どうするか。

「徹底的にやるよ。会長がどんな策を弄ろうしても、覆らないぐらいに。まずは武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいに招集をかけて、それから――」

　右京は自分自身を奮い立たせるように勢いよく立ち上がり、浮き足だった仲間たちに指示を飛ばした。



　　　＊



　第二生徒会からの通達が各クラスに電撃的に届けられた。

　その内容は、

『視聴覚室、生物教室、地学教室にて体育祭のチーム分けを行うので、生徒の皆さんは今週中のお昼休みか放課後に一度、いずれかの特別教室に来て下さい』

　というものだった。

　事前に琴こと音ねから第二生徒会の思惑について聞いていた夕ゆう也やたちはともかく、他の生徒たちは前代未聞の通達に首を傾かしげるばかりだった。

「どういうことだ？」

　その通達について、雅まさ紀きも首を傾げた人間の一人だった。

「あ、雅紀の耳にも入ってないんだ。ってことは、たぶん、昨日今日とかで急ピッチで決定したんだろうなあ」

「夕也は聞いてるのか？」

「うん、琴こと姉ねえからね。今年の体育祭は、旧生徒会派と第二生徒会派で争うんだって」

「また無む茶ちやなことを決めたもんだな」

「だよね」

　とにもかくにも行ってみよう、ということで、その日の放課後に夕也は雅紀とゆすらと三人で特別教室棟へと足を運んだのだった。

　特別教室棟は通達を受けてやってきた生徒でごった返していた。

　そして、指定された各教室には、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい御ご用よう達たしのダンダラ羽織と、『第二生徒会』と記された手作り感満載な鉢巻きを着けた強こわ面もてたちが生徒の列を整理していた。

「うわ、こりゃだいぶ待ちそうだなあ」

「うんざりだな。俺おれ、行列の店より味は落ちてもすぐに座れる店に入る主義なんだが」

「でも、いつ来ても並ぶことになるんじゃない？　だったら今日済ませちゃった方が二度手間にならないと思うけど」

　雅紀は「確かに」と陰いん鬱うつそうにため息をついた。

　そんな雅紀に苦笑する夕也を見上げて、ゆすらは、

「……並ぶ？」

「うん、ちょっと退屈かもしれないけどね」

「がう」

　そして並ぶことしばし。ようやく視聴覚室に入れるか、というところで、夕也とゆすらはダンダラ羽織の人に肩を叩たたかれた。

「柊木ひいらぎ夕ゆう也やと桜さくら江えゆすらだな？　お前たちは向こうの教室だ」

「は？」

「だから、あっちの物理教室だ」

「いや、物理教室って通達には載ってなかったと思うんだけど」

「いいからあっちだ」

　屈くつ強きようそうな強こわ面もてに睨にらまれれば、それ以上の口答えもする気にはならない。

「ごめん、雅まさ紀き。なんかわかんないけど、僕ら特別扱いらしいから」

「ああ。言うだけ無駄かもしれないが、気をつけてな」

「気をつけられるものならね」

　指示に従って夕也とゆすらは列から離れ、物理教室までやってきた。物理教室前の廊ろう下かは大混雑の視聴覚室前に比べて閑散としていた。

「……誰もいない」

「だね。僕ら、なんのために並んでたんだろうね」

　訝いぶかりながら物理教室のドアを開けると、小さな段ボール箱が一つ、机の上に置いてあった。

　そして、暇そうにあくびをする武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの人が一名。

　そのあくびさんは夕也たちに気づくと、

「そこの用紙に学年・クラス・名前を書いて、そこの箱に入れて」

　と投なげ遣やりな感じで指示を出した。

　段ボール箱には、『旧生徒会派チーム』と記された紙が貼はってある。

「ええと……これ、第二生徒会派の箱もあって初めて成立するやり方じゃないの？」

　夕也が訊きくと、あくびさんは面倒くさそうにひらひらと手を振って、

「俺おれに訊かれても困る。ただ、これでいいんだと言われているがね。帰宅しない部の人間は第二生徒会派チームには要いらん、ってことだろ」

「それって、露骨すぎなんじゃ……」

「どうせ第二生徒会の箱があったって入れないだろ？」

　そう言われて、夕也は少し考えてみて、

「あー、うん、入れないかな」

「がう。入れない」

「じゃあいいだろ。さっさと名前書いて入れちゃってくれよ」

　そう投げ遣り気味に促うながされて、夕也とゆすらは言われるままに用紙に記入し、旧生徒会派箱に入れて物理教室を出たのだった。

　そして視聴覚室前で雅紀と合流すると、雅紀は夕也の顔を見るなり眉まゆをひそめて、

「ありゃ酷ひどいな」

　と小声で言った。

「うん、こっちも色々酷ひどいとは思ったけど……そっちはどんな感じだったの？」

「要は投票だな。名前を書いた紙を第二生徒会か旧生徒会かどっちかの箱に入れる形式だったんだが、第二生徒会の腕章着けた武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんが何人も目を光らせてるんだぜ？　あの環境で旧生徒会に入れられるはずがない。普通は箱じゃなくて投票用紙に書くもんだろ、どっちのチームかなんて。箱に入れる段階で監かん視ししてる武装風紀委員に選択が丸わかりじゃあ選択肢なんかないに等しい。まるで独裁政権下の選挙だよ。すまないが、俺おれも旧生徒会に入れる度胸はなかった」

「うーん、予想通りすぎて逆に笑えてくるなあ」

「笑いごとじゃないだろう。このままだと帰宅しない部と生徒会長の数人で高等部全員と戦う羽目になるんだぞ？」

「だね。まあでも、なんとかなるって」

「何をどうしたらどうにかなるっていうんだ……」

「……ユウができるって言ったらできる」

「ま、確かに夕ゆう也やは一度奇跡を起こした男だからな。なんていうか、アレだ。頑張ってくれ。俺にできることがあるなら手伝うから」

「うん。まあ、何もする気はないんだけどね」

　そう笑いながら、夕也は心配そうな親友に見守られながら特別教室棟を出たのだった。



　そんな高等部の喧けん噪そうを校舎の陰から窺うかがっていた耶や宵よいは、少々焦っていた。

　道行く生徒たちの会話から、おおよその事情は把握できる。

　旧生徒会派と第二生徒会派に分かれて争う体育祭。全校生徒対帰宅しない部と琴こと音ねという構図。そしてそれが意味する、兄のピンチ。

　――どうしてこうなったんですの……？

　耶宵が目もく論ろんだのは、下からせっつかれて抑えきれなくなった琴音が、帰宅しない部潰つぶしをやらざるを得ない展開になることだった。

　もしくは、琴音の指揮下から離れた武装風紀委員部隊が第二次帰宅しない部追い出し作戦を決行する、という流れ。そのどちらかだったはずなのに。

　いつの間にか、耶宵が投げた小さな雪玉が原因で雪崩なだれが起こっていた。

「……。私のせいじゃありませんの。私、しーらない、ですの」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、耶宵はそそくさと逃げるように高等部の敷地を後にしたのだった。
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「なんかさ、生徒会内のいざこざで体育祭のやり方が変わるって意味わかんないよね。巻き込まれるこっちはいい迷惑っていうか」

「そもそも生徒会長と副会長ってなんでケンカしたんだ？」

「さあねえ。生徒会長が好き勝手やりすぎたんじゃない？　なんか男漁あさりに夢中になってたとかっていうし」

「しっ！　柊木ひいらぎ君に聞こえちゃうよ」

「いいんじゃないの、別に聞こえても。女の子ばっかりの帰宅しない部とか作ってるんでしょ？　武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんとか言って男をはべらせてた生徒会長と同じじゃない。さすが従姉弟いとこって感じ」

「確かにね」

　チーム分け投票が始まって二、三日もすると、あまりに露骨な対立ぶりからか、琴こと音ねの孤立に関して一般生徒の間でも色々と噂うわさ話ばなしが囁ささやかれるようになった。

　そして、チーム分けの結果、全校生徒対琴音＋帰宅しない部という構図が見え始めると、とばっちり的に夕ゆう也やや帰宅しない部への陰口も増え始めた。

「困ったもんだなあ」

　教室にいれば聞こえてくるそんなやりとりに、夕也は苦笑いを浮かべた。

「だな。知り合いの女の子には、お前がそんなヤツじゃないことは言ってるが……正直、火消しが追っつかない感じだ」

　雅まさ紀きも肩をすくめて、そううなずいた。

「いや、まあ、いつの間にか周りが女の子だらけになってるのは事実だしね」

「そうかもしれないが、それは結果論だろう？」

「まあね。でも、それより琴こと姉ねえの悪評の方が気になるなあ。いくら実権を失ったからって、ちょっと評価がひっくり返り過ぎじゃない？」

「うーん。まあ、そういうものではあるけどな。不良がちょっといいことをすれば一気に株が上がって、優等生は一回悪いことをしただけで評価がガタ落ちする、とか」

「それはそうだけど」

「にしても、確かに噂が浸透する速度が異常な気はするな。噂に尾ひれはつくものだが、ちょっとエスカレートが過剰すぎるように思えるよ。もしかしたら、誰かが意図的に流しているのかもしれない」

「第二生徒会ってそこまでやってるのかな？」

「かもな。調べてみるか？」

「いや、いいよ。たぶん、僕らが噂のもみ消しで動いたりすれば、火に油でしょ」

「まあ、そうかもな。必死に否定するのは認めているのと一緒だ。少なくとも、周囲からはそう見えるだろうな」

「だったら自然消滅を待った方がいいと思う。そのうち飽きるよ。体育祭が終わればさ」

「お前は気楽というか、ずいぶん落ち着いてるな」

「だって、人の口に戸は立てられないし」

「大物なのか鈍感なのか」

　呆あきれ気ぎ味みに笑う雅まさ紀きに、夕ゆう也やも笑みを返した。

「一応、面白くはないんだよ？　でも、それで躍起になったりするのは思おもう壺つぼっぽいしさ」

　そして頬ほお杖づえをついて深く嘆息しつつ、

「ホントはなんとかしたいんだよ。でも、根っこにあるのはたぶん琴こと姉ねえと仲間とのケンカなんだよね。僕が何かすると余計にこじれそうなんだよなあ」

　夕也はそうぼやくのだった。
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　正々堂々宣言以降も、旧生徒会と第二生徒会の間での会議は度々開かれていた。

　とはいえ、それは会議というよりはただの報告会で、第二生徒会側からの決定事項に琴こと音ねが判を押すだけの集まりだった。

「右う京きようさん。一つ訊きいていいかしら？」

　提出された書類に目を通しながら、琴音は頬が引きつりそうになるのを我慢しながら、真向かいに座った右京に言った。

「何？」

「どうして体育祭のプログラムに野球やサッカーが入っているの？」

「ふうふっふ、斬ざん新しんでしょ。体育の祭典なんだから、団体球技があったっておかしくないと思うんだよねー。あ、一応、該当部活のレギュラーは人数制限を設もうけるから安心してよ」

「よく言うわね……」

「あれー、こっちが何を企画しても受けて立つんじゃなかったっけ？」

「……」

　どうやら、右京は本気で完かん膚ぷ無なきまでに叩たたき潰つぶしにきたようだ。

　そう考えて、琴音は自じ嘲ちようした。

　右京の最大の長所は、策を立案する頭脳でも、情報を巧たくみに集めてくるフットワークでもない、と琴音は考えていた。

　――右京さんの最大の長所は、この容よう赦しやのなさだものね。

　よく知る元片腕が、一番買っていた長所を最大限に活いかして自分に牙きばを剥むく。

　どうしてこうなったのだろうか。

　そう考えているうちに、この学園に入学したばかりの頃の思い出が自然と蘇よみがえってきた。



　中等部の一年生のとき、琴こと音ねと左さ京きようとはクラスメイトだった。

　凛りんとした雰ふん囲い気きの左京はクラスの中では目立っていたのだったが、さらに琴音を驚かせたのは、入部早々に剣道部の新入生歓迎を謳うたった地稽古で、並み居る先輩たちを全員叩たたきのめしたという事件だった。

　剥むき出だしのような、才能の原石。

　その輝きは、君主たらんとする琴音の本能を強烈に魅み了りようした。

　――欲しい。

　夕ゆう也やに感じて以来の、その感覚。

　その才能をどう運用するか、とはその時点では考えなかった。

　ただただ、きらめくその才能を手元に置いておきたい、という強烈な欲求だけがあった。

　剣の腕の逸いつ話わと、射貫くような視線、寡黙な性格。

　怖い、という印象を持ち始めて近寄らなくなり始めていたクラスメイトたちを尻目に、琴音は積極的に左京に話しかけた。

　そして、左京を介して、双子の妹である右う京きように出会った。

　姉とは違い、よく喋しやべる妹。剣の腕こそ姉には及ばないものの、頭の回転の速さは何気ない会話の端々に感じ取れた。どこからともなく噂うわさ話ばなしや情報を仕入れてくる能力も。

　――姉が姉なら、妹も妹ね。二人して『欲しい』と思わせるなんて。

　そして、むくむくと鎌かま首くびをもたげてきたのは、親の影響力ではない、自分自身の手で自らの立場を作り上げたい、という欲求だった。

「ねえ、貴女あなたたち。わたくしと一緒に、天下に覇はを唱える気はない？」

　唐突な琴音の言葉に、双子は首を傾かしげた。

「は？　何言ってんの？」

「それはどういう意味です？　この学園を支配するとでも？」

「学園？　そんな目先のことではないわ。将来的に、ビジネスでも政治でもなんでも構わないから……いいえ、その全部を使って、日本を、ひいては世界を動かすような大きなことをやるのよ！」

　力説する琴音に、二人は一瞬ぽかん、として、その後に笑い出した。

「あはは、具体性がなんにもないよ」

「確かに。そもそも、貴女の秋あき月つき家はすでに各界に多大な影響力を持っているのでは？」

「そうね。でも、家の力で満足する気はないわ。もちろん、使えるものはなんでも利用するけれど、でも、わたくしはわたくしの手で何かを成し遂げたいの！　いいえ、わたくしと、志を同じくする仲間たちとの手で、が正確かしら。貴女たちには才能と魅力を感じるわ。わたくしが何かを成そうとするとき、一緒にいてほしいの。手を貸してほしいの」

　ふうん、と、右う京きようはイタズラ好きの少年のような笑みを浮かべた。

「面白そうだね。ボクはその話、乗ってもいいよ。退屈しなさそうだし」

「ありがとうございます、右京さん」

「姉さんは？」

「……。わかりました。自分に何ができるかはわかりませんが、そこまで自分を評価して下さるなら、微力ながらお力添えしましょう」

「本当に!?　うふふ、嬉うれしいわ。とっても」

「それで、まず何をするの？」

「そうね。生徒会を掌しよう握あくしましょう。そこで組織運営について練習するの」

「生徒会って……生徒会長になるってこと？　ボクたち、まだ一年生なのに？」

「一年生が生徒会長になってはいけないという規則はないわ」

「しかし、現生徒会長はまだ任に就いたばかりで、次の選挙は三学期なのでは？」

「ええ。三学期の生徒総会で選挙が行われて、会長と副会長が選任される。でも、おかしな話だと思わない？　去年の三学期にまだ入学していなかったわたくしたちは、その選挙に参加していないのよ？　わたくしたち一年生は、自分たちで選んでもいない生徒会に様々な決定権を委ゆだねなければいけないの。こんな理不尽ってないわ。特に、生徒の自主性を重んじて、生徒会に多大な権限が与えられているこの秋あき月つき学がく園えんでは」

「なるほど、そこをつついて、制度の改正を要求する気なんだ。それで、生徒会長を選出する選挙をやり直させるんだね？」

「うふふ、その通りよ」

　にっこりと、琴こと音ねは微笑ほほえんだ。

「うん、面白いね、それ。主にルールに則のつとって学校や三年生にケンカを売る感じが」

「もちろん、生徒会を掌握したらぐうの音ねも出ないくらい学校を良くするつもりよ」

「確かに、そこまでやる以上、学校が劇的に良くなることは必須かと」

「そうね。それについては、すでにいくつか案を考えてあるわ」

「よーし、じゃあ作戦会議だねっ！　ボクも今思いついたんだけど……」

　結果的に、一年生の時点で琴音は生徒会長の座を勝ち取った。

　言うまでもなく、生徒会長に就任して以降、琴音はいくつもの改革を断行し、生徒たちにその手腕を見せつけた。その後の中学時代、そして高等部に上がっても実績によってその座を不動のものとした。

　が、実績がまだないこのとき、何より力を発揮したのは姉妹の影響力だった。

　入学早々剣道部で存在感を示した左さ京きようは、武道系運動部の票を集めるのに一役買った。

　そして右京は、琴音の美び貌ぼうに注目して「どうせなら可愛かわいい生徒会長の方がいいよね」という風潮を作り出して男子の票を集めた。また、これまで女子の生徒会長が圧倒的に少なかったという学校の歴史を調べ上げ、「これまで女の子の会長が選出されてないのはおかしい！　女の子代表を、女の子の気持ちがわかる生徒会長を選ぼう！」と女子を煽あおった。

　そして、のみならず、現会長について徹底的に調べ上げて、それこそ道で拾った百円をネコババしたとか、一年生のとき文化祭の準備をサボったとか、そんな些さ細さいなことまでも巧こう妙みように悪評として生徒たちの間に浸透させたのだ。

　その徹底したやり方に、琴こと音ねは頼もしさと同時に恐ろしささえ感じたものだった。

　そして、確信したのだ。

　この二人となら、自分の足場をしっかり作れるはずだ、と。

　決して琴音になびかなかった夕ゆう也やに、それを見せつけられるはずだ、と。



　ふう、とため息を一つ。

　――それにしても、皮肉なものね。夕ゆうくんを見返そうと集めた仲間がわたくしを追い詰めようとしていて、そしてその危機に、どうしても手に入らなかった夕くんがわたくしの側そばにいるなんて。

　王者の風格。

　その夕也が、琴音に言った言葉だ。

　自分には、芯しんが一本通っている。

　夕也が認めてくれた、その言葉を脳の中で反はん芻すうする。

　嬉うれしかった、その言葉を。

　だから、直感的に夕也の意見を聞き入れようと決めたのだ。

　この辛つらい逆境も、それをよりどころにすればきっと戦い抜ける、と。

　琴音は自分を落ち着かせるように一度深呼吸をして、夕也の笑顔を思い浮かべた。

　それを貫くには、相当な困難が伴うだろう。しかし、それでも夕也はその提案をしてくれたのだ。ともに戦うことを覚悟した上で。

　不安がないと言えば嘘うそになる。寂しさや悔しさ、心細さで、日々心が押しつぶされそうになっている。

　それでも。

　――大丈夫、戦えるわ。どんなに不利になったって、今回は夕くんがいてくれるもの。

　膝ひざの上で、ギュッと拳こぶしを握りしめる。

　そして――、

「わかったわ。承認しましょう」

　堂々と右う京きようをまっすぐに見つめて、そううなずいた。
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　閉門後。

　体育祭関連でどんなに混乱が起きようと、中間テストは行われる。

「ええと、あんたは頭いいですよね？　小学生の頃はテストでいい点取ってましたよね？」

　真剣な顔で、恋れん子こがそう夕ゆう也やに詰め寄ってきたのは、中間テストまで一週間を切った日のことだった。

「えーと、特別いいわけでもないよ？　学年五〇位になんとか入れるくらいで」

「充分ですっ！　ええと、あの……結構ピンチなんで、その……」

　モジモジしながら、恋子は教科書を持って夕也を上目遣いに見上げるのだった。

「恋子ちゃん、ずるいですの！　兄にい様さま、私にも勉強を教えてほしいですの」

「あー、じゃあ、今日はテスト前勉強会でもやろうか」

「はいっ！　恩に着ますっ！」

「でも、僕より琴こと姉ねえに教わった方がいいと思うよ？　琴姉は成績トップ争いの常連だし」

「うふふ、それほどでもあるけれど」

「じゃあ、私より重症っぽい恋子ちゃんは琴姉様に教わればいいと思いますの。私は兄様から教わりますから」

「おーっと、そーはさせねーですっ！」

「あらあら、不純な勉強会ねえ」

　そうやって恋子と耶や宵よいが睨にらみ合あっているところへ、

「……ユウ、今日は勉強？」

　とゆすらは歩み寄ってきた。

「うん、そういう流れだね」

「……じゃあ、私も勉強する。教えて」

「そこ――――ッ！　抜け駆がけするんじゃねーですっ！」

「何一人で兄様を独占しようとしてますの!?　まったく、油断も隙すきもないっ！」

　同時に、ゆすらは二人から突っ込まれたのだった。

　女の子たちをなだめながら、とりあえず勉強会をやるにも部室では狭いということで、夕也たちは教科書やノートを手に教室へと移動した。

　机を寄せて、それぞれが教科書を開く。

　耶宵がどれくらいのレベルかは、日々宿題を見てあげている夕也は完全に把握していた。実のところ、テストでは毎回かなり上位に位置していて、中等部時代の夕也より成績はいいくらいだった。

　意外だったのはゆすらで、数学系などは夕也が手こずるレベルの問題もサクサクと解いてしまったりした。

　が、ときおり、

「……ユウ。この問題が読めない。この字は何？」

　と聞いてくることがあった。

　何回かの質問から夕ゆう也やが類るい推すいするに、ゆすらの漢字は小学校三、四年生レベルだった。ネックになるのは、問題そのものより問題の把握である。

「うん、わかった。ゆすらはこの教科書はいいから、漢字の勉強をしよう！　今度漢字ドリルでも買ってくるとして、今日は読めなかった字をリストアップして覚えようね」

「がう」

　そして、恋れん子こは。

「……。これは酷ひどいわね……」

　琴こと音ねをしてそう言わしめるレベルだった。

「中学レベルの基礎はなんとかできているみたいだけど、木き滝たきさん、今学期は授業中に何をしていたの？」

「うう、面目ないです……」

「恋子ちゃん、ダメすぎですの。巨乳で頭が空っぽというのはよく聞きますけど、その胸で空っぽなんて……」

「……仲間にそんなこと言うな。胸はともかく」

「ともかくじゃねーですっ！」

「そうね。見た感じ、木滝さんもバカというわけではないわ。原因は完全に努力不足ね」

「だって、だって、家業の方でも覚えることがたくさんあって、学校の勉強にまで手が回らないんですよう」

「あー、なるほど」

　魔法のことを思い出して、夕也は納得顔でうなずいた。

　魔法陣の図形や呪じゆ文もんのみならず、方角だの星の位置だのと恋子が呟つぶやいていたのを夕也も聞いているのだ。死体を動かすような超常現象を引き起こす技術なのだから、それを扱うために恋子は相当な勉強をしているのだろう。

「あら、家業ってなんなのかしら？」

「いっ、あの、なんでもねーです！　あたしの努力不足の言い訳にはならないって今気づきました！　頑張ります！」

「……？　まあ、そうね。言い訳はよくないわ。それに、巨乳の女はバカっぽいなんて低俗な迷信、バカバカしくて笑う気にもなれないわね」

　前髪をかき上げながらそう宣のたまう琴音の胸が揺れた。

「でしょうね……」

「……がう」

　その胸に目を奪われながら、胸が不自由な約二名が少し悔しそうに同意した。

「同じ血を引いていますもの、私だっていずれは……」

「耶や宵よいちゃんはもう充分大きいですから、これ以上育たなくていーです」

「うふふ、そうはいきませんの。将来的には、恋れん子こちゃんと部長さんに圧倒的な差をつけてみせますの」

「ほほほほほ、耶宵ちゃんもわたくしの前にはひれ伏すしかないということをしっかり理解した方がいいわ」

　睨にらみ合あって火花を散らす女の子たちに、夕ゆう也やは、

「あの……勉強は……？」

　おそるおそる、そうツッコミを入れるのだった。
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　その日の夜中。

　全員が寝ている中、寝返りを打ってシュラフから飛び出したゆすらの足に蹴け飛とばされて夕也は目を覚ました。

「いてて……。ええと、あれ？」

　ほんの少し、部室のドアが開いている。

　――恋子かな？　いや、でも、恋子だったら絶対僕を起こすだろうし……。

　暗い部室内を見回せば、当の恋子はすやすやと寝息を立てている。

　――じゃあ……？

　いないのは、琴こと音ねだった。

「……」

　気になる。

　いつも通り振る舞ってはいても、孤立した現状は相当にきついはずだ。まして、今までずっと周囲に誰かがかしずいていた琴音にとっては。

　――まさか、自殺なんてしないだろうな……!?

　そう、まさか。ありえない。琴音に限って、そんなことはあるはずがない。そう思いつつも、夕也は跳ね起きて部室を飛び出していた。

　――どこだ、琴こと姉ねえ……！　ええと、最悪を想定するなら……一番手っ取り早い自殺方法は……飛び降りか！　屋上！

　校舎の階段を駆かけ上がる。

　ばん！　と勢いよく屋上へ出るドアを開けると、落下防止の金網の側そばに人影があった。

「琴こと姉ねえ！　早まらないで！」

　そう叫んで夕ゆう也やが駆かけ寄ると、人影は「え？」と振り返った。

　その人影は、予想通り琴こと音ねだった。ネグリジェの上にカーディガンを羽織っている。

　――え。

　ただ、その目からは、今も大粒の涙がこぼれ落ちていた。

「え……ええと、自殺とかはやめた方がいいと思うんだけど……」

「じ、自殺？」

　きょとんとした反応に、どうやらその気はないらしい、と夕也は胸を撫なで下おろした。

「あ、うん、そのつもりがないならいいんだ。あ、あはは……」

　琴音は指で涙を拭ぬぐって、

「心配してくれたのは嬉うれしいけど……もう、見られたくないからここに来たのに」

「……ごめん」

「だめ。許さないわ。責任を取ってちょうだい」

「ちょ、責任って……？」

　涙が止まらない目をこすりこすり、琴音は夕也に歩み寄った。

「胸を借りるだけよ」

　言うなり、琴音は夕也の腕の中に飛び込み、Ｔシャツ一枚の夕也の胸に顔を押しつけて嗚お咽えつを漏もらし始めた。

「琴姉……」

　琴音は夕也の言葉には何も答えず、ただただ身体からだを震わせて泣き続けていた。

　プライドが邪魔して、人の前で泣けない。弱みも見せられない。

　親しい人たちが去り、冷たい視線を向ける。誰もが露骨に避け、陰口ばかりが横行する。

　泣きたかったはずだ。苦しかったはずだ。

　ましてそれは、隠かくせば隠すほど重圧となって本人の心に重くのしかかる。

　それに耐えながら、琴音は第二生徒会と折衝を続けてきたのだ。第二生徒会の面々と顔を合わせること自体が、傷口に塩を塗り込む行為だというのに。

「あのさ」

　声を殺して泣き続ける琴音に、夕也はおずおずと話しかけた。

「きっと琴姉は途中で投げ出す気なんかないとは思うけど、もし本当に辛つらいなら、逃げたっていいと思うんだ。全部投げ出せば、そりゃあ負けたみたいで面白くはないかもしれないけど、気楽にはなれるだろうし。なんていうか、それは最後の手段だろうけどさ、もしそうなっても僕は琴姉は琴姉だって思うし……なんていうか、その、まあ、ホントに困ったら帰宅しない部にくればいいよ。ちゃんと琴姉の居場所はあるからさ」

　返ってくるのは嗚咽のみ。

　琴こと音ねの手が一度ギュッと夕ゆう也やのシャツを強く掴つかんだが、それがどんな意図なのか、そもそも意図があったのかさえ、夕也にはわからなかった。

　それでも。

　照れくささと所しよ在ざいなさとを過剰に感じながら、夕也はそのまま泣き続ける琴音にずっと胸を提供し続けたのだった。
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　そして中間テストが終わった。

　夕也と耶や宵よいはいつも通り上位に食い込む点数だった。

　ゆすらは平均点ライン。やはりネックになったのは漢字だった。特に社会科系や理科系に読めない字が多かったのか、点数のよかった英語や数学の足を引っ張っていた。

　さすがだったのは琴音で、こんな状況にもかかわらずきっちりと学年トップをキープした。それでも、ところどころミスが目立ったらしく、本人は不満そうだった。

　そして恋れん子こも、勉強会の甲か斐いあってか、どうにか赤点オンパレードは回避できたようだった。

「ふはははははっ、赤点さえ回避できればこっちのもんですッ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「あらあら、そんな悲惨な点数で何を言っているの？　今基礎をしっかり身につけておかないと、これから先は本当に赤点地獄になるわよ？」

「そうだね。まあ、急に詰め込んだって上う手まくはいかないから、これから毎日コツコツやっていけばいいんじゃないかな」

「ああはなりたくありませんの」

「うっ、寄ってたかって、みんな酷ひどいです……」

「……恋れん子こを責めるな。胸もない上に勉強もできないけど、恋子にもいいところはある」

「ゆすら先輩が一番酷いです――――ッ！」

　とにもかくにも、テストが終わった翌週から、体育祭の準備も本番を迎えた。

　これまでは生徒会が準備を進める期間だったが、ここからは一般の生徒たちも加わって、得点を張り出すパネルやら観客を迎えるゲートやらを作成したりする作業に入る。

　当然夕ゆう也やたちのクラスにも仕事は割り振られ、放課後に作業を進めていくことになった。

　が。

　どうにも通達に不備があったり、仕様変更の指示がたびたび回ってくるなど、手際の悪さが目立って、効率的には進まなかった。

　前庭で夕也が御み子こ神がみさんとゲート用の木材を二人がかりで運んでいるときにも、第二生徒会からの伝令係が息を切らして走ってきた。

「ごめん！　このクラス担当のゲートのパーツ、サイズ変更だって！」

　一斉に、夕也たちのクラス全員の目が伝令に向く。

　その瞬間、立ち止まってしまった夕也に歩調を合わせられず、御子神さんがバランスを崩くずしてしまった。

「あっ」

「危なっ……」

　そして夕也は転びそうになる御子神さんを助けようと手を伸ばして、腕をつかみはしたものの、そのまま転倒のガラガラガッシャンに「うわーっ」と巻き込まれた。

　女の子に、御子神さんに怪け我がをさせるわけにはいかない。

　咄とつ嗟さに夕也はそう思った。

　夕也は転び際、自分をクッションにして御子神さんを守ろうと考えて体たいを入れ替えた。

　そして、腰をしたたかに打つと同時に、とても柔らかいものが顔の上に降ってきた。

「むぐっ」

　何やらその柔らかさに妙なデジャ・ヴを感じていると、被かぶさるように倒れ込んできた御子神さんが「いてて」と言いながら身を起こした。

　それでようやく、夕也は顔が触れていた柔らかさの正体を知った。

　事態を認識したのは御子神さんも同時だったようで、顔を真っ赤にしながら両手で胸を隠かくすようにして夕ゆう也やの上から飛とび退のいた。

「あ、いやその、大丈夫……？」

　そう言葉をかけながら身を起こした夕也が見たのは、今の転倒の拍子で眼鏡を落とした御み子こ神がみさんの顔だった。そして、夕也の目は、御子神さんの目元、いつもは眼鏡に隠れてしまっていたほくろに釘くぎ付づけになった。

「そのほくろ……」

　夕也が言いかけると、御子神さんがその言葉にハッとなって、胸を隠していた手で顔を隠した。

「……ユウ！」

「夕也、大丈夫か」

　ゆすらと雅まさ紀きが駆かけ寄ってきた。

　そして、雅紀は近くに転がっていた眼鏡を拾い上げ、御子神さんに「はい」と差し出す。

　御子神さんは雅紀の手から眼鏡を引ったくって、

「ご、ご、ごめんなさいっ！」

　と言って後ろを向き、慌ただしく眼鏡を装着した。

「おいおい、また柊木ひいらぎかよ」

「こないだのキスに続いて、今度はラッキーおっぱいとか……」

「この短期間で二度目かよ」

「ただでさえいつも帰宅しない部で女の子に囲まれてるクセに」

「それどころか生徒会長様に迫せまられてるって噂うわさも……」

「あーやだやだ、モテモテ野郎には運まで味方するのかね」

　クラスの男子から羨せん望ぼうと嫉しつ妬とのまなざしとヒソヒソ話が一斉砲火される。

「えー。っていうか、今のは完全に事故だし、転んだのがラッキーって……」

「うるせえ。いつも女の子に囲まれてるヤツの反論なんか認めねえよ」

「まあまあ、偶然なんだから、そう言うなよ」

　雅紀がなだめに入るが、

「ええい、お前もモテモテ野郎じゃねえか！　このリア充コンビめ！　お前らに俺おれたちの気持ちがわかるもんか！」

　逆にそう言われて胸ぐらを掴つかまれる始末だった。

「ちょっと！　柊木君はともかく、桐きり谷や君に何乱暴してるのよ！」

「そうよ！　雅紀君から手を離しなさいよ！」

　そして、雅紀にいつも言い寄っている女の子たちが男子に対して文句を言い始めた。

　御子神さんも夕也も置き去りにして、教室内は別の方向にヒートアップしつつあった。

「やれやれ」

　苦笑する夕ゆう也やの手を、いきなりゆすらが掴つかんだ。

「え、何？」

「……ユウ、怪け我がしてる」

　ゆすらが掴んだ夕也の右手、その小指の付け根あたりから血が滲にじんでいた。ちょうど手をついたあたりの床には釘くぎが転がっていた。どうやらその釘で少し切ってしまったらしい。

　と、次の瞬間。

　ゆすらがその手の怪我をペロリとなめた。

「なっ」

　びっくりしつつ、夕也の顔が真っ赤に染まる。

「……怪我はなめておけば治る」

　そして、その光景にまたクラスの男子一同が騒然となった。

　が。

「だ、ダメですっ！」

　男子連中の声を封じ込めるほど大きな声を出したのは、普段大人しい御み子こ神がみさんだった。

　視線が御子神さんに集中する。

　注目に顔を真っ赤にして照れながら、それでも御子神さんは、

「け、怪我は、ちゃんと処置しないとダメですっ！　ほ、保健室に……」



    

  
    
      



    

  
    
      　そう叫んで、夕ゆう也やの腕を取って立たせると、そのままグイグイと夕也を引っ張って保健室のある校舎へと足早に歩き始めた。

「……私も」

　その後を追おうとしたゆすらの首根っこを、女子の一人がガッチリと掴つかんだ。

「ダメだってば。これ以上人手が減ったら作業終わんないでしょ」

「……でも、ユウが」

「大丈夫、あの程度の怪け我がで死にはしないわよ」

「……くぅーん」

「そんな声出してもダメ。ほら、早く仕事仕事」

「くそっ、あの野郎、今度は御み子こ神がみさんか」

「まあ、むしろ御子神さんが引っ張っていったけどな」

「意図せず女子と仲良くなっていく才能でもあるのか、アイツ……」

　男子の怨えん嗟さが渦巻く中、

「おーい。仕様変更の書類、ここに置いていくぞー」

　完全に蚊か帳やの外に追いやられた第二生徒会からの伝令は所しよ在ざいなく頭を掻かきつつ、言葉通り書類を風で飛ばされないよう木材の下に置いた。

　そして、

「ったく、去年みたく会長がテキパキ指揮執とってりゃこんな面倒なことないんだがなあ。会長抜きで不慣れなのに変わったことやろうとするから混乱するんだっつーの」

　そうぼやきながら仕事に戻っていった。
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　まずかったかもしれない。

　保健室に着いて夕也を座らせてから、更さら紗さは猛烈に後悔し始めていた。

　眼鏡を外はずした顔を見られた。そして、目元のほくろに気づかれた。

　――もしかして、バレた……？

　そんな状況下で、つい血を見て衝動的に保健室に連れてきてしまった。

　あの時点でバレていなくても、ここで結びつけられてしまうかもしれない。

　戸棚から消毒液を出しながら、更紗は不安を振り払うように一度首を横に振った。

　――だ、大丈夫、メイクと髪型で相当印象は変わっているはず……。口調だって……あ。

　口調については、以前に見抜かれてしまっている。カマをかけられただけなのかもしれないが、今となっては『口調が違う』から他人であるという主張は通る気がしなかった。

　――とにかく、この昂たかぶりを誤ご魔ま化かさないと。

　消毒液を染みこませた脱だつ脂し綿めんをピンセットでつまみ、傷口に何度か当てる。

　その度、しみるのか夕ゆう也やが顔をしかめる。

　それが堪たまらない。

　――うう。そんな顔されたら……。

　荒くなりそうな呼吸を無む理り矢や理り抑え込む。

　頬ほおが上気する。

　興奮で手が震える。

　消毒液の香り。

　脱脂綿を染める、血の赤。

　そのすべてが、強烈にフェチ心を刺激する。

　そして、そんな更さら紗さの一挙手一投足を見つめる夕也の目。

「あのさ」

　夕也が言った。

　びくり、と反射的に手が引っ込んでしまった。

　夕也の目をまともに見ることができない。

「もしかして、御み子こ神がみさんって……」

「ち、ち、違いますっ！　人違いですっ！」

　反射的に言ってしまって、直後、更紗の顔面は蒼そう白はくになった。

「ええと、僕はまだ何も言ってないけど？」

　――終わった……。

　自分の迂う闊かつさを呪のろった。

　ごく平凡な一生徒にすぎない御子神更紗が、夕也と保健医に扮ふん装そうする謎の女との関係を知っているはずがないのだ。

　決め手を、更紗は自ら与えてしまった。

　たびたび誘いを断られている夕也は、きっと更紗にいい感情を持っていない。

『あの女、お高くとまってこっちの誘いを断ってるけど、変態なんだぜ』

　そんなふうに面白おかしく語られる様がありありと想像できた。

　更紗の本性が噂うわさとして広まるのに、さほど時間はかからないだろう。

　そうなってしまえば、また奇異と好奇の目で見られ、気味悪がられる日々が始まる。

　後悔と失意に、更紗は唇くちびるをキュッと噛かんだ。

「ええと……御子神さんが、閉門後に保健室にいる彼女なの？」

「ち、違い、ます…………」

「違うの？」

「……」

　何も言わず、更さら紗さはギュッと目を閉じてうつむいた。

「そっか」

　微笑ほほえんだまま、夕ゆう也やはそう呟つぶやいて、

「じゃあ、もし保健医の格好をした女の子とここで顔を合わせたら、今日もご飯を一緒にどうですか？　って僕が言ってたって伝えてくれる？」

「は……？」

　一瞬、更紗の脳は言葉の意味を理解できなかった。

　――ど、どういうこと……？　まさか、気づいてない……？　……いいえ、それはないわ。別人だとしても、閉門後にここへ来る白衣のあたしが、この私と顔を合わせるはずがないことくらい、彼もわかっているはず……。

　つまり、これは。

　――穏やかな脅きよう迫はく……なんだわ。

　気づいていない体ていで話を進めているのは、交換条件――要求の提示。

　こういう態度で今後も接してやるから、言うことを聞け。そういうメッセージのつもりなのだろう。

　選択の余地はない。更紗は仕方なく、小さくうなずいた。

「ありがとう」

　――白々しいわ。でも……忌いま々いましいけど、従うしか……。

「じゃあ、家庭科実習室で待ってるからって言っておいてね。それから、手当て、ありがとう。あとは絆ばん創そう膏こうでも貼はっておくよ」

　そう言って、夕也は軽い足取りで廊ろう下かの向こうへと消えていった。
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　閉門後。

　更紗が白衣姿で家庭科実習室のドアを開けると、夕也以外の女の子たちが一様に驚きよう愕がくのまなざしを向けてきた。

「うわ、ホントに来ました!?」

「……がう」

「うふふ、今日は物騒な包帯を使わないでほしいものだわ」

「それよりまず、兄にい様さまが目のやりどころに困るその胸元を隠かくしてほしいですの」

「まあまあ、この前の経緯を考えればアレだけど、そう警戒しないでよ。せっかく来てくれたんだから」

　笑顔で、夕也はフライパンの中身をかき混ぜながら言った。

　発酵した魚独特の匂においと、ニンニクの香りが立ち上っている。

「これは、アンチョビの香り……？」

　更さら紗さが呟つぶやくと、

「正解。フライパンの中身はアンチョビとニンニクとオリーブオイル」

　言いながら夕ゆう也やはコンロの火を止め、フライパンの中身をミキサーに移した。スイッチが入ると、中身が瞬またたく間まに粉々になる。

　なめらかになったミキサーの中身を小鉢のような皿に注いで、理科室から拝借してきたのであろうアルコールランプと三脚台を使って火にかけた。

「あ、これは保温用ね。もうこれはこれで完成してるから」

　夕也はスティック状に切った色とりどりの野菜、ニンジン、パプリカ、キャベツ、大根等々を盛りつけた皿をアルコールランプの近くに置いた。

「これでバーニャカウダの完成。野菜スティックをこのアンチョビソースにつけて食べてね。『熱いソース』って意味のバーニャカウダにはちょっと邪道だけど、こっちに手作りのマヨネーズもあるから、お好みで」

「マヨネーズ!?　そんなもの、手作りできるの……？」

　驚く更紗に、夕也は優しく笑いかけた。

「できるよ。卵と酢と油があれば。塩とコショウと、できればレモンも必要だけど」

「あたし、もうあんたが何を手作りしても驚かねーです」

「がう。ユウの料理は美お味いしい」

「そうねえ。この前は映画を観みるのにポップコーンまで作ってたし」

「さすが兄にい様さまですの」

「それはどうも。さあ、どんどん食べてよ。僕はメインのパスタを作っちゃうから」

「がう！」

「いただきまーす！」

　次々に野菜スティックに手が伸びて、美味しい、という歓声が上がった。

「食べないんですか？　ゆすら先輩も耶や宵よいちゃんも、こんな細いクセに大食らいですから、遠慮してるとなくなっちゃいますよ」

　恋れん子こが立ち尽くしている更紗に言った。

　言われて、更紗もキャベツを手に取り、ソースをつけて囓かじってみた。

「……！」

　香りにも味にも、魚の生なま臭ぐささはほとんど残っていなかった。熟成された魚の旨うま味みと塩気とニンニクの香りをオリーブオイルが見事に調和させて、シャキシャキした野菜の食感を抜群に引き立てている。

「……こっちも美味しい」

　ぐっと、ゆすらがニンジンに手作りマヨネーズをつけたものを差し出してきた。

　更さら紗さが戸惑っていると、ゆすらは強引に更紗の手にニンジンを握らせた。そして、じっと見つめている。

「あ……ありがとう」

　そう言って食べてみると、また驚きが更紗の中を駆かけ抜けた。市販のマヨネーズよりずっと味が柔らかくて、しかしピリッとコショウが利いている。しょっぱいだけの調味料ではなく、ニンジンの甘みを何倍も美お味いしく感じさせる名脇役だった。

　思わず口元が綻ほころぶ。

　それを見て、ゆすらはにいっと笑った。

「……ユウのご飯は美味しい。ずっと誘われてたのに、お前は損してる」

「え、ええ……。そうね」

　味のことだけを考えれば、確かにそうだろう。

　しかし、更紗にはもっと優先するべき事情がある。

「さ、パスタもできたよ」

　そうこうしているうちに、夕ゆう也やはもう一品の盛りつけも終えていた。

　茹ゆで上あがったパスタの上に、鮮やかな緑色のソース。そしてさらにその上には、こんがりと焼き目のついた鶏とりのもも肉が一口大にカットされて乗っかっていた。

「パスタ・ジェノベーゼ、グリルチキン乗せ、完成しましたー」

「……肉だ！　美味しそう」

「ですねー。ところで、ジェノベーゼってなんですか？」

「うふふ、イタリアのジェノバという地名に由来する、バジルのソースのことよね？」

「うん。ジェノバ風、だね。バジルペーストにクラッシュした松の実とパルメザンチーズ、オリーブオイルとブラックペッパーを加えたソースだよ。本来はペコリーノチーズを使うんだけどね、こっちが手に入りやすいから。上のチキングリルはジェノバもジェノベーゼも関係ないけどね。ノリで軽く塩を振って焼いたのを乗っけただけ。合うとは思うんだけど」

　どうぞ、とパスタの皿を、夕也は更紗に差し出した。

「……どういうつもりなのぉん？」

「え？」

「要求があるんでしょ!?　正体をバラされたくなければ言うことを聞け、とかって言うつもりであたしを呼び出したんでしょ!?」

　語気を荒くして問うた更紗に、夕也はきょとんとした顔で、

「え、そんなつもりはないよ」

「な、え……？　え？」

　予想外の返事に、更さら紗さは困惑を隠かくせなかった。

「だって、違うんでしょ？　僕がそうだって思った人とは」

　確かに、更紗は保健室で正体を問う夕ゆう也やに違うと言った。

　まさか、それで別人だと信じ込んだというのだろうか。

「僕に要求があるとすれば、もう何度も言ってるけど、仲間になって入部して、ってことだよね。でもさ、そんなの強要することじゃないし。何より、他人に知られたくないって思ってることを詮せん索さくするのも言いふらすのも、人としてアレだしね」

「はあ？」

　首を傾かしげながらも、更紗は確信していた。

　この男は、自分が御み子こ神がみ更紗であることを完全に見抜いている。その上ですっとぼけているのだ、と。

「じゃあ、なんで……」

「一緒にこうしてご飯を食べて、ちょっとずつでも仲良くなって、いずれ仲間になってくれればいいな、ってのが僕の本音。それ以外に他意はないから、まあ食べていってよ。もし気に入ってくれて、また食べに来てくれたら嬉うれしいな」

「……」

　まったく予想していなかった言葉に、更紗は戸惑いを隠せなかった。

　誰にも言わないと。そして、これ以上詮索もしないと。

　しかも、善意で。

「どうでもいいですけど、冷めないうちに食べた方がいいですよ？」

　くるくるとパスタをフォークに巻き付けながら、恋れん子こが言った。

　そして、それを口に運んでパクリ。

「あー、バジルの香りが超爽さわやかです！　上の鶏とり肉にくもこんがり香ばしくておいしー！」

　すでに他の女の子たちはパスタに夢中になっていて、ゆすらなどは口元をソースで緑色まみれにしていた。

「……」

　戸惑いながらも言われるままに口に運んだパスタは、とても温かくて、想像以上に優しい味がした。



    

  
    
      
第五章　学園アート・オブ・ルーラーシップ



　体育祭当日。

　暗雲立ちこめる今の高等部の様相を象徴するような曇どん天てんの下もと、体育祭は開会式を迎えた。

　秋あき月つき学がく園えんの体育祭は高等部も中等部も同じ日程で行われ、開会式も合同である。が、競技は別々のグラウンドで個別に行われる。中等部は中等部の生徒会が企画や運営を担当するので、近くのグラウンドで二つの体育祭が行われている形式である。

　しかし、それもサッカー場一つ隔へだてた程度の距離なので、中等部と高等部両方に子どもが通っている保護者などが行き来するにもさほどの苦労はない。

「若いっていいのう」

　あいさつを求められた理事長――白髪ながら背筋は伸び、美人で若い看護師を二人ほど引き連れて、健康に固こ執しつし日々身体からだを鍛きたえるあまり筋骨隆りゆう々りゆうになってしまった御おん年とし八八歳の秋月鼓こ充じゆう朗ろう氏は、マイクの前でそう第一声を発した。

「あー、思うに、人類が脈々と伝えてきた文化は守らねばならん。ワシの目が黒いうちは、ブルマの撤てつ廃ぱいなど断じて――」

「理事長、もう結構です」

　二言目が終わる前に司会が止め、理事長は二人の看護師によってマイクの前から引きずり下ろされた。

「続きまして、選手宣誓。高等部生徒会長、秋月琴こと音ねさん、お願いします」

　指名されて壇上に向かう琴音の、グラマラスなブルマ姿にどよめきが起きる。が、噂うわさや第二生徒会との対立の影響か、どよめきはするものの、それすらもためらいがちで、すぐに消えてしまった。

　琴音はそんな雰ふん囲い気きは気にも止めず、威い風ふう堂どう々どうを地でいく足取りでマイクに向かい、胸を揺らしながら高々と右手を掲げた。

「宣誓！　わたくしたち選手一同は、どんな苦境に立たされても誇ほこりを失わず、正々堂々戦うことを誓います！」

「ありがとうございました。それでは、これから競技に入りますが、高等部のプログラムにあります野球とサッカーは、旧生徒会派チームの人数不足により試合を行うことが不可能ですので、第二生徒会派チームの不戦勝として得点が加算されます」

　高等部の競技が行われるグラウンドに設置された得点ボードには、いきなり三六〇対〇と表示され、戦いの幕が開いたのだった。
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　琴こと音ね、夕ゆう也や、ゆすら、恋れん子こ。

　耶や宵よいは中等部の体育祭に参加しているので、旧生徒会派チームはそれで全員だった。

　四人対全校である。

　堂々戦うことを進言した夕也も、それをよしとした琴音も、その判断の甘さをすぐに思い知ることになった。

　たとえば最初に行われた一〇〇メートル走。

　争うチームが二つしかないので四レーンで行われたが、それでも四人しかいない旧生徒会派チームは二レースに一度は走らなければいけないことになる。

　全力で一〇〇メートルを駆かけ抜けると、ゴール地点で係の生徒に、

「はい、じゃあスタート地点に戻って。ほら、急がないと次のレースが終わっちゃう」

　とか言い渡されてしまうのだ。

　身体能力に長たけたゆすらや、土木作業で身体からだが勝手に鍛きたえられている恋子はそれなりに善ぜん戦せんしたものの、さすがに一〇本目を超えたあたりから息が上がり始めていい順位を取れなくなっていった。

　体力や足の速さについては人並みの琴音は言うに及ばず、むしろ運動が苦手な部類の夕也は見る影もなかった。

　四人して最初の競技で息が上がってへばり、点数は六二〇対二〇と、追い上げることもできずに虚むなしく点差は開いただけだった。

　そして、圧倒的な点差や何度も走る羽目になる姿の滑こつ稽けいさに第二生徒会派チームからは失笑や嘲ちよう笑しようばかりが聞こえてきた。

「次の競技は障害物競走です。エントリーしている生徒は集合して下さい」

　第二生徒会派チームは、一〇〇メートル走に出場した生徒は次の競技には参加しない。しかし、四人しかいない夕也たちは全競技へのエントリーが自動的に決定している。

「……ごめん。僕の考え、かなり甘かったかも……」

「かも、じゃねーです……」

「……がう」

「が……頑張りましょう？　スポーツマンシップよ……」

　そして始まった障害物競走は、さらに過か酷こくだった。

　平均台を渡ったりネットをくぐったりするレースはただ走るより体力を消耗する。

　その上、旧生徒会派チームの主力であるゆすらがレースに出場するときに限って、なぜかシシカバブ同盟（公認部活動）が肉を焼き始めたり、料亭研究会（公認部活動）が高級焼き鳥の試し行こう錯さく誤ごを始めたり、ハンバーガーを食べながら歩く生徒が通りかかったりと、ゆすらの気を引くようなできごとばかりが起きるのだ。おかげでゆすらのレースへの集中力はガタ落ちで、一度も一位を取ることができなかった。

　そして、チーム全体の体力の消耗も洒落しやれにならなくなっていた。一〇〇メートル走でも一〇本走れば一キロである。たったの二種目で、もうそれぞれがキロ単位の距離を全力疾しつ走そうしているのだ。疲れないはずがない。

「あーっはっはっはっ、無様だね、会長！」

　障害物競走が終わる頃、へばって座り込む旧生徒会派チームを見下すように、高笑いをしながらやってきたのは右う京きようだった。

　一緒の左さ京きようは、対照的にむっつりと黙り込んでいた。

「二種目終わった時点で九八〇対三〇、もう会長たちの勝ちなんてありえないね！」

　しかし、琴こと音ねはまだ息を切らしたまま、小さく笑った。

「……うふふ、そう思っていればいいわ」

　そしてヨロヨロと歩き出す。

「さあ、次の種目はなんだったかしら？」

　その背中を見つめて、右京は不安げに爪つめを噛かんだ。

「な……なんだっていうのさ……。まさか会長、この状況をひっくり返すような秘策があるっていうの……？　くっ、こうなったらもっと妨害に力を入れて……そうだ、借り物競走で無む茶ちやな――」

「右京、いい加減にしないか。圧倒的に不利な生徒会長殿が正々堂々戦っているのに、数で圧倒的に勝まさる我々が卑ひ怯きような策を弄ろうするなど、武士道にもとるだろう！」

「姉さんはわかってないよ！　あの会長が、根拠もなしにあんな不敵な台詞せりふを言うと思うの!?　何かあるんだよ、きっと！　だったら、その何かに負けないくらい点差を広げておかなきゃ……！　ねえ、わかるでしょ!?　これだけのハンディがあって負けでもしたら、ボクたちはいい笑いものだよ！」

「そんな体面の話かッ！」

「そうだよッ！　姉さんは黙ってて！」

「……あのー、敵の目の前で妨害とかの話をするのってどーかと思うんですけど」

　恋れん子こに白い目を向けられて、右京はぎくりと首をすくめた。

「あっれー、聞いてた？」

「そりゃ、目の前で話されれば」

「がう」

　責めるような恋子とゆすらの視線に、右京は少したじろいだ。

「まあまあ、いいじゃない、あっちはあっち、僕らは僕ら。僕たちはスポーツマンシップで行こうよ」

　夕ゆう也やは二人をなだめつつ、右京に向かって、

「あ、ところで、次の競技、僕ら棄権するから」

　こともなげにそう言った。

「はあ？」

「だから、棄権。この状態じゃどうせ勝負にならないし。こっちの得点はゼロでいいから、そっちだけでやってて。その間、ちょこっと休憩させてもらうから」

「は――？」

　呆あつ気けにとられる右う京きようを残して、夕ゆう也やは、

「そういうわけだから、ゆすらも恋れん子こも身体からだ休めてね。あ、ついでに琴こと姉ねえにも言っておいて。僕はちょっと中等部の応援合戦を見てくるから」

　そそくさと中等部のグラウンドへと向かったのだった。
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　チアリーダー姿で躍動的に踊る耶や宵よいの姿は、周囲を魅み了りようして止やまなかった。

「耶宵ちゃ――――んッ！　ああ、超可愛かわいい！」

「ヤバッ、先輩だけどマジ妹可愛い！」

「ああもう可か憐れんすぎるだろ、耶宵ちゃんマジ天使だ……！」

　中等部の男子生徒たちから憧れと感嘆のため息が漏もれる。

　そして、フェンス越しに見物する夕也の口からも。

「チアリーダー姿の耶宵、可愛いなあ……」

　そして応援パフォーマンスが終わるなり、耶宵は、

「兄にい様さま、来てくれたんですのね！　嬉うれしいですの」

　と、フェンスのところまで駆かけてきた。

「お疲れ様。チアのダンス、凄すごくよかったよ」

「ありがとうですの」

「にしても、僕のこと、よく見つけたね。フェンス越しに見てる観客もたくさんいるのに」

「うふふ、兄様のことなら何万人の中からでも見つけられる自信がありますの」

　そんな耶宵の言葉に夕也がデレデレしていると、主に中等部の男子たちから突き刺すような視線が注がれ始めた。

「なんなんだ、アイツ……。耶宵ちゃんとあんなに親しげに」

「ふざけんなよ、耶宵ちゃんを独占する気か」

「何者だてめえ」

　渦巻く嫉しつ妬との炎に気け圧おされつつ、夕也は、

「ええと、実の兄ですが……」

「リアル兄とかありえねえし！」

「そうだそうだ、耶や宵よいちゃんはみんなの妹じゃねえのかよっ！」

「独占反対！　実の兄反対！」

「えー。反対って言われても……」

「兄にい様さま、ここは私に任せて、ひとまず逃げて下さい」

「え、でも」

「このままエスカレートしたら危険なことになるかもしれませんの。ただでさえ不利な戦いを強しいられている兄様に、これ以上負担をかけるわけにはいきませんの」

「耶宵は大丈夫？」

「はい、みんな私の言うことは聞いてくれますの」

「じゃあ……僕はそろそろ戻るね」

「はいですの。兄様、頑張るのはいいですけど、無理はしないで、ですの」

「うん、わかってる」

　手を振って、夕ゆう也やはフェンスから離れた。

　と、そこへ夕也を探すようにキョロキョロしながら恋れん子ことゆすらがやってきた。

「あ、中等部のグラウンドの騒さわぎからシスコンが逃げてきました」

「がう」



    

  
    
      



    

  
    
      「あれ、二人とも来たの？　休んでればいいのに」

「いや、妹見に行くって言われたら放ほうっておくわけにいかねーですし」

「なんで？」

「なんでって……」

　恋れん子こは少し頬ほおを染めてモジモジしつつ、

「そっ、そんなことはどーでもいーんですッ！」

「そうなの？　僕としては質問の回答をもらってないんだけど……」

「どーでもいーんですッ！」

「がう。どうでもいい」

「はい、わかりました……」

「それより、体育祭、まだ続けるんですか？　もうどうせ勝てる見込みもないわけですし、降参しちゃった方がいいと思うんです」

「勝てる見込み、か。確かにないよね。棄権した借り物競走分を含めると一二二〇対三〇か。桁けたが二個違うとか、いっそ笑えてくるね」

「ってか、二個の競技やっただけでヘトヘトなんですよ？　この調子で最後までやるとか、終わる頃にはきっと死んじゃいます。こう言っちゃうとアレですけど、あたしたち、完全に生徒会長のトラブルに巻き込まれた感じじゃないですか」

「うーん。まあ、確かに言いたいことはわかるんだけど……ゆすらも同じ意見？」

「……おっぱいさんは群れの仲間じゃない」

「ええと、確かにそうだね」

　夕ゆう也やが困り顔になった直後、しかしゆすらは「でも」と続けた。

「……おっぱいさんは悪くない。だから、助けてあげたい」

　その言葉に、夕也が口元を綻ほころばせた。

「うん、そうだね。ありがとう、ゆすら」

「がう」

「えー。なんか、あたしだけが駄だ々だっ子こみたいじゃないですか」

「いやまあ、恋子の感覚が一番正常だと思うよ。何しろ、何十人も手下を率いて僕らを叩たたきのめそうとした張本人だからね。でもさ」

　はあ、と恋子は肩を落としてため息をついた。

「わかりましたよ、もう。あんたとゆすら先輩の顔を立てて最後まで付き合いますよ」

「助かるよ。終わったら何か美お味いしいものを作るからさ。もちろん、材料費は琴こと姉ねえ持ちで」

「そうですねー、生徒会長にはそのくらいしてもらっても罰ばちは当たらないですよね」

「がう。肉がいい」

「ＯＫ、僕が責任を持って掛け合うよ」

「じゃあ、もう少し頑張りますか！」

「がう！」

「そうだね。少し風も出てきて涼しくなってきたし、いくらかは楽になると思うよ」

「なんか雲行きも怪しくなってきてますけどね」

「そうだねえ……」

　開会式のときよりどんよりしてきた空を見上げながら、夕ゆう也やたちは並んで高等部のグラウンドに向かって歩き始めた。
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　棄権した借り物競走の次の種目、二人三脚のスタンバイ中。

「身体能力からすれば、桜さくら江えさんと木き滝たきさんが組む方が実力を発揮できるはずね」

　夕也がトイレに行っている間に、琴こと音ねはそう提案した。

　が、まず恋れん子こが噛かみついた。

「おーっと、そーはいかねーです！　え、ええと、足が速いとかなんとかより、コンビネーションとかだって重要なんです！　あのシスコンは生徒会長より、あっ、あたしと組んだ方が、こここ効率的に二人三脚できますっ」

　次いで、ゆすらも異論を口にした。

「……私もユウとやりたい。胸がない恋子よりは……」

「二人三脚に胸は関係ないですッ！」

　二人の態度に、琴音は少し考え込んで、

「そうね。貴女あなたたちにとって、今回はとばっちりだもの、役得も欲しいわよね。わかったわ、夕ゆうくんとは二人が交代で組むといいわ」

「えっ!?」

「……がう？」

　恋子が信じられないという顔をした。

　ゆすらも不思議そうな顔で首を傾かしげる。

　そして二人は顔を見合わせた。

「い、いったいどういう風の吹き回しですか……？」

「申し訳ないと思っているのよ。本当に」

　真顔で、琴音はそう答えた。

　ゆすらと顔を見合わせたまま、恋子は「むー」と難しい顔をして、

「わかりました。三人で交代で組みましょう」

「がう」

　ゆすらも恋れん子この提案にうなずいた。

「貴女あなたたち……」

「かっ、勘違いしないで下さい！　頑張るのは、あのシスコンに頼まれたからです！　その、乗りかかった船ですし！」

「がう。おっぱいさんも頑張れ」

「うふふ、ありがとう」

「……おっぱいさんは群れの仲間じゃないけど、いい人だ。肉とかクレープをくれた」

「何度も言いますが、敵ですけどね。でもまあ、一緒にお風ふ呂ろ場ばにまで突撃した生徒会長に身を引くようなことを言われちゃ、無む下げにはできないですよねー」

「がう」

　そこへハンカチで手を拭ふきながら戻ってきた夕ゆう也やは、

「あれ、なんだか和なごやかな雰ふん囲い気きだけど……何かあったの？」

「べっ、別になんでもないです！　走るときの組み合わせが決まっただけですっ」

「……？」

　かくして、二人三脚はスタートした。

　まずは琴こと音ねと夕也のペア。

　だが。

「うわっ!?」

「きゃあっ！」

　いきなりグラウンドのくぼみに足を取られて転倒する羽目になった。

　転んだ夕也に引っ張られて、琴音もバランスを崩くずす。その拍子に、琴音の大きなおっぱいが夕也の頬ほおを強打した。

　至福の柔らかさと痛さのダブルパンチ。

「ぐはっ」

「あ。あらあら、夕ゆうくんのエッチ」

「いや、そういう気持ちになる以前に、質量がハンパないから痛いんですが」

　照れ隠かくしでそう言いながらも、かつてお風呂で見てしまったその迫力満点の双丘を思い出してしまって、夕也の頬は赤く染まった。

「もう、失礼ね。……立てる？」

「うん。でも、なんでグラウンドにこんなくぼみが……？」

　よく見れば、旧生徒会派チームのレーンだけが不自然に荒れている。

「もう、右う京きようさんったらやってくれるわね……」

「証拠はないよ。それに、文句を言うのも問い詰めるのも、負けてる現状じゃみっともないと思う」

「……そうね。王者の風格で、スポーツマンシップがわたくしたちの信条だものね」

「うん。それじゃ、気をつけて行きますか！」

　そう言いながらも、踏み出した次の一歩をまたくぼみに取られ、再び盛大に転んでしまう二人なのだった。

　そして、最初のレースを終えた夕ゆう也やが、後続の二人に注意を促うながそうと、大声で、

「レーンが荒れてるから気を――」

　しかし、言い終わる前に、ゆすら恋れん子こペアも盛大にすっ転んでいた。
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　昼食を挟んで体育祭も後半に入り、綱引きが始まる頃には、空はすっかり暗くなって雨雲に包まれてしまっていた。

　点数はすでに六四八〇対七〇。もはや残りの競技のすべてで勝利を収めたとしても、逆転は不可能な域をとっくに突破していた。

　それでも、二人三脚やその後の競技でも、何度も転びながらも、四人全員が真剣に、懸命に走り続けていた。

　最初は馬ば鹿かみたいな点差や、何度も何度も走る羽目になってヘロヘロになっている姿を指さして笑っていた生徒たちから、徐々に嘲あざけり笑う声が消え始めていた。

　そして、綱引き。

　そもそも始まる前からして、無む茶ちやな光景だった。

　旧生徒会派チームの四人に対して、第二生徒会派チームは屈くつ強きような武道系部活動に所属する男たちが二〇人。

「あれってさ、どうなの……？」

「だよな。せめて同じ人数にするとか、調整すればいいのにな」

　そんな声が、見物する第二生徒会派チームの中からも出始めた。

　粛しゆく々しゆくと綱引きが始まった。

　案の定、勝負にならない。

　しかし、旧生徒会派チームの四人は、誰もが最後まで綱にしがみついて抵抗していた。

　勢いよく綱を引かれて転ぶ羽目になっても、どんなに泥だらけになっても綱を放そうとしない。あきらめて手を放してしまえば、転ぶこともないというのに。

「……やりすぎじゃね？」

「なんか感じ悪いよな。イジメに荷担してるみたいでさ」

「これじゃ俺おれたち、完全に悪者じゃんか」

　しかし、運営を取り仕切っている右う京きように一睨にらみされて、生徒たちの呟つぶやきは封殺された。

「こんな勝ち方で満足なのか、右う京きよう」

　味方を睨にらみつける右京に、左さ京きようは言った。

「また武士道の話？　それを言うなら、ボクは兵法の基本に従っているだけだよ。会長の威信は失墜していたし、人材も何もかもがボクたちに利する状況で、さらに策を巡らせて勝ちを不動のものにする！　完璧でしょ！」

「……本当にそう思っているのか」

「一いち目もく瞭りよう然ぜんだよ！　残りは最後のリレーを残すのみ！　誰がどう見たってボクたちの圧勝じゃないか！」

「そうか。もういい。ただし、リレーではくだらない策を弄ろうするのはやめろ。レーンもきちんとならして、実力のみで勝敗がつくようにするんだ。それで勝利が危うくなるような場面でもないだろう」

「ふん、ま、いいよ。ここは姉さんの顔を立てるよ」

　最終競技の対抗リレーは、通常トラックを半周ずつの二〇〇メートルをそれぞれのランナーが走り、バトンをつないで、最後のアンカーのみトラックを一周、つまり四〇〇メートルを走ってフィニッシュ、というのが秋あき月つき学がく園えんの定番だった。

　しかし、今年に限っては一人あたり倍の四〇〇メートル、アンカーに至っては四倍の一六〇〇メートルに設定されていた。言うまでもなく、旧生徒会派チームの体力がここまでに消耗していることを想定しての、右京が仕掛けた策略だった。

　この競技に関しては旧生徒会派チームの人数に合わせて両チーム四名ずつのランナーで走ることになっているものの、もはやまともに争える体力など、夕ゆう也やたちに残されてはいない。それは、遠目に見ている観客たちの目にさえも明らかだっただろう。

「やっぱ、アンカーは一番足の速いゆすらかなあ」

「ですかね」

「がう」

「いいえ、アンカーはわたくしがやるわ」

「「「え」」」

　琴こと音ねの発言に、三人とも驚きを隠かくせなかった。

「アンカーは走る距離も長いもの。ここまでこんなに頑張ってくれたみんなに、これ以上負担をかけるわけにはいかないわ」

「でも、生徒会長、もう脚あしがガクガクいってるじゃないですか」

「うふふ、そうね。もし僅きん差さで競せっているなら、頭を下げて桜さくら江えさんにお願いするかもしれないわ。でも、もう勝ちはないもの。だったら、最後はわたくし自身が一番辛つらいところを引き受けるべきだわ」

「……私は、おっぱいさんよりはまだ余裕がある。無理するな」

「ありがとう。でも、これはわたくしの意地なの。いいえ、矜きよう持じと言ってもいいわね。だから、気持ちだけ受け取っておくわ」

「いいの？」

　真顔で訊きいた夕ゆう也やに、琴こと音ねは、

「ええ」

　そう微笑ほほえんでうなずいた。

「わかった。じゃあ、僕、恋れん子こ、ゆすら、琴こと姉ねえの順で行こう。なるべく離されないように頑張るから、二人で追い上げて琴姉につないで」

「がう」

「わかりました」

　作戦を決めた瞬間、

「これより高等部体育祭の最終種目、対抗リレーを始めます」

　そう、アナウンスがグラウンド中に響き渡った。



　スタートラインの前に立った夕也のとなりに肩を並べたのは、左側にサイドアップテールを結んだ女子生徒だった。

「うは、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいのお偉いさんが相手ですか」

　そう軽口を叩たたいて苦笑する夕也に、左さ京きようも不敵な微笑みを返した。

「志し々し谷や左京だ」

「うん、知ってる。お手柔らかに」

　しかし左京はきっぱりと、

「断る」

　そう即答した。

「あ、やっぱり？」

「自分は、貴君を見くびっていた。もっと軟弱な男だと思っていたのだが、なかなかどうして骨がある。ここまで戦い抜いただけでも賞しよう賛さんに値する。正直、生徒会長殿が味方に欲しいと仰おつしやった意味が少しわかった気がした」

「はあ。そりゃどうも」

「だから、貴君に敬意を表ひようし、全力で戦わせてもらう」

「それ、ご褒ほう美びとしては全然嬉うれしくないんですけど」

「すまないな。意地と誇ほこりを賭かけて全力で戦う者を相手に手を抜くなど、自分にはできない。自分自身の信じる武士道が許さないのだ。こんな戦いを仕掛けておいて言えた台詞せりふではないがな」

「もうちょっと肩の力を抜いてもいいんじゃない？」

「よく言われる」

　位置について、とスターターに言われて、左さ京きようは会話を打ち切ってクラウチング・スタートの体勢を取った。夕ゆう也やも同様に、スタートの準備を整える。

　パン、とスタートの合図が鳴り響くなり、左京はチーターから逃げるガゼルのような勢いで驚異的なスタートを切った。

　そのまま、ぐんぐんと加速していく。

「速ッ！　マジかよ……！」

　慌てて追うも、脚あしが重くて思うように走れない。

　万全の状態でさえ、とても追いつける相手ではないというのに。

「くそ……っ」

　このまま、引き離される一方なのだろうか。

　疲れた身体からだに鞭むち打うって、一番辛つらいアンカーを引き受けると言った琴こと音ねの心意気に応こたえることもできないまま。

　――悔しい。

　歯を食いしばるが、脚はいっそう重さを増す。このまま石になって砕けてしまうのではないか。本気でそう思えた。

　――ダメなのか。

　あきらめかけた、そのとき。

「兄にい様さま、頑張って！」

　耳が、その声を捉とらえた。声の方に振り返った視界の端に、体操服＆ブルマの姿で対抗リレーを観みにきた耶や宵よいを見つけた。

「頑張って、ですの！　兄様、負けないで！」

　疲れや辛さを押しのけて、妹が超可愛かわいいという想おもいが怒ど濤とうのように押し寄せてきた。

　超可愛い妹が応援してくれている。

　頑張れと言っている。

　負けるなと、兄である自分に期待している。

「うおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉ――――ッ！　負けるかぁ――ッ！」

　一声吠ほえて、夕也は猛然と左京を追撃し始めた。

　――脚が重い？　んなこと知るかッ！　ああ、体操着姿の耶宵超可愛い！

　夕也は離されないどころか、左京との差をぐんぐんと詰め始めた。

　勝って妹を喜ばせたい。

　ただその一心をエネルギーにして、ただ前へ前へと突き進んでいく。

　言うなれば、超妹力を原動力にした、超シスコンブースト。

　その豹ひよう変へんぶりに、ギャラリーの誰もが度ど肝ぎもを抜かれて言葉を失った。

　異変を察知して振り返った左さ京きようも、迫せまりくる怒ど濤とうの追い上げにギョッと目を見開いた。

「ば、馬ば鹿かな、その疲れ切った身体からだのどこにそんな力が……!?」

　しかし、夕ゆう也やは答えない。

　必死の形相で、ただただ左京を猛追することのみにエネルギーを費やしていた。

「なんという気迫……！　なるほど、それが貴君の本気か。この土壇場で、見事の一言に尽きる……！」

　左京も前を向いて、走ることに専念し始めた。

　呆あつ気けにとられた観客たちを置き去りにして走り続けた二人は、バトンを第二走者に渡す直前には、すでに一進一退の僅きん差さの勝負を演じていた。
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　バトンを受け取った恋れん子こには、夕也がコンマ数秒の差で勝っていたように思えた。

　恋子にバトンを渡した直後、夕也はグラウンドに倒れ込むように大の字になった。

　凄すごい、とは思うものの、その凄さの原動力が耶や宵よいの声援というのが面白くない。

　――負けられねーです！

　駆かけ出しながら、恋子は思った。

　夕也の頑張りを無駄にできない、というのもある。

　しかしそれ以上に、ここで差をつけられることは、間接的に耶宵に負けることを意味する気がしてならなかった。

　夕也は耶宵の声援で底力を発揮した。

　ならば、自分は夕也のために同じだけ頑張れれば、耶宵に勝ったことになるはずだ。

　――だから、負けるわけにはいかねーんですっ！

　しかし、恋子の相手は陸上部のエースだった。

　どんなにもがいても、徐々に敵の背中は遠ざかっていく。

　――なんで。どうして……っ！

　まるで両手両足に鉄の塊をつけているかのように、全身が重い。

　たかだかトラック一周が、こんなに長かっただろうか。

　こんなに遠かっただろうか。

　恋子がゆすらにバトンを渡したときには、すでに一〇〇メートル以上も敵に差をつけられてしまっていた。

　地面に両手をついて、ぜえぜえと息を整えながら、恋子は悔し涙をこぼしていた。

「ナイスファイト」

　大の字の夕也が、恋子にそう微笑ほほえんだ。

「……ごめ……んなさい。せっかく、あんたが……お兄ちゃんがあんなに頑張ったのに」

「いやいや、恋れん子こは頑張ったって。相手は陸上部のエースな上、今日は他の競技に一切参加しないで体力を温存してたんだから」

「そんなの関係ねーですッ！　悔しい……悔しいですっ」

　地面を拳こぶしで叩たたきながら、恋子はボロボロと涙をこぼしていた。

　そして、ふと思う。

　実は凄すごいのは耶や宵よいではなく、その声援一つであれだけ走れた夕ゆう也やのシスコン魂なのではないか、と。

　――うう、お兄ちゃんのシスコンは重症過ぎです……。

　悔しさの上に情けなさまで重なって、恋子はまた泣けてきてしまった。
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　ゆすらが走り出すと、背後から恋子が悔し泣きする声が聞こえてきた。

　夕也が妹のために家に帰ったときとは違って、今なら恋子の考えていることがわかる。

　きっと、恋子は夕也の頑張りを引き継ぎたかったのだ。無駄にしたくなかったのだ。

　そして、思ったようにそれができなかったことが悔しいのだ。

　全力で頑張ったのに、届かなかったことが。

　すべては、こんな卑ひ怯きような勝負を仕組んだヤツが悪い。

　その卑ひ怯きよう者ものの仲間は、全部悪い。

　ゆすらは直感的に、そう判断していた。

　ぎり、とゆすらは怒りに牙きばを剥むいた。

　――恋子を泣かせたな。

　群れの仲間が泣かされた。

　それは、群れのボスとしては看過できることではなかった。

　――よくも。

「あおぉ――――――――――――――――――――――――んッ！」

　一声吠ほえて、ゆすらはバトンを口にくわえた。そして、空いた両手でスニーカーと靴下を走りながら脱ぎ捨てた。

　恋子の涙の落とし前を、つけてもらわなければならない。

　――よくもッ！

　バトンを口にくわえたまま、敵の背中を追って、ゆすらはぐんと速度を上げた。

　素足がしっかりと大地を掴つかみ、そして蹴ける。

　森を走る感覚そのままに、獲物を追う狩りさながらに、ゆすらは駆かけた。

　振り返った敵選手の顔が青ざめた。

　髪を振り乱し、バトンを口にくわえ、ゆすらがすさまじい速度で追い上げてくるのだ。

　怒りの形相で目をらんらんと光らせて、メチャクチャなフォームで、しかも裸足はだしで。

　さぞ恐ろしいものに見えたのだろう。

「ひっ」

　先を走っていた選手は足をもつれさせてつんのめり、その拍子にバトンを落としてしまった。慌ててバトンを拾おうとしても、焦りのせいかつかみ損ねたバトンがまた少し先へと転がっていった。

　その間に、ゆすらはついに敵選手を追い抜いた。

　――ナイフはダメ。叩たたくのも、蹴けるのもダメ。この勝負は、走る勝負……！

　本来ならば、恋れん子こを泣かせた連中は残さずぶん殴ってやりたい気分だった。しかし、今やっているのがどんな勝負なのか、ゆすらは夕ゆう也やからかなり念入りに言い含められていた。

　先に、琴こと音ねにバトンを渡すこと。

　それが恋子の仇あだを取ることなのだ、としっかり理解している。

　だから、追いつかれて怯おびえる敵を一いち瞥べつするにとどめて、ゆすらはスピードを落とさずにその脇を走り抜けたのだ。

「ぬ、抜いちまったぞ……。あんなメチャクチャな走り方で……」

「マジかよ」

「化け物か、あいつら……」

「少なくとも今走ってるのはかなり化け物っぽいけどな。野生児だし」

「いや、前の二人もすげえよ。朝からずっと出ずっぱりなんだぜ。今日走った距離、トータル何キロだよ」

「だよな……」

　静まりかえっていたグラウンドがどよめいた。

　そして、逆に何メートルかのリードをつけて、ゆすらは琴音にバトンを渡した。
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　まさか、優勢の状態でバトンをもらえるとは。

　驚くと同時に、琴音は嬉うれしさで身体からだが震えるのを感じていた。

　自分のために、夕也たちがこんなにも一生懸命になってくれる。

　今までもっと多くの人数を手足のように使ってきたというのに、たった三人の協力がかつて感じたことがないほどの喜びを与えてくれていた。

　報むくいなければならない。

　すぐ後ろで、敵のアンカーである右う京きようが走り出すのがチラリと見えた。

　――負けるわけには……！

　重いとか痛いとかを通り越して、脚あしは今にも攣つりそうだった。そんな脚に鞭むち打うって、わずかなリードを守り通そうと右京とデッドヒートを繰り広げる。

　が、それもトラック一周がせいぜいだった。

　気力で保もたせるにも限界がある。

　そして、トラック四周は気力でカバーするには距離がありすぎた。

　二周目に入って、琴こと音ねの走る速度がガクッと落ちる。

　脚が、動くことそのものを拒否してしまっていた。

　一方で、今日他の種目には出ていない右京は、軽快に走り続けていた。

「あははっ、会長、お先に！」

　一歩ごとに、一秒ごとに差が広がっていく。

　悔しさに唇くちびるを噛かんでも、もはや琴音は足を引きずるようにして歩くことしかできなくなっていた。

　琴音が二周目の半分にさしかかる前に、右京は三周目に突入して、一周差をつけて琴音を追い越してしまった。

　走り終えた恋れん子この口から「ああ」と悲鳴に近いため息が漏もれた。

　ゆすらもがっくりと肩を落とす。

　その二人の肩を慰めるように叩たたいた夕ゆう也やは、それでも前へ前へと足を引きずる琴音をまっすぐに見つめていた。

　さらに琴音が二周目の三分の二に到達したあたりで、右京は冷ややかに笑いつつ琴音をもう一度追い越して颯さつ爽そうとゴールテープを切った。

　しかし、歓声も何もない、異様なほどに静かなゴールだった。

「ちょ、なんで味方が勝ったっていうのに静まりかえってるのさ！」

　憤ふん慨がいする右京に、左さ京きようは冷ややかな目を向けた。

「当たり前だ。勝って当たり前の勝負に勝ったところで、盛り上がるものか。ましてこんな後味の悪い勝利では」

「……ッ」

　負けが確定しても、琴音は前に進み続けた。

　フラフラとよろめきながら、足を引きずりながら、それでも。

　やがて、雨雲からポツポツと水滴が落ち始めた。

　すぐに雨は強さを増していく。

　それでも、琴音は進むのをやめない。

　そして、それを見守る生徒や保護者たちも、誰一人として雨宿りに行こうとはしなかった。

「雨が強くなってきたから、生徒や保護者に建物に入るようにアナウンスを入れて。もう勝負はついたんだし、競技も中止だよ！」

　右う京きようは運営部のテントに駆かけ込んで、司会進行の係の生徒にそう命じた。

　しかし。

「はい、あの、でも……いいんですか？」

　ためらいがちに、しかし、疑問符がつく口調でありながら、司会の生徒は態度や雰ふん囲い気きで明確に拒否を示した。

　右京はマイクを奪い取り、

「競技はもう終わりました！　雨が上がるまで、校舎の中でお待ち下さい！」

　そうアナウンスした。

　が、誰も動こうとしないことに変わりはなかった。

「どうして」

　右京が唇くちびるを噛かむ。

　それと同時に、濡ぬれたグラウンドに足を滑すべらせたのか、琴こと音ねが派手に転倒した。

「うぐっ」

　すぐに起き上がろうともがくが、腕にも足にも力が入らない。

　立ち上がる。

　ただそれだけの行為を、疲労が一〇〇キロもあるバーベルを持ち上げるほどの難易度にまで跳ね上げていた。

　――うふふ、みっともないわね、生徒会長ともあろうわたくしが、ずぶ濡れの上に泥まみれで、結い上げた髪もあちこちほつれて。体面も威厳もあったものじゃないわ……。

　立ち上がることさえもきつい疲ひ弊へい具合に、琴音は内心自じ嘲ちようした。

　――でも。

　どんなにみっともなくても、どんなに惨めでも、諦あきらめるわけにはいかなかった。

「……なんで」

　いつの間にか歩み寄ってきていた右京が、拳こぶしを震わせながらうめくように言った。

「もう競技は終わりだって言ってるのに、なんで走るのをやめないのさ！　もうとっくに負けてるし、そもそも勝ったって大たい勢せいに影響さえないし！　雨だって降ってきてるんだから、さっさと負けました、参りましたって言って切り上げればいいじゃないか！　正直がっかりだよ！　結局、策もなんにもなしに、馬ば鹿かみたいにもがくだけでさ！　こんな勝負、続ける意味なんてないよッ！」

　まくし立てるように叫んだ右京を見上げて、しかしそれでも琴音は、

「い、やよ」

　そう、はっきりと言った。

「な――」

「ねえ、右う京きようさん。体育祭は、戦争でも、合戦でもないのよ？　何をやってでも、勝てばいいと、いう、ものでは、ないわ」

　荒い息でそう言って、琴こと音ねはよろめきながらもなんとか立ち上がった。

「やめないわ。ゴール、するまでは。宣誓、したもの。最後まで、正々堂々と、戦うって」

「な、なんで、そんな……」

「なんで？　決まって、いる、じゃない……！　わたくしに、付き合わされて、クタクタになった、仲間たちが、あんなに、頑張って、つない、でくれた、バトンなのよ!?」

　乱れた呼吸が、思うように言葉を紡がせてくれない。

　でも。

　それでも。

　言わずにはいられなかった。

「た……ただで、さえ、勝利で報むくいる、ことが、できなかったって、いうのに、この上、それを……ゴールに、持って帰ら、ないなんて、そんな……そんな、気持ちを、踏みにじるようなこと、できる、わけ、ないでしょう……ッ！」

　気け圧おされて反論さえできず立ち尽くす右京の脇をすり抜けて、琴音はまたゴールに向かって足を引きずって進み始めた。

　進みながら、疲労でときおり意識が飛びそうになる琴音の脳は、ずいぶん昔に交わした会話を思い出していた。

『生徒会長殿。手伝いたいと申し出てくる生徒が最近はずいぶん多くなって、恒例の町内ボランティア活動中にも収拾がつかなくなることもしばしばなのですが』

　あれは、中等部の二年生の春だっただろうか。

『ほとんどは会長の美び貌ぼうに目が眩くらんだバカな男子だけどね』

『右京さん、そんなことを言うものではないわ。わたくし、偽善も善のうちだと思うの。動機はどうあれ、その行為で助かる人がいるのならば、それは意味のあることだわ』

『そりゃそうだけど』

『とにかく、その人たちを組織化する必要があるわね。何か名前をつけて、きちんと指揮系統を確立しないと』

『では、名前は新しん撰せん組ぐみはどうでしょう？』

『姉さん、さすがにそれはどうかと思うよ』

『そうねえ。どうしてその名前を？』

『いえ、その、好きなもので……。彼らは確かに時代に乗り遅れたかもしれませんが、最後の侍であったと自分は思っております』

　さすがにその名は却下されて、名称は当たり障さわりのないものになったが、琴こと音ねは左さ京きようの意を酌くんで、ユニフォームに新しん撰せん組ぐみに倣ならったダンダラ羽織を採用した。

　のちの武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの原形が生まれた瞬間だった。

　その羽織を見たときの左京の嬉うれしそうな顔と、そんな姉を半分呆あきれながら微笑ほほえむ右う京きようの顔が、今でも記憶に宝物のように残っている。

　本心から笑いあった、大切なあの日の思い出が。

　――ああ。

　組織運営のために、上下を明確にした。

　立場上、琴音は彼女たちの上司であった。

　しかし、それ以前に。

　――友達なのよ。仲間なのよ。左京さんも、右京さんも、他の隊長の子たちも。

　そのことを、自分は忘れていたのではないか？

　忘れてはいなくても、その部分がなおざりになっていたのではないだろうか。

　みんなが従ってくれることは、当たり前ではない。立場が人を従わせるのではないのだ。君主たるもの、従いたいと思わせるような人間であらねばならない。

　上司部下である前に、友達であること。

　人を、人材を何よりも大切にすること。

　――それがわたくしの人心掌しよう握あく術で、座右の銘で、帝王学であったはずなのに。最近のわたくしは、それを実践できていたかしら……？

　自じ嘲ちようしか出てこない。

　疲れた足を、痛む足を、前へ。

　――ゴールしてけじめをつけて、その上で、わたくしにはやらなければいけないことがあるわ。だから……。

　気力だけで、琴音はひたすらに歩み続けた。

「……なあ、あんなに真面目まじめに頑張る人が、噂うわさみたいなことをやらかすもんかね？」

「さあな。でも、色目使ってたとか言われてる柊木ひいらぎと生徒会長って従姉弟いとこなんだろ？　家訪ねたり仲良くしたりって、なんか当たり前のことなんじゃね？」

「別に、それで生徒会の仕事をおろそかにしてたってわけでもないんでしょ？」

「以前も最近も、あの琴音様が仕事でミスったなんて聞いたことないよ」

「そういえばさ、武装風紀委員部隊の友達が言ってたんだけど、学校に寝泊まりを始めたのも、帰宅しない部とかそういう人が無む茶ちややんないように見張るためだったって」

「へえ、そうなんだ。まあ、そのあたりの事情はわかんないけど、こんなふうによってたかって体育祭名目で意地悪する方が悪趣味よね」

「それに荷担しちまってるんだけどな」

「……だよね」

　静まりかえっていたグラウンドが、そんなふうにざわめき始めていた。

　しかし、そんな雑音が耳に届かないほどに必死になって、琴こと音ねはただ夕ゆう也やたちが待つゴールだけを見つめていた。
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　最初、更さら紗さには、意味がわからなかった。

　たった四人で頑張ったところで、勝ち目などない。それが最初からわかっている勝負。

　仮に勝てたとしても、何かメリットや賞金があるわけでもない。

　なのに、泥まみれになって、雨に濡ぬれて、それでもあのお高くとまった生徒会長は恥も外聞もなくゴールを目指している。

　そして。

「わたくしに、付き合わされて、クタクタになった、仲間たちが、あんなに、頑張って、つない、でくれた、バトンなのよ!?　た……ただで、さえ、勝利で報むくいる、ことが、できなかったって、いうのに、この上、それを……ゴールに、持って帰ら、ないなんて、そんな……そんな、気持ちを、踏みにじるようなこと、できる、わけ、ないでしょう……ッ！」

　その声を聞いて、すべてを理解できた気がした。

　あんな疲れ切った状態で、綺き麗れいごとがすらすら出てくるとは思えない。

　つまり、あれは心の底からの言葉なのだ。

　――生徒会長のみならず、彼らは仲間のために頑張っていたということなの……？

　夕也たちは、孤立させられた琴音のために、不利を通り越してイジメにさえ見える体育祭を戦い抜いた。

　そして琴音は、その仲間のファイトに報いるために、気力だけでゴールを目指している。

　信じられなかった。

　友達とは、自分の本性を知ればドン引きして去っていくもの。

　それが更紗の定義だった。

　それが、あの四人にとっては違うらしい。

　その、細かな定義はわからない。けれど、それは気恥ずかしいほどにひたむきで、照れ臭いほどに眩まぶしくて、そして何より――心が震えるほどに羨ましく見えた。

　これまでにたった一人でも、そんな友達に出会えていれば。

　そう思わずにはいられなかった。

　そして、仲間にならないか、と手を差し伸べられていたことを思い出す。

　今、琴音が手にしているバトンは、その手を差し伸べてくれた人が必死につないだものだということも。

　雨に混じって、いつの間にか目から溢あふれだしていた液体が頬ほおを伝っていく。

「――が……」

　声が。

　何かに突き動かされて、更さら紗さは自然と声を出していた。

　それが許されない雰ふん囲い気きと、ざわめきを破って。

「頑張って……！」

　決して大きくなかったその声は、しかし、グラウンド中を力強く駆かけ抜けて響き渡った。

　ぴたり、とざわめきさえも止やんで、グラウンドに静寂が満ちる。

　その中を、更紗はもう一度、今度は腹の底から、生まれてから一度も出したことがないような大きな声で、

「生徒会長、頑張って――――ッ！」

　そう、叫んだ。

　叫ばずにはいられなかった。

　すると、

「そうだ、頑張れ！」

　まったく別のところから、そう誰かが叫んだ。

「もう少し！　あと一周！」

「頑張れーっ！　気合いだーっ！」

　あちこちから、堰せきを切ったように応援の声が溢れ始めた。

　一度は琴こと音ねを見限ったはずの武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの隊員たちさえも、頑張れ、頑張れと声援を送っていた。

　それはすぐにグラウンドを揺るがすほどの大声援に変わり、いつしか息のあった会長コールへと変化していた。

「会長！　会長！　会長！　会長！　……」

　一歩、また一歩と琴音がゴールに近づくたびに、琴音コールはその大きさを増していく。

　そのコールに、琴音が一度歩みを止めた。

　そして、小さく――本当に小さく、誰の目にも止まらないくらい小さく微笑ほほえんで、また足を踏み出した。

　足を引きずっていることは変わらない。

　ふらついていることも変わらない。

　しかし、その足取りには確かな力強さが加わっていた。

　いつしか、雨は止んでいた。

　雨が止んだことにさえ誰も気づかないほど、グラウンドは一体感に包まれていた。

　そして、その瞬間がついに訪れた。

　ゴールで待っていた夕ゆう也やの胸に倒れ込むようにして、琴こと音ねはゴールラインを越えた。

「お疲れ様」

　夕也に支えられて、その胸に顔を埋うずめて、琴音は、

「ええ。……本当に、とても疲れたわ。とても……」

　その瞬間、まるで逆転サヨナラ満塁ホームランが放たれた球場さえも凌りよう駕がするような、大歓声と拍手が琴音たちを包み込んだ。

「……。最悪の展開。全然面白くありませんの」

　フェンス際で成り行きを見守っていた耶や宵よいはそう呟つぶやき、しかしどこかホッとしたような表情で、うるさいくらいの歓声に背を向けて中等部のグラウンドへと戻っていった。

　そしてもう一人、味方だったはずの生徒たちにゴールを祝福される琴音を面白くなさそうに見つめる右う京きように、左さ京きようは、

「さて、勝ったのは果たしてどちらだったのだろうな」

　そう言い残して、一度運営部のテントに向かい、そこから何枚かのスポーツタオルを掴つかんで、その真しん摯しさを全校生徒の前で見せつけた主君の元へと駆かけ出した。

　そんな歓声渦巻くグラウンドの上空では、再び太陽が鈍色にびいろの雲間から光を落とし始めていた。
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　会長コールも収まらぬ中、感極まった生徒たちが次々にトラックへと駆かけ出していた。

　そして今走り終えて息も絶え絶えの琴こと音ねや、その琴音を支える夕ゆう也やたちを取り囲んで、健闘を称たたえるように「会長！　会長！」とコールを続けていた。

　やがて、会長コールの中で「透け下着！　透け下着！」と連呼する声が混ざり始めた。

　雨が降り始めて、大半の女子生徒は長なが袖そでのジャージを着用している。なぜなら、白い体操着は濡ぬれれば透けてしまうからだ。

　しかし、ずっと雨の中を走っていた琴音は、当然ジャージなど着ていなかった。

　そして、その琴音をずっと見守っていたゆすらや恋れん子こも。

　たっぷりと雨をすった体操着はぴったりと肌に張り付いて、その下に着用しているものの色がはっきりと見えてしまっていた。

　琴音の、たっぷりとした胸を覆うレースに彩られた純白。

　恋子の、水色に白のドットが入ったそれ。

　ゆすらに至っては、透けるべきブラを着用していなかった。

「「きゃあッ！」」

　それに気づいて、恋子と琴音は慌てて胸を手で隠かくした。

「ええい、退しりぞけ！　痛い目に遭あいたくなければ道を空けろ！」

　生徒たちを恫どう喝かつしながら掻かき分わけて、左さ京きようが琴音へと駆け寄った。

「生徒会長殿、これを」

　と、持ってきたスポーツタオルをまず琴音の肩にかけ、そして次いでゆすらと恋子にも放ほうった。

　手やらタオルやらで隠されてしまった透けた下着に、生徒たち（主に男子）は一様に残念そうな顔をする。

　そして、左京に睨にらまれて「透け下着」コールはぴたりと止やんでしまった。

「さあ、生徒会長殿、一度校舎に入って着替えましょう。濡れたままでは風邪を引いてしまいます」

　言いながら、左京はごく自然な動作で、さりげなく、琴音を夕也から引きはがして肩を貸した。

「……そうね。でも、一言、右う京きようさんに言っておきたいことがあるの。いいかしら？」

「はっ」

　取り囲んでいた生徒たちの注目も、まだ応援席に残った生徒たちの注目も、その両方を集めて、肩を借りたまま琴音は右京の前へと歩いて行った。

「な……何？　悪者のボクに、文句でも言いにきたの……？」

　そう身構える右う京きように、琴こと音ねはまだ整わない息で、

「あり、がとう」

　と微笑ほほえんだ。

「え？」

　右京が、耳を疑って聞き返した。

「こう、なるように……評判を、落とし、かけていた、わたくし、の、名誉回復、のために、この舞台を、演出して、くれたんでしょう？　自分が、悪者に、なってまで」

「え……」

　意味がわからない、という顔をする右京に、琴音はわざとらしくウインクをした。

　そして、さらに。

「うふふ、お見通しよ？　だから……、明日から、また、力を貸し、て、ちょうだいね。体育、祭の、後片付けも、あるし、夏休み後の、文化祭の、準備も手を、つけないと、いけないもの」

　まるで周囲の生徒たちに聞かせるように、琴音は言うのだった。

　ヘナヘナと、右京は泣きそうな顔でその場にへたり込んだ。

「まったく……勝てないなあ、会長には……」

　それは、第二生徒会が自然消滅した瞬間だった。
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　体育祭の終わった放課後。

　生徒会室で、琴音は左さ京きようや右京をはじめとした武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの隊長たちや生徒会役員たちと顔を合わせていた。

「今回の件は、すべてわたくしの不徳が招いたことです。皆さんには大変な迷惑をかけてしまったわね。ごめんなさい」

　先にそう謝られてしまっては、左京も右京も、他の隊長たちも恐縮するしかない。

「帰宅しない部に対する方針も、皆さんが反対というなら考え直すわ」

「いえ、生徒会長殿、その必要はないかと。自分は、柊木ひいらぎ夕ゆう也やを生徒会に迎えたいという方針には賛成いたします」

「え、姉さん、何を……」

　右京のみならず、他の隊長たちからも驚きと、反対の声が上がる。

「静かにしないか」

　そう左京に一いつ喝かつされて、隊長たちの声はぴたりと止やんだ。

「今日の体育祭、彼のように最後まで生徒会長殿を支えて戦い抜ける者が果たしてこの中にいると思うか？　もし同じ立場だったら、などという仮定は無意味だ。流言に惑わされた時点で、そのような大言を口にする資格はない」

　左さ京きようの言葉に、誰もが目を伏せて黙り込んだ。

「彼は、敵対していたにもかかわらず、窮地に陥った生徒会長殿を支えて戦い抜いた。リレーで自分と競ったときのあの追い上げ、皆も見ていたはずだ。真ま似ねできるか？　あれだけ消耗してなお、誰かの、ましてや敵のためにあのように死力を尽くせるか？」

　左京は一同を見回したが、誰も、一言も発せなかった。

「能ある鷹たかは爪つめを隠かくす、とはよくいったものだ。彼という人物を見抜けなかった自分の不明を恥じるばかりだ。生徒会長殿はそれを見抜いておられたというのに！　その言葉の意味を、ことがここに至るまで理解できないとは、まったく不ふ甲が斐いなさすぎて自分がイヤになる……！」

　珍しく感情を露あらわにして、左京は握った拳こぶしを机に叩たたきつけた。

「彼は、敵に回しておくのは惜しい。まして、帰宅しない部などというやくたいもない集団に埋もれさせておくのは大きな損失だ」

「……左京さん、それはさすがに過大評価じゃないかしら？」

「ボクもそう思う。まあ、確かに彼の今日の頑張りは認めるけどさ、ちょっと大おお袈げ裟さすぎるんじゃない？」

「いいや」

　左京は静かに首を横に振った。

「お言葉を返すようですが、生徒会長殿。自分は彼に侍の魂を見ました。彼ほどの傑物、説得程度では簡単に鞍くら替がえはしないでしょう。なればこそ、生徒会長殿の情報収集も含めて、手を尽くし、万全を期して、一度全力で叩き潰つぶすべきかと。少なくとも、自分はもう一度、彼と全力を尽くして戦いたい！　そしてその上で、仲間になるよう手を差し伸べるべきかと」

「あらあら、夕ゆうくんったら、左京さんに火を点つけてしまったみたいね」

「姉さんにライバル視されるとか、可哀かわい相そうに」

　肩をすくめて、右う京きようはため息をついた。

「ところで、会長。その帰宅しない部の切り札、熊の剥はく製せいなんだけど」

「あら、右京さん、何かわかったのかしら？」

「うん、ついさっきね、いきなりボクに『教えたいことがある』って言って、こんな紙切れを渡してきた男子がいてさ」

　右京は折りたたまれたコピー用紙をポケットから出して示した。

「その男子が言うには、『木き滝たき恋れん子こはネクロマンサーで、マジもんの魔法を使って熊の剥製を動かしたらしい』って。少なくとも、柊木ひいらぎ夕ゆう也やはそう言っていたらしいよ」

「うーん、夕ゆうくんの言葉だとすると、どこまで本気か怪しいわね。まして、本物の魔法なんて言われると……」

「うん。状況的にも、怪しすぎるよね。なんの意図かはさておき、露骨すぎて向こうの情報戦の一手にしか見えないんだけど」

「しかし、果たしてトリックで熊の剥はく製せいを動かすようなことが可能なのでしょうか？　それも、自分と右う京きようを軽くあしらうような動きまで」

「それがわからないから苦労しているんでしょう？　それで、その紙には何が書いてあるのかしら？」

「家系図だね。もっとも、手書きだしホントかどうかも怪しいもんだけど」

　そう言って右京が広げた紙には、木き滝たき恋れん子こに至るまでの二代前までの系譜が記されていた。そしてそれぞれの名前と一緒に、肩書きのような単語が添えてあった。

　木滝恋子、死霊術師（修行中）。

　母、占せん星せい術じゆつ師し。

　父（婿むこ養よう子し）、陰おん陽みよう師じ。

　祖そ父ふ、エクソシスト。

　祖そ母ぼ、霊れい媒ばい師し。

　……。

「あらあら、木滝さん、霊能力者一家なのね」

「生徒会長殿。魔法などというものが、本当に実在するのでしょうか？」

「普通は否定するところね。でも……」

　この場にいる全員が目にしている、動く熊の剥製。

　それは、誰が見ても常識の範はん疇ちゆうからはみ出していた。魔法などという言葉が、少なからず信しん憑ぴよう性せいを持つくらいには。

「結論を出すのはまだ早いと思うわ。先入観を取り払って、もう少し調べてみることにしましょうか」



　先日まで反目し合っていた面々が仲直りだか会議だかよくわからない話し合いを続ける生徒会室のドアの前で聞き耳を立てていた耶や宵よいは、そっとその場を離れた。

　耶宵が『お願い』した男子生徒は、言いつけ通りに恋子に関する情報をきちんと届けてくれたらしい。それが確認さえできれば、暑苦しい友情ごっこになど興味はなかった。

　しかし。

「別に、罪滅ぼしとかじゃありませんの。さっさと生徒会に帰宅しない部を潰つぶしてほしいだけですの」

　誰の耳にも入らなかったそのつぶやきは、まるで言い訳のようだった。



　　　＊



　その日の閉門後。

　家庭科実習室で、夕ゆう也やは琴こと音ねに奮発してもらったステーキを焼いていた。

　その脇では、ゆすらが肉の焼ける音に合わせて踊っていた。もうすでに体育祭の疲れはどこかへ飛んで行ってしまったらしい。

「ゆすらは元気だね」

「がう。肉があればいつでも元気！」

「あはは、凄すごいなあ……。僕なんか、ご褒ほう美びのステーキは嬉うれしいけど、明日は筋肉痛確定な感じだよ。っていうか、もう痛み始めてる気がする」

「メチャメチャ身体からだが重いですよね。だるさがハンパないです……」

「お肉を食べようって思えるだけ凄いわよ。わたくし、今そんなお肉を食べたりしたら戻しちゃいそうだわ」

「琴こと姉ねえは僕ら以上に走ったからね。僕も一人前を完食できる自信はないけど」

「では、兄にい様さまのお肉、半分は私が引き受けますの」

「……そうはいかない」

　火花を散らすゆすらと耶や宵よいに苦笑しながら、夕也は琴音に、

「何か胃に優しいものでも……そうだなあ、お粥かゆでも作ろうか？」

「そうね。お願いするわ」

「ところで、おに……あんたは、こうなるってわかってたんですか？」

「ん？　何が？」

「生徒会長に言ってたじゃないですか。向こうの策略に対抗するより正々堂々やった方がいいって。もしかして、こうなるのを見越してたのかなって」

「んー、さすがに全部が全部こうなるって予想してたわけじゃないけどね。あの熊とかを使ってパニック起こして、琴姉に鎮圧してもらう作戦とかも考えたんだけど、そういうのってバレたときに余計に傷口を広げるじゃない。しかも、琴姉が出る幕なしにサイドアップテールの姉妹……志し々し谷やさんだっけ？　に解決されちゃう危険性もあるし」

「まあ、そうですね」

「だったら小細工はやらない方がいいって思っただけだよ。そもそも、あの姉妹と琴姉とはもう結構長い付き合いでしょ？　だったら、ケンカしたってそのうち仲直りするだろうって思ってたしね。ケンカするほど仲が良いい、ってヤツ？」

「ふーん、考えた結果、何もしない、ですか」

「でも、それを決めるのはとても勇気が要いるのよ？　だって、無防備に相手の為なすがままに任せるということだもの」

「でしょうねえ。っていうか、それって提案を呑のんだ自分を凄すごいって言ってるだけじゃないですか！」

「そんなことはないわ。決断させてくれたのは夕ゆうくんだもの」

「最後にちゃんと相手を立てて綺き麗れいにまとめたのは琴こと姉ねえでしょ。ま、なんにしても丸く収まってよかったじゃない。ちゃんと仲直りできたんでしょ？」

「そうね。夕くんにも、桜さくら江えさんにも木き滝たきさんにも、本当に感謝してるわ」

「がう」

「どういたしまして」

　と、家庭科実習室内にちょっと温かくて和なごやかな空気が満ち始めたその瞬間。

　そろり、とドアが開いた。

　かなり控ひかえめな音しか立てなかったドアに、一同の視線が集まる。

　開いたドアの向こうに立っていたのは、地味を絵に描かいたような、眼鏡に三つ編みの女子生徒だった。

「あれ、御み子こ神がみさん。どうしたの、そんな格好で」

「何言ってるんですか？　そんな格好って、別に普通じゃないですか。ブラウスにスカートって、別段変わった服でもないですよ。学校は終わってるんだから、私服だっておかしくはないですし」

「え、まあ、それはそうなんだけど……」

「あら、そういえば貴女あなた、下着売り場で会った子ね？　夕くんのクラスメイト？」

「がう。ユウと私のクラスの人」

「そうなの。でも、感心しないわね。もう閉門時間はとっくに過ぎているのよ？　本来立ち入ってはいけない時間だわ」

「私たちと一緒に残っている琴姉様が言っても説得力がありませんの」

「うっ、なかなか痛いところを突くわね、耶や宵よいちゃん……」

「で、なんの用なんです？」

「そ、その……」

　もじもじとうつむいて、更さら紗さは数秒言いい淀よどみ、しかし意を決したように顔を上げて、

「にゅ、入部を……」

　一瞬の静寂。

「「「え――――ッ!?」」」

　恋れん子こと琴こと音ねと耶宵が声を揃そろえて驚きの声を上げた。

「ホントに!?」

　喜ぶ夕ゆう也やから照れ気味に目を逸そらして更さら紗さはうなずき、しかし小さな声で、

「た、た、ただの交換条件よ。ご飯の代わりに名前を貸すだけ。べ、別に馴なれ合あう気とか、ないから」

「うん、それで充分だよ」

「そ、それから」

　更紗は大きな鞄かばんを抱えたまま家庭科実習室に入ってきた。

　そしておもむろに三つ編みをといてバサッと髪を払い、眼鏡を外はずして、鞄から取り出した白衣を大きく翻ひるがえして身にまとった。

　いつのまにかブラウスの胸をはだけて、スカートも巻き上げて丈を調節したのか、ミニに変へん貌ぼうしている。

「運動過多で筋肉を酷使した人たちを治ち療りようさせてもらうわぁん！」

「「「え――――ッ！」」」

　また、恋れん子こと琴こと音ねと耶や宵よいが驚きよう愕がくの声を上げた。

　ゆすらもあんぐりと口を開けて驚いたまま固まっていた。

「あ、あんな地味で真面目まじめそうな人が、どこでどう道を間違っちゃったんですかッ!?」

「まったくですの。普通のままでいればいいと思いますの」

「うるさいわよぉ、小娘ども。黙って治療を受けなさい？」

　どん、と調理台の上にバッグを置いて、更紗はその口を一気に開いた。

　中には、ギュウギュウに押し込められた大量の湿布薬。

「うふふふふふふふふふふふ、酷使した筋肉はきちんとケアをしないとダ・メ・よ？」

　ハアハアと息を荒くして宣言した更紗の目は、少女マンガもかくやというくらいキラキラと輝いていた。

　さーっと血の気が引いていくような雰ふん囲い気きが満ちる中、

「がう？」

　とゆすらが首を傾かしげた。

「え、ええと、あたしは別に、そんなに疲れてないですから……」

「あらぁん、そんなわけないじゃない。今のうちにちゃんと処置しておけば、明日の辛つらさを大幅に軽減できるわよん？　さあ、遠慮しないで」

「遠慮とかじゃねーですっ！」

「大丈夫よ？　あたし、ちゃんとスポーツ医学も勉強してるんだからぁん」

　言いながら、更紗は露あらわになりすぎた胸の谷間に手を突っ込んで包帯を取り出し、流れるような動作でそれを放った。

　ひゅん、と包帯はうねりながら宙を駆かけ、恋子の身体からだに巻きついた。

「きゃ――――ッ！　そういえばこんな技を使うんでした！　忘れてました―――ッ！」

　くるくると、恋れん子こが更さら紗さの方へと引き寄せられていく。そして、瞬またたく間まに恋子は更紗の前の調理台に寝かされてしまった。

「ひい――――ッ！」

「ふふふ、怖がらなくていいわよ？　大丈夫、痛くし・な・い・か・ら」

　更紗は恋子の服をまくり上げて、見み惚ほれるほど鮮やかな手際でマッサージを施しながら湿布を貼はりつけた。

「いや――――ッ！　って、え？　あれ？　やっ、ちょ、気持ちいい!?　あ、あんっ」

「ほらぁ、あちこちの筋肉がガチガチじゃないのよ。これ、このまま放置したら明日には地獄よぉん？」

「い、いたたたたたっ！　ああん、何これ、痛いけど気持ちいいです――――ッ！」

　悲鳴を上げながらも気持ちよさに顔が緩む恋子の微笑ほほえましい受難を眺めながら、琴こと音ねはふう、とため息をついた。

「驚いたわ。色々な意味で。もう、まさか本当に仲間に加えてしまうなんて。困ったことをしてくれたわね」

「そりゃあ、追い出されるわけにはいかないしね。琴こと姉ねえたちも雨降って地固まっちゃったし。正直、来てくれてホッとしたってトコだけど」

「うふふ、今回の件で夕ゆうくんたちには感謝してるけど……右う京きようさんたちが一度はわたくしから離れてしまったことを考えれば、これ以上先延ばしにはできないわ。ストップさせていた宿しゆく舎しやの建設も再開させないと」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうなるよねえ。最後の一人は目め処どさえついてないんだよなあ。困った困った」

「そんなことを言っても、手加減はしないわよ？　今回の件で感謝してるからこそ、敬意を込めて本気でやらせてもらうわ」

「サイドアップ姉妹の時代錯誤な方みたいなこと言わないでよ。恩を売る気はないけど、今回の頑張りに免じて、なんとかならない？」

「ならないわね。その時代錯誤な左さ京きようさんが、夕ゆうくんのことをとても高く買っているの。好敵手とまたやり合うのが凄すごく楽しみだ、って。あの顔を見たら、とても我慢しろだなんて言えないわ。それに、わたくしも今回の騒動でますます夕くんがほしくなっちゃったの。是非とも完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめして、生徒会に来てもらうわ」

「……マジですか。うへえ」

　双方笑顔で、夕ゆう也やに至ってはステーキをひっくり返したりしながら、そんな会話を続けている。

　一見談笑しているように見えて、早くも本気の駆かけ引きが幕を開けていた。

「ああ、悲しいわ。結局、わたくしたちは戦わなければならない運命なのね」

「やれやれ」

　焼き上がったステーキを皿に移しながら、それでも夕也は、今日は体育祭をなんとか戦い抜けたことと、琴こと音ねが武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの面々と関係を修復できたこと、そして更さら紗さが名前を貸してくれる気になってくれたことを素直に喜ぶことに決めた。

　そして、ステーキの盛りつけを終えるなり、お粥かゆ作りに取りかかった。



　　　＊



「もー、生徒会とか武装風紀委員と仲直りしたのに、なんでまたあたしたちの部室に来るんですかっ！」

「あらあら、貴女あなたたちの部室じゃないでしょう？　不法占せん拠きよなんだから。それに、監かん視しは続けないといけないもの」

　食事後、そんなやりとりをしながら、更紗も伴って、一同は部室棟に戻ってきた。

　そして、先頭の恋れん子こが部室のドアを開ける。

　瞬間、恋子が何かに気がついて固まった。

「どうしたの？」

　恋子が指さした先、ボロ熊の剥はく製せいの足下には、可愛かわいらしいピンク色の封筒があった。

　そして、そのファンシーな封筒の宛あて名なは――『木き滝たき恋子様』。

「恋れん子こちゃん宛ですの」

「とりあえず、開けてみたらいいと思うわぁん」

「え、ええ……」

　おそるおそる恋子はその封筒を拾い上げて、苺いちごのシールの封を剥はがした。一同も恋子が広げた、やっぱり可愛かわいらしい、淡いパステルグリーンの便びん箋せんを覗のぞき込こむ。

『木き滝たき恋子様

　ずっと、ずっと貴女あなたを見てました。

　お話ししたいことがあります。明後日の夜、物理教室まで来て下さい。

　いつまでもお待ちしています』

　便箋を広げたまま、魂が抜けたように恋子はフリーズしていた。

　そして、後ろから覗き込んでいた面々は顔を見合わせた。

「これってまさか……」

「あらあら、間違いないわね。きっとラブレターよ！　うふふ、やったわね、木滝さん！」

　面白がって、琴こと音ねが恋子の肩をバンバンと叩たたく。

「明らかに女の子の字じゃないですか――っ！　あたしにそういう趣味はねーんですッ！」

　ゆすらが首を傾かしげた瞬間、恋子の叫びが夜の学校に響き渡ったのだった。



    

  
    
      


あとがき



　どうも。帯にもありますが、なんかドラマＣＤを作って頂けることになりました。わーい、と浮かれまくってるおかざきです。ひゃっほーい。

　くくく、今こそ、次なる計画を実行に移すときです……！　って恋れん子こも言ってます。

　さて、今回は体育祭のお話です。

　……。

　うそです。体育祭は後半二割くらいで、より正確には体育祭の準備とかのお話です。

　……これも正確じゃないな。

　主人公がポップコーンやバーニャカウダを作る話です。

　……これが正しい気がするのはなぜだろう。

　ともあれ、体育祭ってあんまりこれといった思い出がないんですよね。やっぱり、文化祭とかと違って決められたプログラム通りに進行するからでしょうか。たぶん自由度が少ないから面白いハプニングも起こりにくいのでしょう。

　結局、体育祭も抜け出して部室で麻雀をやっていた気がします。すっかり我らの部室は『雀荘ソフトテニス』でした。

　あ、何が「結局」で「体育祭も」なのかというと、私のデビュー作『二人で始める世界征服』第五巻のあとがきを参照してください。

　未読の方は買ってみるといいと思います！　是非、一巻から！

　では、謝辞を。

　今巻も素敵なイラストを描いてくださったぺこ先生、ありがとうございました！　毎回ぺこ先生のイラストを見るのが楽しみすぎて生きるのが辛つらいです。

　打ち合わせでアイデアを練るところから手伝ってくださった上、とんかつまで食べさせて下さった担当のＫ様、編集長様、編集部の皆様、この本に関わって下さった皆様、本当にありがとうございました。迷惑ばっかりおかけして申し訳ありません。次は、次は頑張りますから……！

　ファンレターを下さった皆様、お返事は出せませんがちゃんと読んで元気をもらっています。お手紙を読むと超やる気が出ます。かなりマジで元気の源です。

　さーて、次巻では恋れん子こに少し魔法使いっぽいことをさせてあげたいところです。何しろ二巻三巻と普通の人でしたからね。マントすら着てない。

　まあ、それと表紙を飾れるかとは全然別の問題ですが。頑張れ恋子。超頑張れ。

　では、また。なるべく近いうちに、第四巻でお会いしましょう！
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